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理事会議事録

。平成元年度第 1回理事会

日時:平成元年3月11日(士)

13: 30-16 : 30 

場所:全共連ビ、ル会議室

出席者:柿本泰男，加藤尚彦，栗山欣弥，

高坂新一，融道男，永井克孝，

中津恒幸，永田 豊，野口鉄也，

森昭胤，平野修助(監事)，

佐武 明(科研費調査委員会委員長)，

野村靖幸(次回世話人代表)，

小山 司(次回世話人代表代理出席)

欠席者:小宮義車，御子柴克彦，植村慶一

(研究助成金等候補者選考委員会委

員長)

議題

1.理事選挙結果について

平成元年2月20日に開票された理事選挙

結果について，選挙管理委員会委員長石川

紘一氏からの報告書が示された。

理事選挙結果の報告

日本神経化学会細則第2条および同第4

条の規定により理事選挙を実施したところ，

下記の如き結果となりましたのでご報告致

します。

記

1. 選挙経過

(1) 選挙日程

神経化学第27巻2号 (1988年12月

15日発行)公示の要領に従って実施し

7こO

(2) 投票用紙の回収

発送総数 1503通(但し受取人不明で

14通は返送された)

投票者数 731通(回収率48.6%)

無効投票 4通(但し選挙人不明3

通，投票期限切れ 1

通)

唱
E
A

有効投票数 727通

(3) 開票場所

鮒旧本学会事務センタ-4階会議室

(4) 開票立会人

山口知子

熊倉鴻之助

(5) その他

①日本神経化学会会則第20条に従い，

現理事名を記載した投票については

該当理事のみを無効とし，他の記載

された被選挙人については有効とし

た。

②氏名の誤記等については，特定の被

選挙人と判断出来る場合には有効と

しfこ。

2. 得票順位

当選 1位柿本泰男

同 2位高坂新一

同 3位永田 豊

同 4位小宮義埠

同 5位栗山欣弥

同 6位御子柴克彦

2.理事長選出の件

出席理事による協議の後投票が行われ，

その結果，柿本泰男氏(愛媛大学医学部神

経精神医学)が理事長に選出された。

3.副理事長選出の件

出席理事による協議の後投票が行われ，

その結果，栗山欣弥氏(京都府立医科大学

薬理学)が副理事長に選出された。

4.補充理事選出の件

出席理事による協議の結果，地域別・分

野別及び得票数を考慮し，以下の 3名が補

充理事に選出され，前例に従い文書で評議

員の承認を得ることとした。

畠中 寛(大阪大学蛋白質研究所)

佐武 明(新潟大学脳研究所)

宮本英七(熊本大学医学部第一薬

理学)

5.担当理事選任の件

協議の結果，各担当理事(任期2年)を



以下のように決定した。

庶 務....・H ・-高坂新一理事

出版・広報…・…・・加藤 尚彦 理事

会 計...・H ・..野口鉄也理事

6.各種委員会報告

(1) 科研費調査委員会

佐武委員長より，引続き文部省と交渉

していく旨，報告があった。

(2) 国際対応委員会

栗山委員長より ASN-JSN Joint 

Symposium (1990年3月)の件につい

て，詳細は本年4月にポルトガルで開催

される ISNMeetingの際に決定する旨，

報告があった。

(3) 研究助成金等候補者選考委員会

植村委員長(欠席)の代理で，事務局

より報告があった。

①昭和63年度日産学術研究助成の件

本学会より推薦した祖父江憲治氏

(大阪大学医学部バイオメディカル教

育研究センター)が，採択になった。

②昭和63年度ブレインサイエンス振興財

団研究助成の件

昨年10月28日に仙台で開催された委

員会において慎重に選考した結果，第

3回研究助成候補者に高坂新一氏を，

海外研究者招牌助成候補者に西塚泰美

氏を受人責任者とする PaulGreen 

gard氏色本学会より推薦した。

7.各種委員会委員長選任の件

協議の結果，各委員長(任期2年)とも

以下のように再任された。

科研費調査委員会委員長

・・H ・H ・..佐武 明氏

国際対応委員会委員長

…栗山欣弥氏

研究助成金等候補者選考委員会委員長

・・H ・H ・-…植村慶一氏

尚，委員の構成については各委員長が早

急に選出し，決定することとした。

科研費調査委員会・名簿

(任期平成元年3月~平成3年 2月)

氏名 所 属

委員長

佐武 明 新潟大学脳研究所神経化学

笠井久隆 東京都立大学理学部化学

加藤 武 横浜市立大学大学院総合理学研

究科

熊倉鴻之助 上智大学生命科学研究所

高坂新一 国立精神神経センター神経研究

所代謝研究部

小宮義埠 群馬大学医学部分子病態学

永井克孝 東京大学医学部第二生化学

西塚泰美 神戸大学医学部第二生化学

森 昭胤 岡山大学医学部脳代謝研究施設

国際対応委員会名簿

(任期:平成元年3月~平成3年 2月)

氏名 所 属

委員長

栗山欣弥 尽都府立医科大学薬理学

植村慶一 慶慮義塾大学医学部生理学

加藤尚彦 東尽大学医学部脳研究施設

高坂新一 国立精神神経センター神経研究

所代謝研究部

田中 亮|名古屋市立大学医学部第一生化
f A主A

融 道男 信州大学医学部精神医学

中嶋照夫 尽都府立医科大学精神医学

永津俊治 名古屋大学医学部第一生化学

松田友宏 名古屋市立大学医学部薬理学

三木直正 大阪大学医学部第一薬理学

御子柴克彦 大阪大学蛋白質研究所蛋白質機

能制御部門

宮武 正|新潟大学脳研究所神経内科
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研究助成金等候補者選考委員会名簿

(任期:平成元年3月~平成3年2月)

氏名 所 属

委員長

植村慶一 慶慮義塾大学医学部生理学

加藤尚彦 東京大学医学部脳研究施設

融 道男 信州大学医学部精神医学

永田 豊 藤田学園保健衛生大学医学部第

二生理学

永津俊治 名古屋大学医学部第一生化学

宮本英七 熊本大学医学部第一薬理学

森 昭胤 岡山大学医学部脳代謝研究施設

8.次期監事選出の件

出席理事による協議の結果，以下の 2名

が監事候補者として選出され，総会で承認

をf尋ることとし7こ。
塚田 裕三(慶慮義塾大学名誉教授)

大月 三郎(岡山大学医学部神経精神

医学)

尚，今回の協議では，監事は理事経験者

の中から選出するという申し合わせ事項

(昭和62年3月理事会)のことや，基礎・

臨床から各l名を選出すること等が考慮さ

れた。

役員名簿

理事〔任期:平成元年3月~平成5年2月〕

理事長柿本泰男(愛媛大・医・

神経精神医学)

副理事長栗山欣弥(京都府立医大・

薬理学)

庶務担当高坂新一(国立精神神経

センタ一神経研究所代謝研

究部)

永田 豊(藤田学園保健

衛生大・医・第二生理学)

小宮義埠(群馬大・医・

分子病態学)

御子柴克彦(大阪大・蛋白

質研究所・蛋白質機能制御)

3 

理事〔任期:平成元年3月~平成3年2月〕

永井克孝(東京大・医・

第二生化学)

出版・広報担当加藤尚彦(東京大・医・

脳研究施設)

会計担当野口鉄也(東邦大・医・

第二生理学)

融 道男(信州大・医・

精神医学)

中津恒幸(東京都済生会

中央病院)

森 昭胤(岡山大・医・

脳代謝研究施設)

補充理事〔任期:平成元年3月~平成3年

2月〕

畠中 寛(大阪大・蛋白

質研究所・蛋白質生合成)

佐武 明(新潟大・脳研

究所・神経化学〕

宮本英七(熊本大・医・

第一薬理学)

監事候補者〔任期:平成元年10月~平成5

年10月(総会)J

塚田裕三(慶臆大・名誉

教授)

大月 三郎(岡山大・医・

神経精神医学)

9.庶務報告

事務局より，庶務報告が行われた。

・総会員数(昭和田年12月31日現在)

1. 656名

名誉会員 2名

一般会員 1. 618名

学生会員 7名

賛助会員 11名

団体会員 18件

-新入会員(昭和63年11月~昭和63

年12月)

一般会員

学生会員

合計

20名

2名

22名



-退会者(昭和63年11月~昭和63年

12月)

3名

10.会計報告

野口会計担当理事より，昭和63年度(昭

和63年 1月1日~昭和63年12月31日)の決

算報告がなされ，引続き平野監事より監査

報告があり，了承された。

11.第32回日本神経化学会について

野村靖幸世話人代表(北海道大学薬学部

薬効学)より，大会準備状況について説明

があり，了承された。

期日:平成元年9月27日(水)， 28日

(木)， 29日(金)

場所:札幌パークホテル

日程:9月27日(水)

9 : 00-12 : 30 

理事会

午後

口演，特別講演

夜 グループディナー

28日(木)

口演，ポスター (13:0ト 14: 

00 評議員会・総会)

夜懇親会

29日(金)

口演，ポスター

演題締切日:平成元年6月17日(土)必

着

12.第33回日本神経化学会について

広島・金沢・松本が開催地として候補に

挙げられたが，世話人代表は瀬川富朗教授

(広島大学医学部薬効解析科学)を第一候

補とし，三木直正教授(金沢大学がん研究

所)を第二候補として，柿本理事長が交渉

にあたることとした。

火日
初
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日

場

出席者:柿本泰男，栗山欣弥，加藤尚彦，

高坂新一，小宮義理，佐武明，

融道男，中津恒幸，永田豊，

野口鉄也，畠中寛，御子柴克彦，

宮本英七，森昭胤，

平野修助(監事)，

植村慶一(研究助成金等候補者選考

委員会委員長)，

野村靖幸(世話人代表)，

山下格(世話人代表)，

瀬川富朗(次回世話人代表)

欠席者:永井克孝

議題

1.庶務報告

高坂庶務担当理事より，庶務報告が行わ

れた。

-現総会員数

(平成元年9月18日現在)

名誉会員

一般会員

学生会員

賛助会員

団体会員

1， 761名

2名

1，722名

7名

11件

19件

新入会員(昭和63年10月18日以降)

168名

退会者(昭和63年10月18日以降)

44名

尚 3年間以上会費滞納者には，次回請

求書発送の際に督促状を同封し支払いの無

い場合には退会処分にすることとした。

2. 出版・広報活動報告

加藤出版・広報担当理事より，以下の報告

があった。

(1) I学会発表データベース」について

上記の件について，学術情報センター

よりアンケートの依頼があり，回答する

とともに学会論文集を見本として送付し

た。また，学会発表のデーターベース化

の依頼の件については，現状では問題点

が多く，今後検討していくこととした。

4 -



(2) 第32回大会英文抄録について

演題申込者より英文抄録はすべて集ま

り，外人による校閲も終了し，既にアメ

リカ (Dr.Lajtha)へ原稿を送付済み

である。

3.会計報告

野口会計担当理事より，平成元年度会計

中間報告(昭和例年1月1日~平成元年8

月31日)および平成元年度会計決算見込報

告があり，了承された。

引続き平成2年度予算案(平成2年1月

1日-12月31日)が示され，了承された。

4.プログラム編成報告

野村靖幸世話人代表より，第32回大会プ

ログラム編成経過について，報告された。

また，下記の件について提案があり，了

承された。

(1) 演題の採否通知について

演題申込者に演題の採否通知を送る

ことが望ましいので，次年度より演題

申込票に演題採否通知用のハガキを付

けて，演題募集をすることとした。

(2) 発表形式(口演またはポスター)に

ついて

演題申込者の希望に添えない場合も

あるので，演題申込者の希望を参考に

した上での発表形式決定の権限は，プ

ログラム編成委員会にあることが確認

された。

また， この旨次年度以降は演題募集

の際に明示することとした。

第32回日本神経化学会プログラム

編成経過報告

I 論文審査

1. 242題の演題が応募された。

2.各演題について専門別に2名の審査

員に郵便で審査を依頼した。

3.審査結果は次の通りであった。

a) 2名の審査員が共に可の演題

……・・……188題

b) 1名が可 1名が一部修正により

F
h
d
 

可の演題…....・H ・-….....・H ・...36題

c) 2名が共に一部修正により可の演

題…....・H ・-……H ・H ・....・H ・...13題

d) 1名が可 1名が否の演題

3題

e) 1名が一部修正により可 1名が

否の演題………...・H ・...・H ・-… 2題

4. プログラム編成委員会において上記

の審査結果に基づき採否が検討された。

1 )上記a)188題については採択を

決定した。

2) b)-e) 54題について著者に審

査員からのコメントを添えて原稿

を返送し，意見(回答)，修正を求

めた。修正済みの論文について，

とくにd)，e )について慎重に再

審査を行なった。

イ)28題は，審査員のコメン卜通り

修正されたので採択と決定した。

ロ)19題は，審査員に再審査を依頼

し，

. 16題は，そのまま採択と決定

した0

・3題は，再び審査員よりコメ

ントが出され，著者に再改訂

を求め修正されたので採択と

決定した。

ハ) 4題(2題十 2題)について

は審査員より「同一教室から出さ

れ，同一目的，類似の内容である

ためそれぞれ l題にまとめるよう」

指示があった。一方は指示通り 1

題にまとめられ，採択と決定した。

もう他方は著者より 2題は独立

したものとの回答がよせられ，審

査員の了承に基づき採択と決定し

fこ。

ニ) 2題については，著者よりの

回答，修正原稿を添えて審査員に

再審査を依頼したが採択にいたら

ず¥不採択と決定した。

ホ) 1題について審査員に再審査



を依頼したところ，再コメントが

出され著者にその旨伝えたところ，

著者より発表辞退の申し出があっ

fこO

3)プログラム編成過程で 1題につい

て著者より演題を辞退するとの申し

出があった。

4)結局，応募242題のうち，最終的

に237題が採択され発表されること

になっfこ。

E 発表形式の決定

1. 237演題について著書の発表形式希

望の内容は次の通りであった。

a)口演発表のみ希望の演題

…115題

b)口演発表希望，ポスター発表も可

の演題・…….....・H ・....・H ・..….51題

c)ポスター発表のみ希望の演題

. 35題

d)ポスター発表希望，口演発表も可

の演題...・H ・........・H ・....・H ・...30題

e)どちらの発表でも可の演題

6題

2. プログラム編成委員会において3日

間の会期および発表時間を考慮して発

表形式を次の通りに決定した。

1)上記a)の内，同一教室からの応

募状況ならびにポスター発表が適切

と考えられること等を考慮した結果

3演題を除き，残り 112演題を口演

発表と決定した。

2) 125演題をポスタ一発表と決定し

TこO

E 平成元年度第32回日本神経化学会応募

演題審査委員名簿

(ABC 順)

阿部輝雄 新大・医・脳研

朝倉幹雄 聖マリ医大・神経精神

藤沢 仁

芳賀達也

畠中 寛

旭川医大・生化

東大・医・脳研

阪大・蛋白研

博

助

新

一

明

健

男

雄

彦

隆

夫

一

層

彦

治

武

亮

育

也

史

年

一

理

司

助

永

三

正

弥

郎

則

誠

丸

正

彦

治

七

正

胤

孝

豊

夫

治

陽

修

紘

俊

泰

大

哲

久

重

兼

尚

泰

宏

久

清

睦

新

義

之

堅

欣

一

正

星

直

克

正

英

昭

克

照

泰

鴻

洋

天

柴

田

野

山

川

辺

国

本

谷

屋

井

俣

藤

藤

藤

藤

戸

鞭

暮

林

坂

坂

宮

山

倉

代

原

原

山

田

川

田

谷

木

子

宅

本

武

井

田

嶋

村

東

平

市

石

磁

門

柿

神

偲

笠

柏

加

加

加

加

城

杵

小

小

高

高

小

小

熊

熊

栗

栗

栗

黒

黒

松

松

三

御

一

二

宮

宮

森

永

永

中

中
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金大・医・神経情報研

東邦大・医・生理

浜松医大・生化

日大・医・薬理

都立大・理・生物化学

部神経研・神経化学

愛大・医・精神

福岡大・薬・薬理

山梨医大・精神

都立大・理・化学

愛知県コロニー

愛知県コロニー

東大・医・脳研

名市大・医・分子医学研

横市大・大学院総合理学研

和医大・病態生化

昭大・医・薬理

東北大・医・脳研

岡大・医・脳研

岡大・名誉教授

国立精神神経センタ一

群大・医・分子病態

北大・医・精神医学

上智大・生命研

福島医大・精神

北大・薬・薬剤

新大・医・脳研

京都府医大・薬理

都神経研

明薬大・薬理

慈恵、医大・医科

東邦大・医・生理

金大・医・がん研

阪大・蛋白研

神戸学院大・薬

熊大・医・薬理

新大・医・脳研

岡大・医・脳研

東大・医・生化

藤田保衛大・医・生理

京都府医大・精神

昭大・薬・生物



中津恒幸

成瀬 浩

野口鉄也

野村正彦

野村靖幸

小幡邦彦

小川紀雄

大鹿英世

斎藤喜八

佐武 明

佐藤光源

佐藤修三

佐藤公道

瀬川富朗

庄盛敏廉

祖父江憲治

須田治彦

高垣玄吉郎

竹田 稔

武富 保

田中千賀子

田中 亮

融 道男

塚田裕三

徳光幸子

内田修次

内村英幸

植村慶一

宇井理生

和田 博

山上 栄

山口知子

山下 格

米田幸雄

都済生会中央病院

杏林大・医・代謝異常研

東邦大・医・生理

藤田保衛大・医・生理

北大・薬・薬効

岡崎生理研

岡大・医・脳研

札医大・薬理

阪大・歯・薬理

新大・医・脳研

東北大・医・精神医学

新大・医・脳研

京大・薬・薬理

広大・医・総合薬

岡大・医・脳研

阪大・医・高次研

都医療技術短期大

慶大・医・生理

昭大・医・生化

信大・医・心脈管病研

神戸大・医・薬理

名市大・医・生化

信大・医・精神

慶大・名誉教授

北大・薬・薬効

阪大・医・薬理

国立肥前療養所

慶大・医・生理

東大・薬・生理科学

阪大・医・薬理

阪市大・医・神経精神

東京女子医大・生化

北大・医・精神医学

摂南大・薬・薬理

以上81名

W プログラム編成委員名簿

(ABC IIWj) 

阿部 弘 北大・医・脳外科

藤沢 仁 旭川医大・生化

小山 司 北大・医・精神

栗原堅三 北大・薬・薬剤

野村靖幸(代表) 北大・薬・薬効

大鹿英世 札医大・薬理

斎藤秀哉 北大・医・薬理

徳光幸子 北大・薬・薬効
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山下 格(代表)北大・医・精神

5.各種委員会報告

(1) 国際対応委員会

栗山委員長より ASN-JSN Joint 

Symposiaの件について報告があった。

日本神経化学会国際対応委員会報告書

国際対応委員会委員長

栗山欣弥

日時:平成元年9月27日(水)

12 : 00-13 : 15 

場所:札幌パークホテル

出席者:栗山欣弥，植村慶一，加藤尚彦，

高坂新一，融道男，松田友宏，

三木直正，御子柴克彦

特別参加:柿本泰男理事長，塚田裕三前理

事長，野村靖幸世話人代表

議事要旨:

1.報告

前回(平成元年3月開催)の理事会

で本委員会の存続が決定され，委員長

に栗山欣弥が就任した。委員長の下で

各委員に委嘱が行われ，平成3年2月

末日までの任期で活動を行うこととなっ

Tこ。

2.議題

(1) ASN-JSN Joint Symposiaにつ

いて

第21回のASNAnnual Meeting 

(Phoenix， 1990年3月4日-9日)

の際に，日Jj紙記載(資料1)の4つ

の合同シンポジウムを行うことはす

でに前回の本委員会で決定したとこ

ろであるが，その詳細について日本

側の各世話人より報告があった。

尚，未定の点および招待状の未着

のものなどについては，委員長より

再度ASN側に確認を取ることとし

Tこ。



また， ASN側より第21回 ASN

Annual Meeting に関する書類

CAbstract および Registration

Formを含む)500部が学会事務局

に到着しているので 9月28日の評

議員会・総会出席者に配布すると共

に，評議員全員に郵送することとし

fこ。

上記のシンポジウム以外に， JSN 

のメンバーで登録者には一般演題発

表が認められるので，積極的な参加

を要請することとした。

(2) ISN Councilの千ヰ

1989年度選出の ISN Council 

Memberの中には， JSNからメン

バーを入れることが出来なかった。

従って日本側の意向を ISNに反映

し難い情勢であるので，次回の選挙

までに JSN側の候補者を決定し，

本委員会を窓口として，次回には選

出されるよう積極的に諸外国のメン

イーに働きかけて行くこととした。

尚，この目的を達成するためには，

日本からの ISNMemberの増加を

はかることも重要で、あるので，高坂

委員の方でその具体策を考えて頂く

ことに決定した。

(3) アジア諸国の神経化学者との交流

について

ASNおよびESNが，近隣諸国の

研究者との交流あるいは学会参加を

積極的に進めていることを考慮し，

JSNがアジア太平洋地域の神経化

学者との交流を進める時期に来てい

るとの理事会の合意を受けて，その

具体策について討議した。

この方策については種々のものが

考えられ，また財政的支援を要する

可能性など多くの問題点が考えられ

るが，取りあえず個人的なベースで

アジア・太平洋地域の神経化学者に

そのような要望や機運があるかどう
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かを調査することとした。

Asian/Panpacific Neurochemi-

cal Society C仮称)の設立あるい

はその前段階としての活動に興味が

あるかどうかを問うこととし，個人

的に問合せて頂ける個人または団体

名などを植村委員に届けて頂くよう，

依頼することとした。また，問合せ

の内容あるいは設立の趣旨などに関

する発送文の原案は，栗山委員長お

よび柿本理事長の下で作成し，次回

の委員会で決定することとした。

以上



<資料 1>
21 st Annual Meeting of The 

[ 

AMERICAN SOCIETY FOR NEUROCHEMISTRY 
WITH THE JAPANESE SOCIETY FOR NEUROCHEMISTRY 

Phoenix， Arizona • March 4・9，1990 

JOINT JAPANESE-AMERICAN SYMPOSIA 
Transmembrane Signaling in the Brain .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . Yasuyuki Nomura and Ronald Lukas 

(Ralph Bradshaw， Consultant) 
Neurochemistry of Psychotropic Drugs 
and Psychiatric Disease ..................................... Michio Toru and Joseph Coyle 
Glycoconjugates in the Nervous System . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. Keiichi Uyemura and Robert Ledeen 
Structure and Function of Neurotransmitter Receptors ........ Tomohiro Matsuda and Richard Olsen 

SYMPOSIA 
Ischemia and NMDA Receptors ........................................... Claude Wasterlain 
Oligodendroglial Growth Factors . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . Jean Merrill 
Diabetic Neuropathy . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . Joseph Eichberg 
Protein and Peptide Neurotoxins ............................... Allan Bieber and Joseph Harris 
Myelin . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. Wendy Macklin (Memorial for Marian Kies) 
Oxidative Injury . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. Anthony Verity 
Trophic Regulation of Neuron Survival . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. Stephen Pfeiffer 
M icrovessels and Endothelial Cells . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . " Nancy Sternberger 

MINISYMPOSIA 
Prostaglandin Metabolites as Second Messengers . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . Nicolas Bazan 
The Role of Transferrin in Neural Cell Differentiation . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . Jean deVellis 
Regulation of Muscarinic Receptors. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. Stephen Fisher 
GABA and Diazebenzopine Receptors .......................................... Angel deBlas 
Transplantation of Neural Tissue . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . Lawrence Eng and Paul Reier 
Golgi Function in Neural Cells ............................................ Nicholas Gonatas 

WORKSHOPS 
Vesicle Packaging . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . Tetsufumi Ueda 
Calcium Imaging . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. James Goldman and Kenneth McCarthy 
Regulation of Myelin Basic Protein Gene Expression ....................... Anthony Campagnoni 
Imaging of Dynamic Events in the Nervous System ................................ Scott Brady 
The Glucose Transporter in the Brain. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

For further information， contact 

Dr. Marion E. Smith， Program Chair 
VA Medical Center 
Dept. 01 Neurology (127A) 
3801 Miranda Ave.， Palo Alto， CA 94304 
Tel (415) 493-5000 Ext. 5569 
Fax (415) 493・5000Ext. 4700 
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Dr. Joseph Harris， Local Host Chair 
Arizona State University Chemistry Dept 
Tempe， AZ 85287-1604 
Tel (602) 965-3891 
Fax (602) 965-2012 



(2) 研究助成金等候補者選考委員会

植村委員長より，平成元年度日産学術

研究助成候補者の一般研究 (B) に嶋津

孝氏色奨励研究に五十嵐道弘氏と佐野

輝氏の 2件を推薦した旨，報告があった。

また，ブレインサイエンス研究助成候

補者については，現在学会内で公募中

(11月10日締切)の旨，報告があった。

(3) 科研費調査委員会

佐武委員長より， I神経化学」細目新

設申請の件につき，過去の文部省および

学術会議との交渉経過の説明があり，今

後の交渉方法について討議がなされた。

詳細については委員会を開催し，方針を

決定することとした。

日本神経化学会科研費調査委員会報告書

科研費調査委員会委員長

佐武明

。平成元年度第1回委員会

期日:平成元年9月28日(木)

場所:札幌パークホテル

出席者:佐武明，笠井久隆，加藤武，

熊倉鴻之助，高坂新一，小宮義埠，

森昭胤

特別参加:柿本泰男理事長

議事要旨:

1.理事会 (9月26日開催)の討議に基

づき，科研費調査委員会の活動を再開

することとなった。

2.調査活動として，文部省資料のコン

ビューター調査とアンケート調査が考

えられた。

3. コンビューター調査の可能性につい

て調べることとした。

4.上記3の可能性如何にかかわらず，

アンケート調査を行うこととし，その

方法について今後早急に討議，実行す

ることとしfこ。

。平成元年度第2回委員会

期日.平成元年10月3日(火)

nυ 
唱

a
A

場所:ホテル・イタリア軒(新潟市)

出席者:佐武明，加藤武，熊倉鴻之助，

高坂新一，小宮義E章

議事要旨:

1.前回委員会 (9月28日開催)の討議

に基づき，アンケート文面を作成した。

2.次回事務局報に同封発送する案が出

された。

6.補充理事選任の件

前回理事会で選出された補充理事3名に

つき，前例に従い文書で評議員に諾否を問

い合わせたところ，評議員数159名の内

138名の評議員より承諾の返事があり，承

認された旨，報告があった。

7.評議員選任の件

下記の4名の候補者につき審査し，了承

された。今回の評議員会・総会に提出し，

承認を得ることとした。

斉藤 目之(北海道大学・獣医・家畜生

化学)

仙波りつ子(愛知県心身障害者コロニー

発達研・周生期)

竹下正純(大分医科大学・生化学)

古川 昭栄(国立精神神経センター神経

研・免疫)

また，今回の総会で任期満了になる現評

議員159名についても審査が行れ，全員が

承認され，評議員会・総会にはかることと

した。(別項評議員名簿参照)

尚，今回の審査では，高齢 (70歳以上)

の評議員候補者についての討議がなされ，

次回理事会までに評議員内規を作成するこ

ととした。

8. JSN理事選出ならびにJSNの国際的位
置づけについて

塚田前理事長より提案のあった上記の件

について討議がなされ，具体的な方針につ

いては 9月27日開催の国際対応委員会で

審議することとした。(5 (1)国際対応委員

会報告書参照)

9.次期学会開催について

瀬川富朗次期世話人代表より，下記の日



程・場所が報告された。

第33回日本神経化学会

会期:平成2年10月24日(水)

25日(木)

26日(金)

会場:広島厚生年金会館

尚，第34回以降の開催については，東京，

大阪(京都)が候補地として挙げられた。

唱
E
・‘
唱
E
A



評議員会・総会議事録

日時:平成元年9月28日(木)

13・00-14:00 

場所:札幌パークホテル

柿本新理事長の挨拶があり，塚田前理事

長の永年の功労に対して謝平が述べられた。

議事:

1.庶務報告

高坂庶務担当理事より，庶務報告が行

われた。

2. プログラム編成報告

野村世話人代表より，プログラム編成

経過が報告された。

3.各種委員会報告

(1) 国際対応委員会

栗山委員長より報告があった。

(2) 科研費調査委員会

佐武委員長より報告があった。

(3) 研究助成金等候補者選考委員会

植村委員長より報告があった。

4.平成元年度理事改選結果報告

平成元年2月に開票された理事改選結

果について，石川紘一選挙管理委員長よ

り報告があった。

5.昭和63年度決算報告・平成2年度予算

案について

野口会計担当理事より，昭和63年度決

算書・平成2年度予算案が示され，了承

された。

6.監事・評議員選任の件

監事:下記2名の候補者が示され，了

承された。

塚田裕三(慶臆義塾大学名誉教

授)

大月三郎(岡山大学医学部神経

精神医学)

評議員:第2回理事会で承認された 4名

と，本総会にて任期満了になる

評議員159名の合わせて163名

が示され，了承された。 (144-

145頁評議員名簿参照)
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7.次期学会世話人および開催地の件

瀬川富朗次期世話人代表より，下記の

期日・場所が示された。

第33回日本神経化学会

(世話人代表:広島大学医学部総合薬

学科瀬川富朗教授)

会期:平成2年10月24日(水)，

25日(木)， 26日(金)

会場:広島厚生年金会館

〔注〕報告内容については，理事会

議事録参照のこと。



昭和63年度決算報告
(昭和63年 1 月 1 日 ~12月 31 日)

収入の部

勘定科 日 昭和63年度予算額 昭和63年度決算額 備 考

一般会費 9，100，000 10，027，650 
賛助会費 1， 000， 000 1， 080， 000 11団体
団体会費 77，000 105，000 15団体
大会論文集売上代 400，000 390，000 
雑 収 入 700，000 1， 439，717 *英文抄録掲載料含む

5十 11，277，000 13，042，367 

前年度繰越金 14，785，216 15，872，401 

i仁L3 計 26，062，216 28， 914， 768 

支出の部

勘定科 日 昭和63年度予算額 昭和63年度決算額 備 考

プログラム編集費 300，000 300， 000 大会事務局分
プログラム印刷費 300，000 483，000 
プログラム発送費 200，000 357，000 
大会論文集印刷費 2，200，000 2，223，000 
大会論文集発送費 150，000 239， 040 
事務局報印刷費 600，000 616，200 
事務局報発送費 100，000 109，400 
通信連絡費 200，000 601， 125 漬題募集，会費請求等
iZ〉三h三 議 費 1，000，000 512，440 旅費，室料等
アルバイト費 600，000 401， 310 
EP 席リ 費 O 394，870 原稿用紙，総会関係
事務用品費 O 58，270 
雑 費 。 839， 750 **英文抄録校閲料含む
委 託 費 4，500，000 3，976，399 学会事務センター委託費
予 備 費 800，000 O 

計 10，950，000 11，111，804 

次年度繰越金 15，112，216 17，802，964 定期預金 1，500万他

i仁k3 百十 26，062，216 28，914，768 

*雑収入・英文抄録掲載料(第31回大会分)……2，000円x205件ニ410，000円
料雑費・英文抄録校閲料(第31回大会分)……3，000円x205件=615，000円
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平成2年度予算案

(平成2年 1月1日-12月31日)

収入の部

勘定科 目 平成元年度予算額 平成2年度予算案 備 考

一般会費 9，856，000 10，780，000 1750名X7000円xO.88

賛助会費 1，000，000 870，000 
団体会費 100，000 100，000 
大会論文集売上代 400，000 400，000 
雑 収 入 700，000 800，000 英文抄録代含む

計 12，056，000 12，950，000 

前年度繰越金 17，728，694 19，324，130 

i仁k1 計 29，784，694 32， 274， 130 

支出の部

勘定科 目 平成元年度予算額 平成2年度予算案 備 考

プログラム編集費 300，000 300，000 大会事務局分
プログラム印刷費 500，000 600，000 
プログラム発送費 400，000 600，000 
大会論文集印刷費 2，300，000 2，500，000 
大会論文集発送費 250，000 300，000 
事務局報印刷費 600，000 600，000 
事務局報発送費 100，000 100，000 

通信連絡費 700，000 800，000 漬題募集，会費請求等
~ 、 議 費 1， 000， 000 1， 000， 000 旅費，室料等
アルバイト費 100，000 100，000 

印 刷 費 400，000 400，000 

事務用品費 50，000 50，000 

雑 費 100，000 500，000 英文校閲費含む

委 託 費 4，000，000 4，200，000 学会事務センタ一委託費

予 備 費 800，000 800，000 

計 11，600，000 12，850，000 

次年度繰越金 18，184，694 19，424，130 

i仁L1 計 29，784，694 32，274，130 
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第32回 日本神経化学会
プログラム

〔世話人代表) 山下 格(北海道大学医学部精神医学教室)

野村靖幸(北海道大学薬学部薬効学教室)

〔日 時〕 平成元年9月27日嗣， 28日(木:)， 29日幽

〔会 場〕 札幌ノfークホテル:干064札幌市中央区南10条西3丁目

(電話:011-511-3131) 

特別講演会場 3階 ノfークホールC

A JzE工h 場:3階 エメラルドA

B ィヱ与ヱ 場:3階エメラルドB

C JZE工h 場 1階光 華(9月27日， 28日)
3階ノfークホールC (9月29日)

P 1 会 場:3階高 砂

P2 会 場:3階蓬 莱

P3 会 場:3階福 寿

(特尉豊塑J
日 時:平成元年9月27日制午後 3時---...6時
場 所:札幌パークホテルパークホールC

〔神経情報伝達一分子機構と活性物質〕

1.沼 正作(京都大学医学部医化学・分子遺伝学教室〉

「神経伝達物質受容体およびイオンチャンネルの構造と機能」

司会:山下 格(北海道大学医学部精神医学教室〉

2.宇井 理生(東京大学薬学部生理化学教室)

「情報伝達系における GTP結合蛋白質の役割」
司会:野村靖幸(北海道大学薬学部薬効学教室)

3.大村裕(富山医科薬科大学和漢薬研究所高次神経機能制御部門)

「摂食を制御する神経化学因子J
司会:藤沢 仁(旭川医科大学第一生化学教室〕
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重J議
時:平成元年 g 月 28 日制午後 5 時 15 分~6 時 15 分
所.札幌パークホテル エメラルド (A/B)

待招

日
場

〔神経化学関連分野の研究の進歩〕

1. C. R. Creveling (N ational Institute of Health， USA) 

"Biological effects of fluorine substitution on the aromatic ring of adrenergic agonists" 

司会:斎藤秀哉(北海道大学医学部第一薬理学教室)

2.小津瀞司(群馬大学医学部生理学教室)

「培養海馬神経細胞のグ‘ルタミン酸受容体チャネルの電気生理学的研究」

司会:栗原 堅三(北海道大学薬学部薬剤学教室〉

グループ安全芳子克戸....."j....71.~.五夜3
1 .精神疾患への神経化学的アプローチ

幹事:融道男(信州大・医〉

精神疾患に対する神経化学的アプローチーCriticalreview-内村 英幸(国立肥前療養所〉

うつ病への神経化学的アプローチ 三国雅彦(国立精神神経センター)

分裂病への神経化学的アプローチ 金野滋(東京医歯大・医)

てんかんへの神経化学的アプローチ 秋山一文(岡山大・医〉

総括討議 山脇成人(国立呉病院〉

斉藤洋(東大・薬〉

野村正彦(藤田学園保衛大・医)

政臣，永岡 明伸(武田薬品・中央研)

栗山欣弥(京都府立医大)

小暮久也(東北大・脳研〉

佐藤公道(京大・薬)

2.抗痴呆薬の神経化学

幹事:栗山欣弥(京都府立医大〉

小暮久也(東北大・脳研)

抗痴呆薬の探索，動物モデルと培養神経系細胞

痴呆動物モテゃルの行動科学的検索法

痴呆の動物モテ事ル 宮本

神経伝達物質の動態からみた脳虚血及び抗痴呆薬

神経情報変換系からみた脳虚血及び抗痴呆薬

抗痴呆薬と C-kinase

高野行夫(福岡大・薬)

小川紀雄(岡山大・医)

横沢英良(北大・薬〉

加齢等の影響一

樋口

音川

ニューロペプチド研究の新展開

幹事:瀬川 富朗(広大・医)

タキキニンペプチド受容体サブタイプと生理機能

神経ペプチドのレセブター

ニューロペプチドの分解に関与する脳内プロテアーゼ

ニューロベプタイド Yの遺伝子発現の調節 神経活動，

3 • 

宗史(阪大・医〕

和明(都精神研〕セカンドメッセンジャー系によるエンケファリン遺伝子発現の調節
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4.プロテインキナーゼC

幹事:田中千賀子(神戸大・医〉

線虫丸ごと遺伝学:発生と行動

プロテインキナーゼC-DNAの発現と機能
三輪錠司(日本電気・基礎研〕

秋田朗子(都臨床研)

エンザ、イムイムノアッセイによるプロテインキナーゼCサブタイプの定量

萩原正敏(名古屋大・医〕

プロテインキナーゼCサブタイプのニューロン内局在 斉藤尚亮(神戸大・医〕

N onsteroidal antitumor drugs as protein kinase C inhibitor 
Eric Bignon (神戸大・医)

5 .神経栄養因子と神経移植

幹事・高坂新一(国立精神神経センター〉

細胞の分化・増殖とプロテアーゼ系

免疫調節細胞としてのミクログリア

神経移植による機能回復機序の問題点

川島誠一(都老人研)

錫村 明生(藤田学園保衛大・医〉

内田 耕一(国立精神神経センター〉

6 .イオンチャンネルの制御機構

幹事:東田 陽博(金沢大・医〕

GABA受容体:受容体内クロライドイオンチャンネルの制御機構
栗山欣弥(京都府立医大)

Ca2+チャンネル:膜電位依存性イオンチャンネル。モジュレーションを受ける構造

高橋正身(三菱化成生命研〉

GTP結合タンパク質.イオンチャンネルを直接制御するGタンパク
額田敏秀(東大・脳研〉

K+チャンネル セカンドメッセンジャーによるイオンチャンネルの制御機構

東田 陽博(金沢大・医〉

円

i



第 1日 9月27日制

口 2寅

eA会場

9 : 00~12 : 00 (代謝，酵素)

1. 精神分裂病者の，治療前，治療後の脳糖代謝，脳血流量，脳酸素消費量

…藤田春洋，高津修，岸本英爾，石川尚志，松下正明，飯尾正明*

(横浜市大・医・精神医学，国立療養所・中野病院り

2 . 2 -deoxyglucose (DG)と2-deoxyglucose-6 -P (DG 6 P)の酵素的定量法を用いる，ラッ
ト徴小中枢神経領野のクゃルコース利用率測定法

…赤林朗，加藤尚彦

(東大・医・脳研生化)

3. 末梢組織の糖利用に及ぼす視床下部の調節作用

…首藤誠，高橋章，箕越靖彦，嶋津孝

(愛媛大・医・生化第一)

4. E 1マウスのけいれん発作に対する食餌中亜鉛量の影響

…深堀元文，伊藤正敏，竹下英康，川寄弘詔，橋本喜次郎，黒木俊秀

(九大・医・神経精神)

5. 培養アストロサイト及びC6グリオーマ細胞におけるアラキドン酸代謝

…石崎泰樹，森田育男，室田誠逸

(東京医歯大・歯・顎研機能〉

6. E-64 Cチオールプロテアーゼ阻害剤〉のラット脳初代培養細胞の代謝に及ぼす影響
…・…・松井和隆し*衛藤義勝ヘ白津信行**石川博ぺ下僚貞友***

(慈恵医大・小児科ヘ解剖ぺ第二内科*叫〉

7. Lースレオならび、にエリスローDOPS投与後の脳内モノアミンおよびその代謝産物の含量の変

化について

・H ・H ・....原田博之，辻元宏，多賀千明，能登直，中嶋照夫

(京都府医大・精神医学)

8 . Vasoactive Intestinal Polypeptide CVIP)およびHeloderminCHDM)の分解酵素に関す

る研究

…蜂須貢，平沼豊一，谷寿恵，加藤由美子，飯塚多美恵

(MDリサーチ側)

9. 高K+mediumによる脳切片内glutaminesynthetase活性上昇の因子について

12 ・ 00~13 : 15一一昼食一一

13 ・ 15~14 : 55 (免疫)

...・H ・-金松知幸，平野修助

(東邦大・医・第二生理)

10. アストロサイトにおける GM-CFSの産生

…大野和茂，津田誠，錫村明生ヘ丸野内様

(藤田学園保健衛生大・総合医科研・応用細胞，医・神経内科*)

11. Astrocyte由来interleukin3 CIL-3 )はmicrogliacell にMHCc1ass II CIa) antigenを

誘導する

…今村一博，錫村明生ぺ大野和茂*ヘ丸野内様村，高橋昭
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(名大・医・神経内科，藤田学園保健衛生大・医・神経内科ヘ総合医科研・応用細胞叫)

12. アルツハイマー病末梢リンパ球の抗グリア線維酸性タンパク質抗体産生能の検討
…・・中村和子，武田雅俊，多田園利，播口之朗，西村健

(阪大・医・精神神経〕

13. Colony Stimulating Factorによる培養ミクログリアの機能および増殖の調節
'"・H ・..錫村明生，津田誠ヘ大野和茂ぺ丸野内様ヘ山本績子

(藤田学園保健衛生大・医・神経内科，応用細胞り

14. 塩基性線維芽細胞成長因子に対する抗体作製とその免疫組織化学

……遠山育夫，原靖ヘ半田譲二ぺ安原治**秋口一郎村，木村宏

(滋賀医大・分子神経研，脳外科ヘ京大・医・神経内科**)

15: 00-18 : 00-特別講演 (3階パークホールC)
18 : 30-21 : 00 グループディナーカンファレンス一一.s会場
9 : 00-12 : 00 (受容体・情報伝達系，情報変換系)

15. N-( 1-[ 2 -thienyl)cyclohexyO[3H]piperidine結合部位のラット脳における発達
…・・篠原一之，西川徹，高橋清久，石井澄和*

(国立精神神経センター・神経研，武蔵病院り

16. 抗うつ薬慢性投与後のラット大脳皮質β受容体数の変化:浸透圧ポンプ投与と皮下投与の差

異

…窪田博，朝倉幹雄，塚本徹，今福淳，小川百合子，長谷川和夫

(聖マリアンナ医大・神経精神〕

17. Immobilization stressによる脳内 adenylatecyclase活性の変化

…・高嶋修太郎，後藤文男，石原直毅ぺ田中耕太郎**五味慎太郎，美原盤

(慶大・医・神経内科，美原記念病院内科ヘ水戸日赤病院内科**)

18. PC 12細胞における NGFおよびグルタミン酸受容体応答と c-fos誘導
…黒住公一，村山俊彦，野村靖幸

(北大・薬・薬効〕

19. ヒスタミンHz受容体を介する情報伝達系におけるリン脂質Nーメチル化反応の関与 脳と心

房の相同性について

…小津光一郎，瀬川富朗

(広島大・医・薬効解析〕

20. D，. Dzドーパミンレセプターを介したラット脳線条体内アセチルコリン放出量の調節
…………・・安島綾子，加藤武ぺ山口 時男**

(東工大・生命化・細胞生理，横浜市大・分子認識ぺ山之内側・中研**)

21. P400/ イノシトール1， 4. 5三リン酸受容体の精製と性質

…前田信明，新延道夫，御子柴克彦

(阪大・蛋白研・機能制御〕

22. 神経終末形質膜に存在する IP3感受性カルシウムチャンネルについて
…植田弘師，田村滋規，佐藤公道

(京大・薬・薬理〉

23. IP3給合能を持つ P400蛋白質の機能と存在様式
……宮脇敦史L，古市貞ーへ吉川真悟L，御子柴克彦し

(基生研・行動制御阪大・蛋白研・機能制御村)

円
吋
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12 : 00-13 : 15一一←昼食一一一

13 : 15-14 : 55 (G T P結合蛋白質)

24. ラット大脳皮質における GTP結合タン'パク質GoとGizの細胞内分布

…浅野富子，加藤兼房

(愛知コロニー研・生化〕

25. 精神分裂病死後脳のGTP結合蛋白質 (Gi，Go) 

…...・H ・H ・H ・-一岡田文彦，徳光幸子ぺ T.]. Crow**， G. W. Roberts村

〔北大・保管センター，薬・薬効* Psychiatry， Clin. Res. Centre， UK**) 

26. 炭酸リチウム投与そう欝病患者の血小板における百日咳毒素による阻害性GTP結合蛋白の

ADP-ribosylationの変化について

…森田仁ヘ渡辺康裕，今泉太郎，武田雅俊播口之朗*西村健ヘ吉田博

(阪大・医・第一薬理，精神神経*)

27. ラット海馬膜標品における 5-HT受容体を介する adenylatecyc1ase活性の抑制に関する検

討

…小田垣雄二，小山司，松原繁広，大森哲郎，中山誠，松原良次，井上猛，

久住一郎，村木彰，山下格 (北大・医・精神医学〉

28. ras p 21類似GTP結合蛋白質smgp25Aの新しい調節蛋白質の精製と性状

……荒木伸，菊地章，佐々木卓也，畑裕，磯村光男，勝二郁夫，黒田真也，

高井義美 (神戸大・医・第一生化)

15 : 00~18 : 00-特別講演(3階パークホールC)一一

18 : 30-21 : 00-グループディナーカンファレンス←一一.c会場
9 : 00-12 : 00 (ニューロンの分化・発育 1，11) 

29. アストロサイトの産生するニューロン突起伸展因子について

…森俊夫，飯島昇，北畠克顕，高坂新一*

(アサヒピーノレ・中央研，国立精神神経センター・神経研*)

30. コリン作動性神経分化に関与する細胞内因子

…水野憲一，栗原堅三

(北大・薬・薬剤〉

31. 安定型アスコルビン酸 (L-アスコルビン酸-2 リン酸エステルナトリウム塩〉の初代培養神

経細胞に対する作用

....・ H ・..…...・ H ・榊原真人，河瀬恵信，高坂新一牟

(昭和電工・生化研，国立精神神経センター・神経研*)

32. ラット中枢ニューロンの高酸素気相下における培養

...・H ・-畠中寛，津久井弘子，西尾チカ

(阪大・蛋白研・蛋白生合成)

33. 生後ラット脳幹カテコールアミンニューロンの初代培養と IL-6によるその生存維持作用

…・・漬登希子，宮本真美，武井延之ヘ野口 かおり，九島洋一件，畠中寛村

(三菱化成生命研・脳神経，国立精神神経センターペ阪大・蛋白研*勺

34. ラット胎児脳シナプトソーム画分の 50Kタンパク

.，.・H ・竹田稔，碓井由美子，門福強樹，菅谷慶三，藤森基次，門帯声，

中村泰治ぺ佐藤永雄 (昭和大・医・第二生化，薬・生物化学*)
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35. 甲状腺ホルモンによる幼生オタマジャクシ知覚神経節内タンパク代謝の調節とストレスタン

パクの誘導

・H ・H ・.....・H ・-安藤正人， S. Maines*， R. Hammerschlag* 

(藤田学園保健衛生大・医・生理， City of Hope • Beckman研・神経科学り
36. 分化成熟にともなうラット小脳タンパク質の変動解析と同定

…田岡万悟，犠辺俊明，奥山典生，山国徹*

(都立大・理・化学，三菱化成生命研*)

37. ニューロン生存抑制因子の部分精製
…一内田洋子，朝長正徳

(都老人研・臨床病理，東大・脳研・病理)

12 : 00-13 : 15一一昼食一一

13 : 15-14 : 55 (ミエリン)

38. Krabbe病の脱髄の病因に関する研究:マウス Krabbe病 (twitcher)の培養オリゴデンドロ

サイト及びシュワン細胞を用いた検討

…・…・井田博幸，衛藤義勝

(慈恵医大・小児科)

39. Myelin deficient (mld)変異における MBP遺伝子再構成機構の解析

……ー岡野栄之，有賀純，中川敏幸，御子柴克彦

〔阪大・蛋白研・機能制御〕

40. Myelin-associated glycoprotein (MAG) mRNAの脱髄および再生モデルにおける発現

....・H ・藤田信也，佐藤修三，栗原正，石黒英明，桑野良三ぺ崎村建司，

高橋康夫ヘ宮武正 (新潟大・脳研・神経内科，神経薬理*)

41. 妊娠ラットのアルコール摂取が仔ラット脳に及ぼす影響 その生化学的研究 (II)2'， 3'環

状ヌクレオチド 3'フォスフォジェステラーゼの mRNAについて

…....・H ・....…小嶋久子，北島理恵，栗原正ぺ中村和生，高橋康夫ぺ玉井洋一

(北里大・医・生化，新潟大・脳研・神経薬理勺

42. マウス 2'，3'一環状ヌクレオチドシーフォスフォジエステラーゼの cDNA及び遺伝子クロー

ニング

…・・栗原正，桃生勝己ヘ高橋康夫

(新潟大・脳研・神経薬理，秋田大・医・耳鼻咽喉*)

15: 00-18 : 00-一一特別講演 (3階パークホールC)

18: 30-21・00 グループディナーカンファレンス一一一

唱
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第 2日 9月28日(木)

口 7寅

eA会場

9 : OO~ 11 : 00 (ペプチド・ホルモン)

43. GH欠損と甲状腺ホルモン欠損のミエリン低形成発現機序の相違

…野口鉄也，森沢啓一郎杉崎哲朗，金松知幸，青木継稔*

(東邦大・医・第二生理，第二小児科り

44. 脳における lnsulin-likeGrowth Factor 1の解析

………山口文徳ヘ板野俊文，中村光夫ヘ溝淵雅之**松井秀樹，徳田雅明，

江藤誠司，大本莞史*ヘ細川清ヘ畠瀬修

(香川医大・第一生理，精神神経脳外科**)

45. マウス脳GPDH活性に及ぼすホルモンの効果

…………杉崎哲朗，野口鉄也

(東邦大・医・第二生理〉

46. Preprotachykinin B遺伝子由来のペプチド:neurokinin Bの局在と中枢性昇圧作用

…一高野行夫，永島亮，萩尾哲也，立石カヨ子ぺ松岡雄治ぺ浜岡利之ぺ

神谷大雄

〔福岡大・薬・薬理，医・生化学阪大・医・バイオメディカルセンタ一件〕

47. 視床下部の NPYと勝内分泌調節ならびにその異常との関連性

…阿部充志，斉藤昌之ヘ嶋津孝

(愛媛大・医・生化第一，現北大・獣医・生化り

48. 精神分裂病死後脳前頭前野のオピオイド受容体について

…渋谷治男，森博史，高橋良，融道男ぺ西川徹**

(東京医歯大・医・神経精神，信州大・医・精神国立精神神経センター**)

12 : 00~13 : 00-昼食

13 : 00~14 : 00-評議員会・総会(3階A会場)

〔議題〕

1.庶 務 報 告 2. 
3.各種委員会報告 4. 
5.昭和 63年度決算の件 6. 
7.監事，評議員選任の件 8. 

9. そ の 他

15 : OO~ 16 : 40 (遺伝子)

プログラム編成

平成元年度理事改選結果報告

平成 2年度予算案の件

次期学会世話人及び開催地の件

49. 脳に特異的に存在する超らせんDNA結合タンパク質

…...・H ・.....・H ・...筒井公子，岡田尚志郎，筒井研ヘ圧盛敏廉，関周司*

(岡山大・医・脳研病態生化，癌研生化*)

50. PC 12 h-AG 8細胞を用いた 68kDニューロフィラメント遺伝子の発現調節機構の解析

…中平健祐，高山千利，和田健太郎，池中一裕，津久井弘子ヘ畠中寛ヘ

御子柴克彦

(阪大・蛋白研・機能制御，生合成勺
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51. Neuron Specific Enolase遺伝子の転写制御領域の検討

………崎村建司，櫛谷悦子，小倉明彦ヘ工藤佳久ヘ高橋康夫

(新潟大・脳研・神経薬理，三菱化成生命研*)

52. 網膜錐体細胞に特異的に発現しているカルシウム結合蛋白質VisininのcDNAクローニング

とその光による誘導

・・山形要人，後藤薫へ郭哲輝，近藤尚武へ三木直正

(金沢大・がん研・薬理，医・第一解剖勺

53. ヒト S100蛋白 βサフ。ユニットの cDNAクローニング

……森井研ぺ桑野良三，高橋康夫

(新潟大・脳研・神経薬理，脳外科*)

17 : 15-18: 15一一招待講演(3階A/8会場)
18 : 30-20 : 30 総合パーティー(懇親会 3階パークホールC)一一

.8会場
9 : 00-11 : 00 (グルタミン酸受容体)

54. NMDAレセプター複合体の可溶化
…荻田喜代一，鈴木竹雄，米田幸雄

(摂南大・薬・薬理〉

55. NMDAレセプター複合体におけるポリアミンの役割

…米田幸雄，荻田喜代一

(摂南大・薬・薬理〉

56. ニューロンのグルタミン酸刺激によって引き起こされるジギタリス高感受性型Naポンプ活

性の上昇

…・・井上順雄，松井英男

(杏林大・医・生化)

57. Methamphetamine， Phencyclidine慢性投与後のラット脳内神経伝達物質の変化
….....・H ・......小林利雄，清水浩光ぺ小片寛，融道男，鍋島俊隆ベ古川宏村*

(信州大・医・精神医学，北信総合病院ヘ名城大・薬・薬品作用**薬化学川本)

58. 神経団路形成の分子機構:培養大脳皮質ニューロン間シナプス形成によるinvitro神経団路
網形成とプロテイン・キナーゼ・インヒビター (K252 b)による阻害

……黒田洋一郎，村本和也，小林和夫ぺ中西哲ヘ松田譲*

(都神経研・神経生化，協和発酵・東京研り

59. 脳虚血時スナネズミ海馬領域の細胞外グルタミン酸濃度の解析一脳内微小透析法及び酵素的

サイクリング法を用いた徴量定量

……・・伊賀耕三ヘ三谷章，井門等村，久保博彦*村，片岡喜由

(愛媛大・医・第一生理，整形外科*麻酔科叫，第一外科吋*)

12 : 00-13 : 00 昼食一一
13 : 00-14 : 00-.評議員会・総会(3階A会場)一一

15 : 00-16 : 40 (アミン受容体)

60. 線条体背側部の D1receptor刺激によるラットの apomorphine誘発顎運動の促進
…越川憲明，小林雅文， ]. D. Stephenson* 

-23 -



(日大・歯・薬理， ロンドン大・精神研・薬理*)

61. ピリドキサールリン酸と GABAの受容体
…栗岡晋，石岡憲昭，宇田川慶子，松田誠*

(慈恵医大・医科研・生化学，医化学*)

62. 5 -HT刺激によるウサギ血小板内Ca2+濃度上昇の測定法
・……・…杉原順二，山脇成人ヘ加藤匡宏ぺ更井啓介

(広島大・医・神経精神，国立呉病院・臨床研*)

63. 5 -HT2受容体を介したヒト血小板内Ca2+濃度上昇の検討(繰うつ病患者群と正常群との比

較〕

・・山脇成人，杉原順二ぺ加藤匡宏，清水雅美，慈幸由起

〔国立呉病院・臨床研，広島大・医・神経精神勺

64. ラット海馬におけるセロトニン 1c受容体の薬理生化学的検討
…………黒田安計，三国雅彦，久住-*~*，山本秀子，加賀谷有行，高橋清久

〔国立精神神経センター・神経研，北大・医・精神医学*)

17 : 15~18 : 15一一招待講演(3階A/8会場)
18 : 30~20 : 30 総合パーティ(懇親会 3階パークホールC).c会場
9 : 00~11 ・ 00 (成長因子)

65. 神経突起伸展因子 (DOF)と結合するニワトリ匪網膜の膜蛋白質 (82kDa蛋白質〉について
…谷浦秀夫，林要喜知，三木直正

(金沢大・がん研・薬理〉

66. 神経成長因子による AキナーゼおよびCキナーゼ非依存性リボソーム S6タンパグ質リン酸
化増加作用

…橋本誠一，萩野顕彦*

(奥羽大・歯・生化，生物り

67. PC12D細胞の神経突起伸張と MAP巴燐酸化酵素
…・北島哲子，佐野護

(愛知コロニー研・形態)

68. 脳可溶性コンドロイチン硫酸プロテオグリカンによる PC12D細胞の神経様突起形成抑制
…大平敦彦，松井ふみ子，仙波 りつ子*

(愛知コロニー研・発生，周生期*)

69. ラット神経細胞における突起形成とガングリオシドとの関連

…小木曾学，大田昌子，原田寧，平野修助

〔東邦大・医・第二生理〕

70. 細胞接着因子L，のモノクローナル抗体による機能解析

12 ・ 00~13: 00-昼食

…阿相暗晃， Schachner*， M，植村慶一
(慶大・医・生理，ハイデルベルグ大・神経生物*)

13 : OO~14 : 00-評議員会・総会 (3階A会場)

15 : 00~17 : 00 (脂質)

71. ラットグリア芽細胞アデニル酸シクラーゼに対する α シアロシルコレステロールの抑制作-用
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…伊藤仁一，野路久仁子，堂前純子，加藤泰治田中亮

(名市大・医・第一生化，分子医・生体制御勺

72. Niemann-Pich病マウスモデルにおけるコレステロールエステル化の障害

…-一所敏治，山本敏晴，宮脇茂樹ヘ衛藤義勝

(慈恵医大・小児科， 日本新薬山科・植物研*)

73. 細胞内遊離スフィンゴシンの代謝
……小林卓郎，後藤幾生

(九大・医・脳研・神経内科)

74. スフィンゴ脂質活性化蛋白質及びその前駆体蛋白質のラット脳における存在
...・H ・佐野輝，日根野尚，近藤啓次，水野龍男，上野修一，柿本泰男

(愛媛大・医・神経精神)

75. 異染性白質変性症の lysosulfatideの蓄積
…………一…戸田健一，小林卓郎，後藤幾生

(九大・医・脳研・神経内科〕

76. 光存在下，錫プロトポルフィリンによる生体障害と脳の膜分画における過酸化脂質形成

…慶野宏臣，三村俊二ヘ長江秀利ぺ柏俣重夫

〔愛知コロニー研・周生期，名大・医・小児科 トヨタ記念病院*勺

17 : 15~18 : 15 招待講演 (3階A/B会場)一一

18 : 30~20 ・ 30 総合パーティ(懇親会 3階パークホールC)一一

ポスタ

.Pl会場:神経伝達・情報変換機構
(ポスター展示:9 : 00~17 : 00) 

11 : 00~12 : 00-ポスター討論(奇数番号)
12 : 00~13 ・ 00 昼食一一

13 : 00~14 : 00十一評議員会・総会 (3階A会場)

14 : 00~15 ・ 00 ポスター討論(偶数番号)

17 : 15~18 : 15 招待講演(3階A/B会場)

18 : 30~20 : 30 総合パーティー(懇親会 3階パークホールC)

77. ドーパミン系伝達路におけるカルモジュリンの関与一一脳シナプス膜と CaMとの相互作用

の検討一一

……………...・H ・..……・・夏苅直己，花井洋行ぺ藤田道也村

(浜松医大・精神，生理研・能動輸送ヘ浜松医大・第二生化**)

78. sodium valproateとbac10fenのGABAおよびベンゾジアゼピン受容体に与える影響
………・一本橋伸高，塩江邦彦， {医屋哲彦

(山梨医大・精神神経〕

79. ラット脳セロトニン受容体サブタイプの分類

…一今井伸一，北村佳久，野村靖幸

(北大・薬・薬効)

80. ラット大脳皮質における (3HJprazosinで標識される α1アドレナリン受容体サブタイプ :G

タンパクを介する結合調節および光親和性標識による同定

……足立淳，松井宏晃，西崎純，佐藤厚子，中西純一一，伊野美幸，

F
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小川百合子，長谷川和夫

(聖マリアンナ医大・神経精神)

81. ムスカリン受容体のアゴニスト依存性リン酸化

…芳賀和子，芳賀達也

(東大・医・脳研・生化)

82. マイクロダイアリシス法によるラット大脳皮質における細胞外アセチルコリンの定量

ーコリンエステラーセe阻害剤非存在下における検討

……・小笹貴史，山西嘉晴，小倉博雄，山津清賓

(エーザイ糊・筑波研)

83. 後根切断および後脊髄動脈枝焼灼手術後の脊髄内神経伝達候補物質含量の変動

..，・H ・-藤田公和，戎弘志ヘ小出直ぺ永田豊

(藤田学園保健衛生大・医・生理，福友会医学研り

84. コリン作動性神経節のコリン取り込み及び代謝系に及ぼす神経切断手術の影響

…………・・中島雄三，岩田光良，田丸政男，永田豊

(藤田学園保健衛生大・医・生理)

85. NMDAレセプター複合体の神経化学的性質

……米田幸雄，荻田喜代一，鈴木竹雄，香田知子

(摂南大・薬・薬理)

86. NMDAレセプター複合体に対するグアニンヌクレオチドの影響

…荻田喜代一，米田幸雄

(摂南大・薬・薬理〕

87. Triton X -100処理シナプス膜標品の (3HJTCP結合活性

'"・H ・.，………荻田喜代一，鈴木竹雄，呑田知子，米田幸雄

(摂南大・薬・薬理)

88. (3HJクソレタミン酸結合実験上の方法論的問題点

……………………・・大垣孝雄，荻田喜代一ヘ米田幸雄*

(中央臨床研，撰南大・薬・薬理*)

89. キスカル酸感受性(3HJグルタミン酸結合活性の可溶化
...・H ・..………米田幸雄，荻田喜代一，大垣孝雄*

(摂南大・薬・薬理，中央臨床研勺

90. Xenopus卵母細胞に発現した各種興奮性アミノ酸受容体に対する DIDSの選択的抑制効果

…吉井清哲，高杉あおい，栗原堅三

(北大・薬・薬剤)

91. ラット胃運動調節における 5-HT3受容体の関与

・…・木村永一，宮本篤，大鹿英世

(札幌医大・薬理〉

92. アセチルコリンエステラーゼのトリプシン様プロテアーゼ活性に関する研究

……荒木亘，中村重信，上田園寛ぺ北口暢哉高橋保之*ぺ伊東平隆日

(京大・神経内科，臨床検査へ旭化成・生科学研**)

93. アデニル酸シクラーゼ活性の変化に伴う， GTP結合蛋白質 CGi，Gs)間でのグアニンヌク

レオチドの転移

……八田慎一， Mark M. Rasenickヘ大鹿英世

(札幌医大・薬理，イリノイ大・生物*)

94. Phospholipase Cを活性化するペプチドホルモン及びムスカリン受容体の inositol

phosphate並びにCa2+動員の調節

………竹村晴夫，大鹿英世， Menniti， F. S.ぺ Putney，J. VV.， Jr. * 

(札幌医大・薬理， NIEHS. NIH*) 
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95. In vivoにおけるラット線条体からの dopamineおよびacetylcholineの放出に及ぼす

neurotensinの影響

・・…下山政憲，鬼頭昭三

(広島大・医・第三内科)

96. 抗うつ剤の GTP結合蛋白質 アデニル酸、ンクラーゼ共役機構に対する影響

…・・小津寛樹，斉藤利和， Mark， M. Rasenickヘ高畑直彦

〔札幌医大・神経精神，イリノイ大・生理り

97. 百日咳毒素感受性GTP結合蛋白の質的変動

…今泉太郎，渡辺康裕，川本日出男，三崎尚之，岩倉克臣，阪越信雄，

吉田博

(阪大・医・第一薬理)

98. NG 108~ 15細胞のセロトニン受容体応答・グアニル酸シグラーゼの活性化

…'"・H ・東田道久，野村靖幸

(北大・薬・薬効)

99. ラット脳からのヒスタミンH2受容体の可溶化とその性質について

…温田隆，小津光一郎，瀬川富朗

〔広島大・医・薬効解析)

100. 葵痛制御機構に於ける脳内生理活性アミンの役割について

'"・H ・..…武田弘志L，小口勝司*

(昭和大・医・第一薬理東京医大・薬理**)

101. 培養脳腫湯細胞におけるプロテインキナーゼCアイソザ、イムの発現に関する免疫組織化学的

研究

………………中村博彦，設楽信行，藤堂具紀，高倉公朋

(東大・医・脳外科)

102. 培養クロマフィン細胞のカテコールアミン放出反応に対するヒスタミンの促進作用について

………郷保正，黒沢淳

(塩野義製薬制・研究所〉

103. 抗うつ薬のラット脳内GTP結合部位に及ぼす影響

……山本秀子，加賀谷有行，黒田安計，三国雅彦，高橋清久

(国立精神神経センター・神経研)

104. ヒト血小板におけるセロトニン2 受容体機能ーセロトニンによる脱感作の機序と関連して

…………加賀谷有行，三国雅彦，久住一郎ぺ山本秀子，黒田安計，高橋清久

(国立精神神経センター・神経研，北大・医・精神勺

105. 前頭葉皮質切片から遊離される内在性DopamineおよびNorepinephrine 自己受容体によ

る調節

・H ・H ・..………大森哲郎，小山司，松原繁広，小田垣雄二，松原良次，中山誠，

井上猛，久住一郎，村木彰，山下格

(北大・医・精神)

106. 下オリーブ核変性の小脳アミノ酸伝達物質に対する効果

…石丸浩平，倉橋幸造，松永宗雄ヘ富山誠彦，菱田良平

(弘前大・医・第三内科，脳研臨床神経*)

.P2会場:神経伝達・情報変換機構
(ポスター展示:9 : 00~17 : 00) 

11 : 00~12 : 00 ポスター討論(奇数番号)

12 : 00~13 : 00←ー昼食

円

iつ，“



13 : 00-14 : 00-評議員会・総会 (3階A会場)一一

14: 00-15 : 00-ポスター討論(偶数番号)一一

17: 15-18: 15-招待講演(3階A/8会場)一一
18: 30-20: 30-総合パーティ(懇親会 3階パークホールC)一一

107. ラットグリア芽細胞及びC6細胞の elongationfactor-2様タンパク質のリン酸化に対する

各種タンパク質リン酸化酵素阻害剤の影響

…...・H ・..……・野路久仁子，伊藤仁一，加藤泰治，田中亮

(名市大・医・生化1)

108. 軟体動物アフリカマイマイ CAchatinafulica F.)より得られたD型アミノ酸を含む神経輿

奮性ペプチド achatin-I

・・…釜谷好美，南方宏之，竹内宏ヘ野本亨資

(サントリー・生有研，岐阜大・医・第一生理*)

109. Prostaglandin F2α， vasopressinならびにgalaninのラット脳室内投与による血圧上昇作用
における β受容体サブタイフ。の関与について

…………小野信文，神谷大雄

(福岡大・薬・薬理)

110. Elマウスの発育に伴うメチオニンエンケファリン様免疫活性の変化

...・H ・H ・H ・-小出誠司，大西博，相馬俊子，山上栄，川北幸男

(大阪市大・医・神経精神)

111. 抵抗血管におけるカルシトニン遺伝子関連ペプチドCCGRP)含有血管拡張神経とその神経伝
達における neuropeptideYの役割

…貫周子，)11崎博己，高崎浩一朗

〔宮崎医大・薬理)

112. モルヒネとナロキソンの括抗作用について 薬力学的措抗と薬物動態学的措抗の共存

…今村与志子，九穂泰三，小暮美樹，松本明，芝軒信次，石川紘一

(日大・医・薬理〉

113. 血中コルチコステロンよりみた抗うつ薬慢性投与の 5HT-1 Aレセプターへの効果

……穐吉僚太郎，土山幸之助，小野妙子，山内千代，大庭明子，岡田久美子，

児島克博，佐々木一郎，中村誠，溝部裕子，永山治男

(大分医大・精神神経)

114. 神経活動，脱分極刺激にともなう Neuropeptide Y遺伝子発現の変化

……樋口宗史，岩佐厚，吉田博

(阪大・医・第一薬理，泌尿器*)

115. 膜不透過型阻害剤 CK-252b)を用いた膜局在型タンパクリン酸化機構の解析

…辻崇ー，山下達朗，山本英樹，松田譲ヘ永井克孝

(東大・医・第二生化，協和醸酵・東京研り

116. CaMキナーゼIIの自己燐酸化反応:基質との相互作用

……一安川節子，福永浩司ヘ山本秀幸へ宮川太平，宮本英七*

(熊本大・医・神経精神，第一薬理*)

117. Naチャネルリン酸化部位指向性抗体の作成と性質

...・H ・....中山仁，鹿野博義，吉井清哲ヘ金岡祐一

(北大・薬・薬品合成，薬剤り

118. 鉄誘導てんかん焦点形成に伴うラット線条体モノアミン代謝産物の変動及び付epigallocate-

chinの影響

・H ・H ・..加太英明，横井功，藤山修，森昭胤

(岡山大・医・脳研・機能生化〉
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119. Con A結合性ウシ脳シナプトソーム膜糖タンパク質

…石岡憲昭，名竹洋子，黒須泰行ぺ栗岡晋

(慈恵医大・医科研・生化， 日本分光勺

120. 視床下部パゾプレツシンニューロン神経核(視索上核)におけるサフ守スタンス Pとそのアナ

ログの作用

…森員由美，津島宏美，松田友宏

〔名市大・医・薬理〕

121. NG 108-15細胞によるシナプス形成:イノシトールリン酸依存性Ca2+によるアセチールコリ

ンの遊離促進

……………一明星康裕，東日陽博，小倉明彦*

(金沢大・医・神経情報研・神経物性，三菱生命研り

ep3会場:代謝・免疫・細胞運動・輸送系
(ポスター展示:9 : 00~17 : 00) 

11 : 00~12 ・ 00 ポスター討論(奇数番号)

12 : 00~13 : 00-昼食一一

13 : 00~14 : 00 評議員会・総会(3階A会場)

14 : 00~15 : 00-ポスター討論(偶数番号)一一

17 : 15~18 : 15一一招待講演(3階A/8会場)一一

18 ・ 30~20 : 30一一一総合パーティ(懇親会 3階パークホールC)一一一

122. 脳腫蕩における末梢性Benzodiazepine受容体の発現様式

...・ H ・.....・ H ・-池崎清信，回沸j 和維， K. L. Blackぺ D.P. Becker* 

(佐賀医大・脳外科， UCLA・脳外科勺

123. マウス脳HGPRTの免疫組織学による局在性の検討

…'"・H ・池田和正，飯田利博ヘ飯田達能川，高橋秀夫ぺ中川滋木村

(日大・農獣医・応用生科，医・皮膚医・生化村〕

124. 脳の SubmicrosomalMembrane における脂質の動態

125. アラキドン酸による脳ミトコンドリアの呼吸活性の阻害

…竹下正純，吉田敏

(大分医大・生化)

...・H ・.....・H ・-竹内裕子，森井博史，渡辺恭良，早石修

(大阪パイオサイエンス研・神経科学〉

126. 4 -methylcatecholによる末梢神経系NGFの合成誘導

・…・替地恭介ぺ池上亮介ぺ古川美子**，林恭三村，古川昭栄水

(国立精神神経センター・神経研岐阜薬大・薬剤**)

127. シナプトゾーム内GABAのコンパートメントについて一特に4 アミノブチルアルデヒドか

ら合成されたGABAとの比較一
.，.・H ・..…・朝倉正，松田誠

(慈恵医大・医化学〉

128. 大脳皮質 NMDA受容体刺激時の細胞内カルシウムイオン，エネルギ一代謝，脳波の変化と

MK-801の括抗作用

…植松大輔， ]. H. Greenberg*， M. Reivichキ

(慶大・医・神経内科，ペンシノレパニア大・医・脳血管研勺

129. 交感神経節細胞におけるビオプテリンのターンオーバー
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…長谷川宏幸

(Sinai Hospital of Detroit，現浜松医大・生化第う

130. GD1aガングリオシドに対する単クローン性抗体

…岩田大二，佐藤若生，蔵本悦郎，島田静雄

(三井製薬制・生物科学研)

131. 細胞内レチノイン酸結合タンパク及び核内受容体のラット脳内での局在

…内海裕美，相川久志，西川徹，埜中征哉，福山幸夫ヘ桃井真里子ぺ

桃井隆

(国立精神神経センター・神経研，東京女子医大・小児ヘ自治医大・小児叫〕

132. ヒト脳脊髄液，血襲，尿中のアセチルコリン及びコリンの測定について

………藤木嘉明，池田淑夫，奥山真司ヘ友田桂子，大城公恵ヘ伊藤哲一彦，

山内惟光

(藤田学園保健衛生大・精神，桶狭間病院本〉

133. 神経系の筋酵素活性制御の検討 クールタミン合成酵素とグルコース 6燐酸脱水素酵素につい

て

...・H ・..……・・小長谷正明，小長谷陽子，高柳哲也

(奈良医大・神経内科〕

134. カエル下垂体分担、頼粒の迅速分離法とペプチドの共存性

...・H ・..…竹田二美代，竹田稔，島田明範，倉岡幸令，紺野邦夫，塩田清ニヘ

中井康光本

(昭和大・医・第一生化，第一解剖り

135. 神経損傷後の軸策内輸送変化と細胞骨格の変化

...・H ・..…・・田代朋子，関本澄人，小宮義環本

(東大・医・脳研・生化，群馬大・医・分子病態勺

136. ニューロフィラメント蛋白質のリン酸化と脊髄神経節における軸索内輸送

…豊島至，小宮義毒*

(秋田大・医・第一内科，群馬大・医・分子病態勺

137. ラット脳ライソゾームの安定性に対する ATPの関与

……中村祐，武田雅俊，多田園利，森田仁，播口之朗，西村健

(阪大・医・精神神経〉

138. 蛍光共鳴重合度測定法によるグリプ線維酸性査白の動態の検討

………中村祐，武田雅俊， Angelides K. J.ぺ多田園利，田中稔久，播口之朗，
西村健

(阪大・医・精神神経，ベイラー医大・生理り
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.A会場

第 3日 9月29日(金)

口演

9 目。~11 : 00 (イオンチャネル)

l39. 抗ω コノトキシンレセプター抗体の作製

…高橋正身，藤本禎子

(三菱化成生命研)

140. ωーコノトキシンレセプターの組織化学的分布

…藤田忍，藤本禎子，高橋正身

(三菱化成生命研〉

141. ω コノトキシンレセプターの細胞内局在

…H ・H ・-有松靖温，近藤俊三，宮本真美，藤本禎子，高橋正身

(三菱化成生命研〕

142. ウシ脳ωconotoxin受容体と dihydropyridine受容体

・…....・H ・...…早川直彦，森田貴雄，山口徹，三井宏美ぺ西須英雄，阿部輝雄

(新潟大・脳研，理・生物*)

143. 神経プペチドの FMRFamide受容体と coupleしたK+ーchannelの開閉に関与する細胞内機

構

…一高橋純子，佐々木和彦，松本光比古

(岩手医大・第一生理)

144. 脱分極による培養神経細胞死の阻止:神経成長因子依存性と細胞内CaZ+濃度との関係

12 : 00~12 : 30--ー昼食

13 : 3 日~15 : 30 (アミン)

…・・小池達郎，田中 秀逸， Johnson， Jr. E. M. * 
(佐賀医大・一般教育・化学，ワシントン大・医・薬理勺

145. 高血圧自然発症ラットの脳虚血によるモノアミン変動の加齢による修飾

…・・・八尾博史，長尾哲彦ぺ大星博明，松本孝，平野誠，中原辰雄ぺ堤哲夫，

黒木俊秀，楯林義寛，西山浩二，内村英幸，佐渡島省三ぺ藤島正敏*

(国立肥前療養所，九大・医・第二内科理・化学**)

146. ラット脳における β-phenylethylamine含量の発達に伴う変化について

…多賀千明，辻元宏，橋本泰道，中嶋照夫

(京都府医大・神経精神)

147. ラット線条体スライスからのドーパミン遊離に対するハロペリドール慢性投与の影響

…山田茂人，横尾秀康西彰五郎

(久留米大・医・脳研，薬理*)

148. 脳内透析潅流法による視床下部ノルアドレナリンの経時的測定一拘束ストレスによる影響

………横尾秀康，田中隆彦，津田彰，田中正敏

(久留米大・医・薬理)

149. 3種類のそノアミン生合成活性化因子の構造と組織分布

…・…・市村徹，犠辺俊明，奥山典生，荒木一明ぺ桑野良三ヘ高橋康夫*
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(都立大・理・化学，新潟大・脳研・神経薬理*)

150. マイクロダイアリシス法による脳内神経性ヒスタミン動態の検討

・…・・望月 貴年，大和谷厚，岸野淳二，竹村基彦，稲垣直之，和田博

(阪大・医・第二薬理〉

.8会場
9・oo......u: 00 (カルシウム・細胞骨格)

151. 培養牛副腎髄質クロマフィン細胞の開口放出に及ぼす百日咳毒素IAPの作用

.....・H ・今泉美佳，河江信幸，武田京子，熊倉鴻之助

(上智大・生命研〉

152. 副腎クロマフィン細胞内遊離Ca濃度の動揺

…・・反町 勝

(鹿児島大・医・第一生理)

153. マストパラン刺激時に見られるラット脳神経終末からの Ca2+放出について

...・H ・-都築紀宏

(名市大・医・生化〉

154. マストパランによる伝達物質放出はCa2+に依存しない

…熊倉鴻之助，武井延之*今泉美佳，笠井久隆**

(上智大・生命研，国立精神神経センター・神経研*都立大・理・化学**)

155. 副腎髄質由来のアクチン調節 74kDa蛋白質の活性制御

……前川昌平

(東大・理・生化〉

156. 成長円錐における Ca2+感受性及び、Ca2+非感受性α.actininの同定とその局在

…神田啓子，池田和隆，祖父江憲治

(阪大・医・神経生化)

12 : 00......12 : 30 昼食一一一

13 : 30-15 : 30 (カルシウム・カルモジュリン・ Cキナーゼ)

157. Inhibition of protein kinase C subspecies from rat brain by non.steroidal anti.oestrogens 

"E. Bignon， K. Ogita， U. Kikkawa， J. Gilbert*， J. Abecassis*， J-F. Miquel* & 

Y. N ishizuka 

(神戸大・医・第二生化， CNRS-CERCOA' Franceり
158. 培養神経腰芽腫細胞に於けるプロテインキナーゼCアイソザイム

……下津定志，蜂矢隆久，萩原正敏，臼田信光叫，渋谷正人事，杉田慶一郎*

日高弘義

(名大・医・薬理，脳外科信州大・医・解剖1**) 

159. ラットシナプス膜に対する Ca2+キレータ抵抗性プロテインキナーゼCに対する [3HJPDBu 

結合特性

…・・長田賢一，朝倉幹雄，塚本徹，柴田牧子，今福淳，窪田博，西崎純，

佐藤厚子，中西純一，長谷川和夫

(聖マリアンナ医大・神経精神〉

160. カルモデュリン依存性プロテインキナーゼIIの構造と機能:欠失および部位特異的変異法に

よる解析

円
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…大迫俊二，関原俊一，山内卓

(都神経研・神経生化)

161.ラット脳カルモデュリン依存性プロテインキナーゼIIoポリペプチド cDNAの単離と構造決

定

…飛松孝正，藤、厚仁

(旭川医大・生化第一)

162. Hypoxia条件下におけるラット脳シナプトゾーム内カルシウム動態とこれに及ぼすcyclic

AMPの影響

………一岡田三津子ぺ浦江明憲ぺ岩崎克典，藤原道弘

(福岡大・薬・応用薬理，九州臨床薬理研*).c会場
9 : 00-11 : 00 (疾患モデル)

163. パーキンソン病モデルイヌにおける日内リズム異常 L-DOPAによるリズム回復

・・日根野尚，溝淵睦彦，柿本泰男，平谷勝彦キ

(愛媛大・医・神経精神，第一外科り

164. レボドパおよびドパミンによる鉄依存性培養神経細胞障害ーパーキンソン病との関連につい

て

………・田中真，外松明美，金井裕子，平井俊策，中野稔*

(群馬大・医・神経内科，医療短大*)

165. 老齢及び若年ラットの脳内コリン作動性神経伝達機構マーカーに対する脳機能改善薬塩酸

Bifemelaneの影響

…・・江頭亨，油布文枝，金馬義平

(大分医大・薬理〉

166. Endothelin/hypoglycemia誘発性脳障害一線条体切片からの dopamine遊離のreal-time

monitoring法を用いてー

…片岡泰文，小泉修ーへ熊倉鴻之助ぺ栗原正紀村*丹羽正美，植木昭和*

(長崎大・医・薬理2，脳外科叫ぺ上智大・生命研叫，九州大・薬・薬理*)

167. MPTP投与に伴うマウス線条体内コリン作働性及び線条体一黒質系GABA作働性神経の機

能的変化について

…田口淳一，栗山卓弥，栗山欣弥

(京都府医大・薬理)

168. 3価鉄ドーパ複合体による生体膜リン脂質過酸化反応

……………外松明美，田中真，平井俊策，中野稔*

(群馬大・医・神経内科，医療短大り

12 : 00-12 : 30一一昼食一一

13 : 30-15 : 30 (神経精神疾患)

169. Alzheimer病脳における3H-TCP結合能の変化

…下浜俊，二宮治明，亀山正邦キ

(京大・医・神経内科，住友病院勺

170. 家族性アルツハイマー病患者皮膚からの培養線維芽細胞に見られる細胞骨格蛋白の異常につ

いて

qδ 
qtυ 



…武田雅俊，工藤喬，中村祐，田中雅子，多田園利，田辺敬貴，

播口之朗，西村健

(阪大・医・精神)

171. ダウン症，老化およびアルツハイマー病における S-100β蛋白質と SOD

・・ H ・H ・-加藤兼房，鈴木富士子，黒部直美，森下理香，浅野富子，稲垣俊明ヘ

佐藤秩子村

(愛知コロニー研・生化，名古屋市厚生院・内科ぺ愛知医大・加齢研叫)

172. ヒト脳における 1，2， 3， 4 -Tetrahydroisoquinolineより N-Methylisoquinolinium ion 

の生合成

……・…直井信，松浦貞郎ぺ高橋勤ぺ永津俊治

(名大・医・第一生化，教養・化学江南女短大**)

173. アミノ酸のモノアミン代謝と学習行動に及ぼす影響

…一野村正彦，横越英彦

(藤田学園保健衛生大・医・生理)

174. Hippocampal cholinergic neurotrophic peptideの精製とアミノ酸組成

…小鹿幸生，小島深-**山本正彦，田中亮*

(名大・医・第二内科，第一生化*住友製薬糊・研究所**)

ポスタ

.P1会場:分化・老化・学習・行動・遺伝・遺伝子操作
(ポスター展示:9 : 00---15 : 30) 

11 : OO~12 : 00-ポスター討論(奇数番号)一一

12 : 00~12 : 3D-一一昼食一一

12 : 30~13 : 3D-一一ポスター討論(偶数番号)一一

175. 培養細胞系におけるアルツハイマー病アミロイド蛋白前駆体遺伝子発現:神経系細胞の分化

との関連

...・H ・..………...・H ・-音川和明，相沢貴子，丸山敬

(都精神研・分子生物〉

176. Embryonal Carcinoma細胞の神経系分化に伴う神経ペプチド前駆体遺伝子発現の変化

…音川和明，相沢貴子，丸山敬，野沢明美

(都精神研・分子生物〉

177. ラット初代培養ニューロン上での EGFreceptorの発現とその機能

…・木下章，山田和維，早川徹，甲村英二，最上平太郎

(阪大・医・脳外科)

178. グリア細胞層上でのラット胎仔脊髄後根神経節ニューロンの培養一神経突起伸長因子の検討

……...・H ・...甲村英二，山田和雄，早川徹，木下章，最上平太郎

(阪大・医・脳外科〉

179. ストレスから解放後のラット脳内ノルアドレナリン放出充進の部位差一短時間拘束による検

討

-…・・権藤雄二，津田彰，末吉圭子，松口直成，溝口克弘，田中正敏

(久留米大・医・薬理〉

180. 葛藤状態の導入(罰効果)によって生じたラット脳内ソルアドレナリン代謝の変化
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…・・津田彰，権藤雄二，末吉圭子，松口直成，溝口克弘，田中正敏

(久留米大・医・薬理)

181. 松果体インドール化合物の日内変動に対する明期光強度の影響

...・H ・東均，八木昭彦，西村健，大和谷厚ヘ和田博*

(阪大・医・精神，第二薬理勺

182. 乳頭体部および前脳基底部破壊ラットの行動内分泌学的検討

…・新川久義， R. Cacabe!os*，播口之朗，西村健

(阪大・医・精神，サンチヤゴ大*)

183. 組換え型ヒト塩基性線維芽細胞増殖因子(rhbFGF)のラット脳アストログリア細胞における

神経成長因子 (NGF)誘導作用

…福元宏明，垣花満，寿野正広

(武田薬品・生物研〉

184. 組換え型ヒト塩基性線維芽細胞成長因子の初代培養中隔野および海馬神経細胞に対する神経

栄養効果について:マウス神経成長因子との比較

・・ H ・H ・..……垣花満，寿野正広

(武田薬品・生物研〉

185. グリア細胞の増殖と分化に及ぼすフォルスコリンの効果

...・H ・...山口知子， R. Gerard*， M. Pau!* 

(東京女子医大・生化， CNRS・神経化学センター・フランスり

186. カルシウム措抗剤の血液脳関門透過の加齢変化

...・H ・-…・・脇初枝，近一夫，田中康一，安藤進

(都老人研・臨床第2生化)

187. プロテアーゼ回害剤による PC12細胞の突起形成一標的分子の探索一

...・H ・H ・H ・..…………・斎藤祐見子，川島誠一，津吹聡ぺ伊藤尚*

(都老人研・生化，青山学院大・理工り

188. アミロイド小体へのケイ酸の蓄積

……・徳武哲，山本明広

(都精神研・分子生物〉

189. 単離成長円錐画分における内因性リン酸化の検討.チロシン残基リン酸化の可能性

-…五十嵐道弘L，小宮義葎**

(自治医大・第二生イヒヘ群馬大・医・分子病態村〉

190. 初代培養神経細胞に対するホルボールエステルの作用

…・・・伊藤康一，阿相暗晃ぺ小木曽学付，平野修助叫，五十嵐康， E. L. Way， 

丸山悠司

(群馬大・医・神経精神薬理，慶大・医・生理ぺ東邦大・医・第二生理科)

191. PC 12細胞の抗ュピキチン抗体認識蛋白質に対する神経成長因子の影響

……高田耕司，阿部俊夫，大川清，松田誠

〔慈恵医大・医化学〉

192. 高感度微量酵素免疫測定法によるラット脳内 NGF分布

…西尾健資し，秋口一郎**古川昭栄*

〔国立精神神経センターペ京大・医・神経内科**)

193. 脳内エンケファリン濃度のサーカディアンリズムーモノアミン， ACh， GABAとの比較一

...・H ・...盛政忠臣，金行孝雄，岡田英俊，圧盛敏廉

(岡山大・医・脳研・病態生化)

194. 神経芽腫細胞の増殖，形態に及ぼすリゾスフィンゴ脂質の影響

…杉山英子，原厚，武富保

(信州大・医・心脈管研・脂質生化〉
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195. プロテインキナーゼCサブタイプの中枢神経系生後発達における変化

…・・平田みどり，斎藤尚亮，細田弘吉，古瀬明子，伊藤あっ子，辻野健，

吉原千佳，田中千賀子

(神戸大・医・薬理〉

196. ラット中隔一海馬系損傷による空間記憶障害に対するコリン作働薬の効果

…松岡信也，前田典昭，大久保佳孝，山口勇

(藤沢薬品制・筑波研〉

197. ラット Watermaze学習に及ぼすAF64Aの影響

198. ウシガエルの視神経再生機構について

…・・石井豊，石川 紘一事

(日研化学側・大宮研・第一薬理， 日大・医・薬理*)

・・H ・H ・...・H ・.....・H ・-……...・H ・...…H ・H ・-溝淵宗秀，八木康之，水野有武，松田誠

(慈恵医大・医化学)

199. コリン作働性神経系の行動科学に及ぼす影響

200. HOE427の海馬長期増強に対する作用

……....・H ・..…・・野村正彦，岡村邦博

(藤田学園保健衛生大・医・生理〉

…...・H ・...・H ・-田中祥貴，桜井真夫，林昌亮

〔へキストジャパン医薬総合研・薬理〉

201. 老化促進マウス (SAM)脳切片からのノルアドレナリン放出へのグルタミン酸受容体の関与

と加齢変化

-……趨学慧，北村佳久，野村靖幸

(北大・薬・薬効)

202. 神経線維腫が産生する神経発育因子

...・H ・...堀田妙子，加藤泰治ヘ浅井清文ヘ田中亮，大塚隆信ぺ松井宣夫**

(名市大・医・生化 1，分子研・生体制御*医・整形外科**)

203. 細胞性癌遺伝子c-fosmRNA発現のアデノシン受容体による調節

…中島孝， Daval， J. Lヘ Morgan，P. F*， Post， R. Mヘ Marangos，P. ]. * 

(新潟大・脳研・神経内科， NIMH*) 

204. ヒトの Myelin-AssociatedGlycoprotein (MAG)の塩基配列

…・佐藤修三，藤田信也，栗原正ぺ桑野良三勺崎村健司ヘ高橋康夫へ

宮武正 (新潟大・脳研・神経内科，神経薬理*)

205. ヒト tyrosinehydroxylase (TH)cDNA導入線維芽細胞における L-DOPA合成能について

...・H ・内田耕ーし，石井晃川村，金田典雄日**戸谷重雄ぺ塚田裕三件

永津俊治村**高坂新ーキ

(国立精神神経センター・神経研*慶大・医・脳外*ヘ生理事キペ名大・医・生化第一村**)

206. 神経特異タンパク質drebrinAの遺伝子構造とその発現

...・H ・..…・児島伸彦，白尾智明，寺田庄一，小幡邦彦

(生理研・神経化学)

207. 脳特異的13.5Kタンパク質の cDNAクローニング

・・田中篤孝，中谷一泰，戸部敬ぺ富田基郎落合英彦叫，中井康光**

中村泰治 (昭和大・薬・生物化，生理化*医・解剖村〉

208. 核酸の脳内分布一超微量核酸の電気化学検出一

………中原辰雄，平野誠ヘ松本孝ヘ黒木俊秀ヘ堤哲之ヘ楯林義寛

西山浩二ぺ大星博明ヘ八尾博史ぺ内村英幸*白石昭雄**中村薫***

(九大・理・化学，国立肥前療養所ヘ九大・理・生物**大牟田労災病院本**)
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.P2会場:神経精神疾患
(ポスター展示:9 : OO~ 15 : 30) 

11・00-12・00 ポスター討論(奇数番号)

12 : 00-12 : 30-一一昼食一一

12 : 30-13 : 30一一ポスター討論(偶数番号)一一

209. システインプロテアーゼ阻害剤による HeatShock Proteinの誘導

…池内聡，中村紀夫，小林秀ぺ森啓ぺ井原康夫村

(慈恵医大・脳外科，都老人医療センター・脳外科ヘ都老人研・臨床第二生理村〉

210. 髄鞘発育不全ウサギ脳のカルシウム依存性中性プロテアーゼ CCANP)

…川島誠一，猪股光司， Teresa Zalewska 

(都老人研・生化学)

211. 感染後脳炎および神経炎と髄鞘蛋白

…栗原一浩，細川武，根岸輝彦，富岳亮，蹟口勝彦

(埼玉医大・神経内科〕

212. ベンチレンテトラゾール処理培養神経細胞の酸性査白質について・パラサイモシンの同定

…北村邦男，田中早苗，坂本安，植村慶一ぺ津田整ぺ保田和美*ぺ

菅谷愛子ぺ菅谷英一*日

(埼玉医大・第一生理，慶大・医・生理城西大・薬・生薬材料水ぺ神奈川歯大・生理村*)

2l3. 精神分裂病者の脳糖代謝，脳血流量，脳酸素消費量

…・・高津修，藤田春洋，岸本英爾，石川尚志，松下正明，飯尾正明*

(横浜市大・医・精神，国立療養所中野病院本〕

214. ポジトロンCTによる操うつ病者の脳代謝の研究(第2報)
…・東海林正，岸本英爾，高津修，藤田春洋，石川尚志，松下正明，

飯尾 正明 C横浜市大・医・精神，国立療養所中野病院り
215. 一過性脳虚血後の海馬におけるムスカリン性アセチルコリンレセプターの超遅発性変化

…羽場久美子，小川紀雄，森昭胤

(岡山大・医・脳研・機能生化)

216. キンドリングラットの中脳辺縁領域におけるドーパミン Dl/D2受容体の変化

…一秋山一文，大源明宏，尾上太一，伊藤高，大月三郎

(岡山大・医・神経精神)

217. 視床下部アドレナリン放出に対するセルレチドの効果

…・・…・浜村貴史，奥村一哉秋元潔ぺ柏原健ーヘ佐藤光源付大月三郎*

(香川県立中央病院・神経内科，岡山大・医・神経精神*岡山県立病院付，東北大・医・精神山*)

218. 成人型 Ctype3) GM 1ガングリオシドーシス患者尿中オリゴ糖の構造解析

-…・…・辻省次，有賀敏夫*安藤進ぺ近一夫**矢作反保付，太田恵子*ぺ

宮武正

(新潟大・脳研・神経内科，都臨床研・代謝都老人研・生化学べ 自治医大・神経内科付*)

219. 中大脳動脈閉塞ラットにおける脳蛋白質の経時的変化

…・犬塚貴，佐藤修三，柳津勝彦，宮武正，田村晃ぺ桐野高明ぺ豊島至**

(新潟大・脳研・神経内科，帝京大・脳外科ぺ秋田大・医・第一一内科村〕

220. 電子スピン共鳴によるフリーラジカルの分布描画

…石田信一，横山秀克，松本清治，森則夫，熊代永，土橋宣昭*

(福島医大・精神， RI研*)

221. うつ病者の血小板 α2アドレナリン受容体の結合能とそれに及ぼす抗うつ薬の効果

……菅野智行，金子元久，増子博文，本田教一，柳沼正俊，大須賀伸佳，
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渡辺厚，柳内務，熊代永，沼田吉彦*

(福島医大・神経精神，福島赤十字病院・精神神経勺

222. Tryptamine誘導体のセロトニン神経に対する行動薬理学的および生化学的評価

……只野武，小山勝幸，佐藤信範，木皿憲佐，荒井裕一朗*杵鞭宏育*

(東北薬大・薬理，昭和大・医・第二薬理勺

.P3会場:神経精神疾患
(ポスター展示:9 : OO~ 15 : 30) 

11 : 00~12 : 00-ーポスター討論(奇数番号)一一

12 : 00~12 : 30 昼食

12 : 30~13 : 30-ポスター討論(偶数番号)一一

223. 脳虚血における細胞外カリウムイオン濃度および興奮性アミノ酸濃度の変化 脳マイクロダ

イアリシスによる検索

...・H ・田村亨，片山容ー，川又達朗，坪川孝志

(日大・医・脳外科〕

224. 脈絡叢の Endothelin受容体一実験水頭症に伴う変動

……H ・H ・-……...・H ・-………川口務，栗原正紀，丹羽正美ぺ森和夫

(長崎大・医・脳外科，第二薬理*)

225. ラット脳およびヒト死後脳における σ受容体

……・森博史，渋谷治男，高橋良

(東京医歯大・精神〉

226. メタンフェタミン投与による中枢モノアミン及び代謝産物の変化:経時的変化に関する検討

・…・・楯林義寛，平野誠，黒木俊秀，松本孝，堤哲之，西山浩二，大星博明，

内村英幸，白石昭雄ヘ中原辰雄*ぺ中村薫日*

(国立肥前診療所，九大・理・生物ぺ化学**大牟田労災病院*村〉

227. 脳虚血による微小管蛋白の変化について

…工藤喬，多田園利，武田雅俊，山下正，播口之朗，西村健

(阪大・医・精神)

228. ロイベプチン投与ラット老化モデル脳における中間径フィラメントおよびアルツハイマー病

アミロイド蛋白前駆体メッセンジャ-RNAの変化
……野沢明美，相沢貴子，音川和明

(都精神研・分子生物)

229. Methamphetamine投与によるラット線条体Dopamine放出について:

In vivo microdialysis による検討

…小山司，中山誠，松原良次，井上猛，小田垣雄二，大森哲郎，

市川淳二，山下格

(北大・医・精神)

230. 神経型日本人Gaucher病の遺伝子解析

…………川目裕，衛藤義勝

(慈恵医大・小児〉

231. Twitcherマウスにおけるミエリン塩基性蛋白の posttranslationmodification 
....・H ・由村健夫，小林卓郎，後藤幾生

(九大・医・脳研・神経内科〉

232. 感情調整作用を持つ薬物の慢性投与後のラット脳内サフeスタンスP含量に及ぼす影響

-三ツ汐洋，高嶋瑞夫，高橋清久
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(国立精神神経センター・神経研)

233. 背髄小脳変性症剖検脳の小脳におけるセカンドメッセンジャー系の変化

……小牟躍修L，北村登ぺ橋本健志*西野直樹ヘ久野貞子**田中千賀子事

(神戸大・医・薬理*国立療養所・宇多野病院日〕

234. Zotepineの神経薬理学的研究 ヒト死後脳D2および5-HT2受容体に対する高親和性

・……神庭重信，八木剛平，中木敏夫へ鈴木恵子，小口江美子，加藤隆一*

(慶大・医・精神神経，薬理り

235. 脳内徴小血管アセチルコリンエステラーゼのアルツハイマー病における変化

……辻輝之，中野智，三森康世，中村重信

(京大・医・神経内科)

236. 精神分裂病における3H-80H-DPAT結合部位の変化

...・H ・...北村登，梶本康雄*白井豊ヘ酒井規雄，橋本健志，中井隆

西野直樹ヘ三田達雄*田中千賀子

(神戸大・医・薬理，精神神経り

237. 脳内微小透析法を用いた急性拘束ストレスマウスの海馬における GABA-serotonin系の検討

……....・H ・..福西勇夫，村上哲英ぺ根木哲郎ヘ細川清

(香川医大・精神神経，生物*)
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Monday， April 24， 1989 
Morning 8:30・12:00

Symposium 1 
RoomA 

G. BRIAN ANSELL MEMORIAL SYMPOSIUM: 

PHOSPHOLlPIDS AND NEUROTRANSMISSIONt 

Chairperson: J.N. Hawthorne (Nottingham， U，的
Co・chairperson:F. Gonzales-Sastre (Barcelona， Spain) 

Time Abst# 

8:30 Dynamic relationships between choline， phosphatidylcholine 
(PC)， and acetylcholine (ACh) 
R.J. Wurtman， I.H. Ulus， J.K. 8lusztajn， 1.しG.-Coviella，and 
8.E. Slack (Cambridge， USA) 

S1A 

9:00 Discussion 

9:05 Metabolism of arachidonate and adrenate in mouse brain 
glycerophospholipids 
L.A. Horrocks (Columbus， USA) 

S18 

9:35 Discussion 

9:40 The role of G-proteins in phosphoinositide metabolism 
E.G. Lapetina (Research Tfiangle Park， USA) 

S1C 

10:10 Discussion 

10:15 Co行ee

10:45 Molecular heterogeneity and expressional control of the 
protein kinase C family -implications for cellular regulation 
M.S. Shearman and Y. Nishizuka (Kobe， Japan) 

SlO 

11 : 15 Discussion 

11 :20 Phosphoinositide hydrolysis and calcium signaling in human 
neuroblastoma cells 
S.K. Fisher (Ann Arbor， USA) 

S2A 

11 :40 Discussion 

11・45 Phosphorylation by kinase C of purified brain phosphoinositidase C S28 
J. 81ank arid J.N. Hawthorne (Nottingham， UK) 

12:00 End 

tWith the kind suppo代 ofLucas Meyer GmbH & Co.， Hamburg， FRG 
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Monday， April 24， 1989 
Morning 8:30・12:00

Symposium 2 

Room B 

MOLECULAR ASPECTS OF RECOGNITION DURING NEURAL DEVELOPMENT 

Chairρerson: F.S. Walst可(London，UK) 
Co-chairperson:巳M.Bock (Copenhagen， Denmark) 

Time Abst# 

8:30 Introduction 
F.S. Walsh (London， UK) 

8:40 Structure and function of N-CAM 
E. Bock，し Krog，and N. Moran (Copenhagen， Denmark) 

9:05 Discussion 

9:15 The structure and expression of the N-CAM gene 
F.S. Walsh (London， U，的

9:40 Discussion 

9:50 Selective cell adhesions mediated by cadherins 
M. Takeichi (Kyoto， Japan) 

1 0: 1 5 Discussion 

10:25 Coffee 

10:50 Glycoproteins that promote axon extension 
K.M. Neugebauer and L.F. Reichardt (San Francisco， USA) 

11 : 15 Discussion 

11 :25 Molecular mechanisms of granule cell migration 
T.N. Stitt， U.E. Gasser， D.M. Smith， and M.E. Hatten* (New York， USA) 

.11 :50 Discussion 

12:00 End 

* denotes speaker if not first author 
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Monday， April 24， 1989 
A代ernoon14:00・16:00

Oral Communication 1 

Room 8 

GANGLl051DE5 

Chairpersons: A. Rosenberg (Los Angeles， USA)， 8. 8erra (Milan， Italy) 

Time Abst# 

14:00 GanCg6 lioside and serum-mediated release of glycoproteins 5338 
bE y rat Ag. lioma cells 
Yavin， A. Gabai， and 5.Gil (Rehovot， Israel) 

14:15 Expressi?n.?f GP3司egloaWnp1gilnk lioside by bge lial precursors and Purkinje S33C 
neurons in the dev lg n rat cere llum 
R. Reynolds and G.P. Wilkin (London， U.的

14:30 A new galonggi lioside isolation d procedure，combined with S33D 
immunoloaical detection and FAB-M5 characterization 
J. Gottfries， J.-E. Mansson， and L. Svennerholm 
(Goteborg， Sweden) 

14:45 DIscrimination of human dorsal root cgoasnygl lion cells by rabbit S34A 

Slg.M antibody ka.glnao 
inst Mga.nglioside fu GarMIdT T Kusunoki， K. Inoue， M. Iwamori， Y. Nagai， anaT. Mannen 

(Tokyo， Japan) 

15:00 Non random distribution of 
od 
gaanbgb lioside molecular species 5348 

in the microsomal fraction of rabbit brain 
P. Palestini， M. Masserini， and G. Tettamanti (Milan， Italy) 

15:15 Characterization of a brain Iysosomal sialidase active 534C 
on 
Fgio angil 
lioside 

A. Fiorilli， 8. Venerando， C. Siniscalco， E. Monti， and G. Tettamanti 
(Milan， Italy) 

15:30 Choi-1:A cholinergic-specific gangliosideof 
cphoe 
ssible 534D 

saingd 
nificance in central nervous system neuro mistry 

neuropEaA thology 
ln E. 8orroni， E.A. Derrington， and V.P. Whittaker (Gott.的gen，FRG) 

15:45 Gavnoglvlioside binding proteins of sy? naptic vesicles.Are they S35A 
in ed in syMneanpc tic transmission 
M. Popoli， A. Mengano， and G. Campanella (Naples， Italy) 

16:00 End 
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Monday，ApriI24，1989 
Afternoon 14:00・16:00

Oral Communication 2 

RoomA 

PHOSPHOINOSITIDES 

Chairpersons: K. Kuriyama (Kyoto， Japan)， A. Gaiti (Perugia， Italy) 

Time 

14:00 Functional couplings of GABAR receptor with adenylate cyclase 
system and phosphatidylinosifol turnover in the brain 
K. Kuriyama， Y. Ohmori， and M. Nishikawa (Kyoto， Japan) 

Excitatory amino acids stimulate membrane polyphosphoinositide 
metabolism in cultures of retinal neurons 
S.D. Skaper， D. Milani，し Facci，and A. Leon (Abano Terme， I飽Iy)

Galanin inhibits the muscarinic stimulation of phosphoinositide 
turnover in rat ventral hippocampus: Modulation by calcium ion 
S. Consolo and E. Palazzi (Milan， I飽Iy)

Muscarinic receptor subtypes linked to phosphoinositide 
hydrolysis and acetylcholine release in rat brain 
M. Harada， K. Hidaka， M. Terai， S. Usuda， F. Wanibuchi， S. Tsukamoto， 
and T. Tamura (Tokyo， Japan) 

14:15 

14:30 

14:45 

15:00 Differences in ontogeny and mechanisms of muscarinic receptor 
subtypes linked to the inositol phosphate response in striatal 
neurons 
F. Sladeczek， O. Manzoni， J. Bockaert， and B.H. Schmidt 
(Montpel/ier， France) 

Phosphoinositide hydrolysis in hippocampus desensitizes 
muscarinic stimulated cell firing: Inhibition by lithium and 
comparison with quisqualate 
N.J. Pontzer and F.T. Crews (Ga川esville，USA) 

A new quisqualate receptor subtype(sAA，) responsible 
for the glutamate-induced inositol phospliate formation 
in r~t forebrain synaptoneurosomes 
M. Recasens and J. Guiramand (Montpe/lier， France) 

A new quisqualate receptor subtype responsible for stimulation 
of the inositol phosphate response and increase in intracellular 
calcium 
F. Sladeczek， S. Weiss， B.H. SChmidt， O. Manzoni， C. Delumeau， 
J. Premont， J. Glowinski， and J. Bockaert (MontJコellierand Paris， France) 

16:00 End 

15:15 

15:30 

15:45 
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Abst# 

S358 

S35C 

S35D 

S36A 

S368 

S36C 

S36D 

S37A 



Monday， April 24， 1989 
Afternoon 14:00・16:00

Oral Communication 3 

Room C 

PARKINSONISM 

Chairpersons: R. Raisman-Vozari (Paris， France)， M. Messripour (Isfaham， Iran) 

Ti円1e Abst# 

14:00 Relationship of dopamine sulfate esters to neurological S378 
disorders 
E. Kienzl， K. Jellinger， K. Eichinger， and P. Riederer (Vienna， Austria) 

14: 15 Cultured adrenomedullary chrqmaffin cell as a model to study the S37C 
mechanism of MPTP and -MPP+ toxicity 
A.J. Oaniels， S.P. Carmichael， and J.F. Reinhard， Jr. (Research Triangle 
Park and Rochester， USA) 

14:30 Toxic effects of MPTP and related compounds in clonal cell S370 
lines of neuronal origin 
T.D. 8uckman and M.S. Sutphin (Philadelphia， USA) 

14:45 ~Iterations of muscarinic cholinergic receptor subtypes in 538A 
Parkinson's disease 
K.W. Lange， F.R. Wells， P. Jenner， and C.D. Marsden (London， U的

15:00 Short-and long-term effects of L-DOPA administration on 5388 
striatal acetylcholinesterase activity 
M. Messripour and Z. 5hahidy (Isfahan， Iran) 

15: 15 Striatal DARPP-32， Parkinsons '5 disease and postmoバemdelay 538C 
R. Raisman-Vozari and Y. Agid (Paris， France) 

15:30 Parietal flow alterations in Parkinson's disease: Role of 5380 
central cholinergic impairment 
M. Oam， G. Pizzolato， G. Ferlin， and L. 8attistin (Padua， Itaか)

15:45 Regional distribution 9f 99冊 Tc-hexamethyl-propyleneamine 539A 
oxime (HM・PAO)and 14C・deoxyglucose(DG) uptake in the rat 
brain: Effects of levodopa and lisuride 
G. Pizzolato， M. Oam， G.L Ricchieri， 5. Ruggero， and L. 8attistin 
(Padua， I飽Iy)

16:00 End 
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Monday， April 24， 1989 
Afternoon 14:00・16:00

Oral Communication 4 

Room 0 

DEMYELlNATION 

Chairpersons: B. Oderfeld-Nowak (Warsaw， Po/and)， T.F. Cruz (Toronto， Canada) 

Ti円1e Abst# 

14:00 Multiple sclerosis brain immunoglobulins stimulate myelin S39B 
basic protein degradation in human myelin: A new cause of 
demyelination? 
N. Kerlero de Rosbo and C.C.A. Bernard (Bundoora， Australia) 

14: 15 CNS myelin proteins isolated in the lipid-bound， native， S39C 
form as tools to detect early demyelinating events 
P. Riccio and A. Bobba (Bari， Italy) 

14:30 Effect of ganglioside administration upon the outcome of S390 
experimental allergic neuritis 
B. Oderfeld-Nowak， C. Brosnan， A. Cervone， and R. Ledeen 
(Bronx， USA and Warsaw， Po/and ) 

14:45 Fl~stulated sequence of pathological changes in EAE S40A 
F.E. O'Amelio， M.E. Smith， and L.F. Eng (Moffett Field and 
Pa/o Alto， USA) 

15:00 Biochemical and morphological changes in central nervous S40B 
system membrane in chronic experimental allergic 
encephalomyelitis (CR-EAE) 
S. Salvati，しAttorri，し ContiDeVirgiliis， A. Di Biase，しM.Campeggi， and 
A. Confaloni (Rome， Italy) 

15: 15 Antibodies to myelin constituents may regulate demyelination S40C 
in EAE 
M.E. Smith， M.A. Sommer， and R.H. Sadler (Pa/o Alto， USA) 

15:30 GFAP mRNA levels in acute EAE spinal cord S40D 
D.A. Aquino， B. Shafit-Zagardo， C.F. Brosnan， W.T. Norton 
(Bronx， USA) 

15:45 Sequence modifications， antibody presence and the development S41 A 
of epitope-primed T effector cells for EAE in Lewis rats 
G.A. Hashim， A. Galang， J. Srinivasan， and E. Carvalho 
(New York， USA) 

16:00 End 
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Monday， April 24， 1989 
Afternoon 16:30・18:30

Colloquium 1 

Room C 

Time 

16:30 

EXTRANEURONAL METABOLl5M OF BIOGENIC AMINE5 

Chairperson: W. Osswald (Porto， Portugal) 
Co-chairperson:・u.Trendelenburg (Wurzburg， FRG) 

The extraneuronal uptake and metabolism of catecholamines 
U. Trendelenburg (Wurzburg， FRG) 

16:50 Discussion 

16:55 Influence of inhibition of extraneuronal uptake and O-methylation 
c:m !he sensitivity to sympathomimetic amines 
5. Guimaraes (Porto， Portugal) 

17: 15 Discussion 

17:20 Entry of catecholamines into cells through processes other 
than uptake 1 or uptake 2 
1. Azevedo (Porto， Portugal) 

17:40 Discussion 

17:45 Mechanism of action of L-deprenyl in Parkinson's disease 
M.8.H. Youdim (Haifa， Israe乃

17:55 Discussion 

18:00 O-methylation of noradrenaline is linked with an uptake process 
which resembles uptake1 in dental pulp 
1.5. de la Lande， O.A.5. Parker， and V. Marino (Adelaide， Australia) 

18: 10 Discussion 

18:15 Neuropharmacological effects in rats of the new reversible 
COMT inhibitors Ro 40・7592and Ro 41・0960
~. Zurcher， H.H. Keller， J. 8orgulya， and M. Da Prada* 
(Basle， Switzerland) 

18:25 Discussion 

18:30 End 

* denotes speaker if not first author 
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Abst# 

5158 

515C 

515D 

S16A 

S168 

S16C 



Monday， April24， 1989 
Afternoon 16:30-18:30 

Colloquium 2 

Room B 

MOLECULAR BIOLOGY OF NEUROTROPIC VIRUSES AND PRIONS 

Cha-cirhpaei rson.・S.PruLsyincekre(S(Gan 6Francisco，USA) ) 
Co-chairperson: E. Lycke (Goteborg， Sweden 

Time 

16:30 Binifoelcotgioicn ao l and molecular aspects on latent herpes simplex virus 
f the sensSowre y neuron 

E. Lycke (Goteborg， Sweden) 

16:54 Oiscussion 

16:57 Regulation and consequences of persistent measles virus 
Infections in CNS tissue 
V. ter Meulen， K. 8aczko. U.G. Uebert， S. Schneider-Schaulies， 
R. Cattaneo， and M. Billeter (Wurzburg， FRG and Zurich， Switzerland) 

17:21 Oiscussion 

17:24 Effects of persistent measles and mumps vlrus infections on 
neurotransmission 
R.J. Ziegler， E.K. Stauffer， and G. Trachte (Dulu仇，USA) 

17:34 Oiscussion 

17:37 Cski.ogKunopasllilcninhg g e of viral membrane protein tothe phosphatidyllnositide 
system 
I and C. Weinmann-Oorsch (Wurzburg， FRG) 

17:47 Oiscussion 

17:50 Generation of permanent and gEd enetically marked neural cell lines 
after oncogene transfection arid transduction with neurotropic 
retroviral vectors 
C. Evrard， 1. 8orde， E. Rassart， and P. Rouget (Montreal， Canada) 

18:00 Oiscussion 

18:03 ScrapP ie SOin rion structure and gUeSnAe) tics 
S.8. Prusiner (San Francisco， 

18:26 Discussion 

18:30 End 
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Abst# 

S160 

S17A 

S17B 

S17C 

S170 

S18A 



Monday， April24， 1989 
Afternoon 16:30-18:30 

Colloquium 3 
RoomA 

REGULATION OF SYNTHESIS AND PROCESSING OF 

NEUROPEPTIDE PRECURSORS 

Chairperson: O.H. Viveros (Research Triangle Park， USA) 
Co・chairperson:D. Small (Parkville Vic， Australia) 

百me

16:30 The biosynthesis and processing of precursor proteins: 
An overview 
D.F. Steiner， S.J. Chan， S.P. Smeekens， S. Nagamatsu， M. Nisl可i，
Y. Yoshimasa， J. Whittaker， J. Paul， R. Carroll， J. Michael， G. Bell， 
H.S. Tager， and A.H. Rubenstein (Chicago， USA) 

16:50 Discussion 

17:00 Acetylcholinesterases・someforms may function as zymogens 
of neuropeptide processing enzymes 
D.H. Small (Parkville， Australia) 

17:20 Discussion 

Use of gene transfer techniques to study neuroendocrine 
peptide processing 
G. Thomas， B.A. Thorne， L. Thomas， J.S. Hayflick， M. Seger， 
P..Tilden， L. Caton， and S. McNeil (Poバ畑nd，USA) 

17:45 Discussion 

17:25 

17:50 Regulation of proenkephalin synthesis and processing in the 
adrenal medulla 
O.H. Viveros， M.K. Stachowiak， J.S. Hong， and E.J. Diliherto， Jr 
(Research Triangle Park， USA) 

18: 1 0 Discussion 

18:15 Dynorphin converting enzyme in spinal cord -decreased 
activity in arthritic rats 
J. Silberring， T. Sakurada， L. Terenius， and F. Nyberg 
(Uppsa/a， Sweden) 

18:25 Discussion 

18:30 End 
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Monday， April 24， 1989 
Afternoon 16:30-18:30 

Colloquium 4 

Room D 

Time 

16:30 

RECENT DEVELOPMENTS IN METHODOLOGY FOR 

NEUROTRANSMITTER ASSAY 

Chairperson: E. Gelpi (Barcelona， Spa川)
Co-chairperson: A. Boulton (Saskatoon， Canada) 

Microdialysis・anew technique fbr monitoring neurochemical 
events in vivo 
U. Ungerstedt (Stockholm， Sweden) 

16:50 Discussion 

17:00 Advances in the voltammetric measurement of neurotransmitter 
release and metabolism in vitro 
C.A. Marsden， F. Crespi， and J.C. Garratt (Nottingham， UK) 

17:20 Discussion 

17:30 Liquid chromatography and mass spectrometry in neurochemical 
studies of brain perfusates 
E. Gelpf (Barcelona， Spain) 

17:50 Discussion 

18:00 Recent developments in methodologies of neurotransmitter 
assays: NCI-GC・MS-SIMand EI・GC-MS-SIManalysis of 
biogenic amines and metabolites 
D.A~ Durden， B.A. Davis， and A.A. Boulton (Saskaωon， Canada) 

18: 10 Discussion 

18:15 The choline oxidase assay of acetylcholine 
M. Israel and B. Lesbats (Gif sur Yvette， France) 

18:25 Discussion 

18:30 End 

-51 -

Abst# 

S19C 

S19D 

S20A 

S20B 

S20C 



Monday，ApriI24，1989 
Evening 20:30・22:30

1. Adenosine Formation and Transport in Nerve Cells 

Organizer: A.M. Sebastiao (Oeiras， PORTUGAL) 

Round Tables 。Q Q Q Q Q 

RoomA 

Recent approaches towards understanding the formation and inactivation of 

adenosine， a general modulator of neuronal activity， will be discussed. The main focus will 

be on the nervous system. but other cell models will also be mentioned. J.D. Geiger 
(Canada) will speak about adenosine deaminase and transpoバinthe central nervous 
system. The hypothesis to be discussed is that cells that release adenosine may also 

possess highly selective mechanisms， metabolic and transpo同， to terminate the actions of 

adenosine andjor to replenish its stores. M.T. Miras-Portugal (Spa仰)will speak about 
adenosine transport in chromaffin cells. The regulation of the adenosine transpoパers，when 

they are submitted to several physiological and unphysiological situations， will be 

discussed. J. Schrader (FRG)， speaking about the transmethylation pathway as a source 
for adenosine， will discuss how the transmethylation pathway， being essentially O

2
-

independent， can account for most of the adenosine produced at the heart during 

normoxia. T.D. White (Canada) will speak about release of adenosine and ATP from nerves. 
The possibility that depolarization-evoked release of adenosine occurs via efflux on the 

bidirectional nucleoside transpoパerwill be discussed. H. Zimmermann (FRG)， speaking 

about the role of ectoenzymes in the formation of adenosine at cholinergic synapses， will 

locus on the isolation， characterization and localization 01 a 5'-nucleotidase Irom the 

Torpedo electric organ. The similarities with ectonucleotidases Irom brain synaptosomes 

will be discussed. A.M. Sebastiao (Portugaりwillspeak about the role of 5'-nucleotidase in 
the tonic inhibition by endogenous adenosine at the neuromuscular junction. The possibility 

that the levels 01 extracelluiar endogenous adenosine responsible for tonic inhibition 01 

neuromuscular transmission are controlled by ecto・5'-nucleotidaseactivity will be 

discussed. 

2. Recent Advances in Retinal Neurochemistry Room B 

Organizer: N.H. Neff (Columbus，USA) 

This round table will deal with various aspects 01 the neurochemistry of retina， i.e.， 

neurotransmitter synthesis， release， metabolism， biochemistry of synthetic enzymes and 

receptor modulation and function. Over the last several years many advances have been 

made in our understanding of retinal neurochemistry. Some of the most recent findings 

related to dopaminergic. serotonergic. and cholinergic mechanisms will be presented 

during the Round Table. The panel will focus on the synthesis. release， and receptor 

mechanisms associated with some of the bioactive materials found in the retina. Each 

speaker will have 15 minutes lor presentation followed by 5 minutes of discussion. A 

general discussion will follow the presentation. 
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Among the specific topics to be discussed are: Dopaminergic Systems in Avian 

Retina， F. de Mello (Brasil); Physiological and Pharmacological Modulation of Dopamine 

Neurons and K1 Dopamine Receptors in the Retina of Adult and Aged Rats， G. Biggio 

(1taly); Coupling of Retinal Muscarinic Receptors to Second Messenger Systems， M. 

Hadjiconstantinou (USA); Serotonin and Retina， N. Osborne (UK); Modulation of Serotonin 

N-acetyltransferase Activity and Retinal Function， P. luvone (USA); Retinal Melatonin: 

Biochemistry and Pharmacology， M. Dubocovich (USA). 

3. Amino Acids as Neurotransmitter Precursors 

Organizer: J. Hernandez (Mexico， MEXICO) 

Room C 

This table will a枕emptto make evident the importance of certain essential amino 

acids as molecules that serve as precursors for the synthesis of brain neurotransmitters. 

The thematic frame will include different experimental results from animals and humans， 

concerning metabotic aspects of these molecules like the mechanism of their transpo代from

blood to brain， their availability， utilization， and their early changes as related to brain 

development. If possible， some aspects of their clinical use wiil be discussed. Among the 
topics to be covered are: Blood-brain amino acids transpo代duringdevelopment， J. 

Lefauconnier (France); Availability of precursor amino acids during brain development， G. 

Huether (FRG); Brain L-Tryptophan utilization during development， S. Zeisel (USA); 

Neurotransmitter precursors and their clinical use， J. Growdon (USA); Early influences of 

L-Tryptophan on brain serotonin synthesis， R. Hernandez (Mexico). 

4. Degradation of Proteins in Axons and Nerve Terminals 
Organizer: J.-O. Karlsson (Goteborg， SWEDE川

Room D 

The round table will be centered around the extralysosomal degradation of proteins 

in the CNS and the PNS. In pa代icularthe role of Ca2+ -activated neutral proteases (CANPs 

or calpains) will be considered. The biochemical properties of calpains and their cellular 

and subcellular localization will be covered. The possible substrates for the enzymes in in 

vitro and in vivo studies will be taken up. The physiological implications of neuronal 

depolarization， Ca2+ーinfluxand activation of calpain will be discussed. 

Participants include: A. Dahlstrom (Sweden). M. Kanje (Sweden). E. Nilsson (Sweden)， 
J.-O. Karlsson (Sweden). H. Wisniewski (USA). R.A. Nixon (USA) 

5. 8rain Aging: Cellular and Molecular Aspects Room E 

Organizers: P.S. Timiras (Berkeley， USA) and C. Oliveira， (Coimbra， Portugal) 

With the current remarkable increase of life expectancy from 50 years at the turn of 

the century to 80 years today， considerable research is being directed towards 

understanding the aging process and， in particular， the role of the central nervous system 

thereon. In this round table， several approaches to the study of cellular and molecular 

aging of the brain will be considered. Major topics include: changes in neurotransmitter 

and nicotinic receptors， phospholipids， the role of free radicals and relations between lipid 

peroxidation and receptor function， changes in tau protein in normal and Alzheimer's 

disease brains and in cultured neurons， effects of stress and glucocorticoids on 
hippocampal cell loss and cognitive impairment， and others. These topics will be discussed 

by European and American investigators from different fields with expertise in aging. 
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Tuesday， April 25，'989 
Morning 8:30・12:00

Symposium 3 
Room 8 

FUNCTIONAL ASPECTS OF GANGLlOSIDES 

Chairperson: W. Seifert (Go白川gen，FRG) 
Co-chairperson: G. Tettamanti (Milano， Italy) 

Time Abst# 

8:30 Introduction 
W. Seifert (Gottingen， FRG) 

c::ell surface gangliosides as receptors and bioregulators 
P.H. Fishman (Bethesda， USA) 

8:55 Discussion 

8・35

9:00 Role of glycolipids in cell recognition and regulation of 
cell growth 
S. Hakomori (Seattle， USA) 

9:20 Discussion 

9:25 Effects of gangliosides on cell differentiation and proliferation 
R.K. Yu (Richmond， USA) 

9:45 Discussion 

9:50 Ganglioside metabolism and brain function 
G. Tettamanti and M. Pi社o(Milan， I泊ケ)

10: 10 Discussion 

10:15 The roles of gangliosides in carbohydrate recognition and 
signal transduction (novel， ganglioside-dependent ectoprotein 
phosphorylation) 
Y. Nagai (Tokyo and Niigata， Japan) 

10:35 Discussion 

10:40 Coffee 

11 :00 Neurotrophic and neuromodulatory effects of gangliosides 
on CNS neurons 
W. Seifert， M. Hollmann， B. Flo枕， F. Forster， and D. Masco 
(Gottingen， FRG) 

11 :20 Discussion 

(continued on next page) 
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11 :25 The role of gangliosides in neuronal differentiation 
RW. Ledeen， K.K. Vaswani， M.S. Cannella， and G. Wu (Bronx， USA) 

11 :45 Discussion 

11・50 Gangliosides in neuronal repair processes 
A. Le-on and G. Toffano (Abano Terme， Italy) 

12: 1 0 Discussion 

12:15 End 

Tuesday， April 25， 1989 
Morning 8:30-12:00 

Symposium 4 

RoomA 

REGULATION OF NEURAL GENE EXPRESSION 

Chairperson:・ A.T.Campagnoni (Los Angeles， USA) 
Co-chairperson:・M.R.Hanley (Cambridge， UK) 

Time Abst# 

8:30 Introduction 
A.T. Campagnoni (Los Angeles， USA) 

8:35 Use of transgenic mice to study the regulation of Thy-1 
expression and its biological role 
R.J. Morris. C. Mettling， M. Vidal， E. Spanopoulou， F. Grosveld， 
E. Danciger， and F. Margolis (London， U.K. and Nutley， USA) 

9:05 Discussion 

9:15 Proto・oncogenesin neural signal transduction 
M.R. Hanley (Cambridge， UK) 

9:45 Discussion 

Regulation of ChAT expression in Drosophila 
P.M. Salvaterra， V. Andrisani， and H. Sugihara (Duarte， USA) 

10:20 Discussion 

9:55 

10・30 Coffee 

Molecular aspects of myelin protein gene expression 
A.T. Campagnoni (Los Angeles， USA) 

11 : 15 Discussion 

10:50 

Recent advances in the molecular genetics of tyrosine hydroxylase 
J. Mallet， B. Le Bourdelles， N. Faucon Biguet， C. Icard-Ljepkalns. 
P. Horellou， and S. Vyas (Gif sur Yvette， France) 

11 :50 Discussion 

11 :25 

12:00 End 
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S6B 
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S6D 



Tuesday，ApriI25，1989 
Afternoon 1 3・30-15:30

Oral Communication 5 

Room C 

EXCITATORY NEUROTRANSMITTERS 

Chairpersons: J. Sancchez-Prieto (Madrid， Spain). J. Drejer (Soeborg， Denmark) 

Time Abst# 

13:30 Excitataocry idss uflrpOh『7u1r amino acid-evoked release of transmitter S41B 
amino rat brain vsey，naanpd tosome fractions 
J. Dunlop， H. Mason， A. Grieve， and R. Griffiths (St. Andrews， Scotfand) 

13:45 Excitatory amino acids (EAA)have a survievrael bperl omoting influence S41C 
depB ending N on the maturational stage of c lar gNreatnhuε le cells 
R. Balazs， N. Hack， and O.S. Jφrgensen (Amsterdam， Netherlands and 
Copenhagen， Denmark) 

14:00 Modulation of the non-NMDA receptors in cultured cerebellar S410 
v granule cells 
. Gallo， C. Giovannini， and G. Levi (Rome， Italy) 

14:15 Qbluoicskqs ualate recedptuocr esd preecE ific quinoxalinedlone(FG9202，NBQX) S42A 

kainate in sSphoenasrd es 
T. Honore， E.O. Nielsen， M. Sheardown， and J. Drejer 
(Soeborg， Denmark) 

14:30 
NmH [印MeKd刷DomAetgnmro唱eg，c!UeaZ剖pgt。Ioq)nrbitasrlta，gA ntsiD dmuuG cl tmn pC。aly4ammes aS2nd messengers S42B 

ated'Ca2+ influx and transmitter-release 
oldstone， F. Siddiqui， and C.Y. Lu 

14:45 

zeNplCxdecMluqyEtrabooaamtpgoi mr0xoH 1iectUes tK剖tcvaotEnem O) d mn egCbm，ay A bEa +rD ydoaG，nsnoiumc lodCershodtoinEacn，k teeot，rhsec syt，loY 。nta rnNLuu Mh DA receptors 
S42C 

me 
and F. Siddiqui 

go， USA) 

15:00 A new potent glycine antagonist FG 9067 (MNOX) shows S42D 
anticonvulsant activities 
J.oDerbelOeJ r，L H Je「lsen，M‘Sheardown，and T. Honore 
(Soeborg， Denmark) 

15:15 Rat cerebellum contains a glycinergic cell which may modulate S43A 
N~DA receptor function iγan山 cells
A.E. Fletcher， G.P目 Wilkin，and N.G. Bowery (London， UK) 

15:30 End 
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Tuesday， April 25， 1989 
Afternoon 13:30・15:30

Oral Communication 6 

Room 0 

Time 

13:30 

13:45 

14:00 

14:15 

14:30 

14:45 

15:00 

15:15 

AL.ZHEIMER'5/AGING 

Chairpersons: C.R. Oliveira (Coimbra， Portugal) and 
O.M. Michaelson (Ramat Aviv， Israel) 

Disso~iat~on of t.he ~ABAA-r~cept~r/chlor.:ide-io'."ophor~ 
complex in cerebral cortex of aged rats: A novel type of 
neuronal plasticity? 
J.R. Wolff and 5.L. Erdo (Gottingen， FRG) 

Alzheimer's disease antibodies bind to a neurofil陥am、en川1沈t 
Bgrrmo 
.M. Michaelson， J. Chapman， O. 8achar， A.O. Korczyn， and 
E. Wertman (Ramat Aviv， Israe乃

Immunization of rats with cholinergic neurons induces 
behavioral deficits 
O.M. Michaelson， J. Chapman， G. Alroy， and J. Feldon 
(Ramat Aviv， Israel) 

f'，Ieurochemistry of synaptic contact zones in aging and 5DAT 
C. 8ertoni-Freddari， P. Fattoretti， T. Casoli， W. Meier-Ruge， and 
J. Ulrich (Ancona， italy) 

Glycerophosphocholine and glycerophosphoethanolamine 
concentrations are elevated in brains of Alzheimer's disease 
victims 
J.K. 8lusztajn， 1. Lopez Gonzalez・Coviella，M. Logue， J.H. Growdon， 
and R.J. Wurtman (Boston and Cambridge， USA) 

Chemical pathology of cerebral microvessels in Alzheimer's 
disease (AD) 
R.N. Kalaria， M.J. Mitchell， 1. Grahυvac， and 3.1. Harik (Cleveland， USA) 

Regional RNA synthesis in postmo同emAlzheimer and 
normal brain and in C5F cells 
E.M. 5ajdel-Sulkowska， H.J. Manz， A. Mandel， A. Sulkowski， and 
C.A. Marotta (Boston and Washington， USA) 

Ultrastructural changes of synaptic mitochondria during 
aging: A quantitative study 
P. Fa口oretti，C. Bertoni-Freddari， T. Casoli， W. Meier-Ruge， 
and J. Ulrich (Ancona， Italy) 

15:30 End 
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S440 
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Tuesday，ApriI25，1989 
Afternoon 13:30-15:30 

Oral Communication 7 

Room B 

Time 

13:30 

13:45 

14:00 

14:15 

14:30 

14:45 

15:00 

15:15 

MYELlN 

Chairpersons: J.M. Matthieu (Lausanne， Switzerland)， T. Miyatake (Niigata， Japan) 

Structural analysis of the mouse myelin P， gene 
V. Narayanan and G. Tennekoon (Baltimore; USA) 

Steroid mediated translational regulation of myelin proteins 
J.M. Verdi and A.T. Campagnoni (Los Angeles， USA) 

Oligodendrocytes in vivo first express proteolipid protein 
3-~ d~ys after they have completed cell division 
R.P.Sko付， M. Vermeesch， O. Studzinski， and J. Benjamins 
(Detroit， USA) 

Induction of P n in short term Schwann cell cultures 
R. Mirsky，し Mるrgan，and K.R. Jessen (London， UK) 

The role of sugar residues in the sorting of the myelin 
glycoprotein P n 
M.T. Filbin and G.I. Tennekoon (Baltimore， USA) 

Expression of the downstream copy of the myelin basic protein 
gene in myelin-deficient mutant mice 
M. Tosic， J.-C. de Rivaz， J.-M. Roch， A. Roach， and J.-M. Matthieu 
(Lausanne， Switzerland) 

Diverse expression of a presumed regulatory region of the 
mouse myelin basic protein (MBP) gene 
S. Newman， K. Kitamura， C. Campagnoni， and A.T. Campagnoni 
(Saitama， Japan and Los Angeles， LJSA) 

Expression of myelin-associated glycoprotein mRNA in 
dy~myelination ， demyelination and 'remyelination 
N. Fujはa，S. Sato， T. Kurihara， Y. Takahasni， H. Ishiguro， and 
T. Miyatake (Niigata， Japan) 

Abst# 

S45B 

S45C 

S450 

S46A 

S46B 

S46C 

S460 

S47A 

15:30 End 
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Tuesday， April 25， 1989 
Afternoon 13:30-15:30 

Time 

13:30 

13:45 

14:00 

14:15 

14:30 

14:45 

15:00 

Oral Communication 8 

RoomA 

CALCIUM 

Ch!1irpersons: G. Gibson (White Plains， USA) and 
A.C. Gutierrez-Merino (Badajo乙Spain)

Measurement of calcium f1uxes across the plasma membrane of 
synaptosomes using a Iight scattering method and the 
fluorescence of chlortetracycline 
E. Garcia-Martin， S. Gonzalez-Cabanillas， and C. Gutierrez-Merino 
(Badajoz， Spain) 

5ynapse formation among cultured rat cere~r~1 cortex neurons 
monitored by a video-asslsted multi-site Ca + + fluorometry 
Y. Kuroda， K. Kobayashi， and K. Muramoto (Tokyo， Japan) 

Cytosolic free calcium in synaptosomes and its coupling 
to glutamate exocytosis 
O.G. Nicholls， G. Tibbs， and A.P. 8arrie (Dundee， Scotland) 

Ca2+ -dependent regulation of presynaptic stimulus-secretion 
coupling 
M. Verhage， F.H. Lopes da Silva， and W.E.J.M. Ghijsen 
(Amsterdam， Netherlands) 

Effects of calcium antagonists on the evoked release of 
glutamate and dynorphin from hippocampal synaptosomes 
O.M. Terrian， R.Y. Oorman， and R.L. 'Gannon (Br6oks AFB， USA) 

Excitatory amino acids stimulate gradients of intracellular 
free calcium in single cerebellar granule neurons 
O. Milani， O. Guidolin， L. Facci， A. Leon， and 5.0. Skaper 
(Abano Terme， Itaケ)

Extracellular ATP generates transient calcium fluxes and 
inhibition of voltage operated calcium channels in myotubes 
H. Eriksson and E. Heilbronn (Stockholm， Sweden) 

Mechanisms of calcium transpo同acrossthe plasma membrane of 
bovine chromaffin cells 
L.-S. Kao and N.S. Cheung (Taipei， Republic of China) 

15:30 End 

15:15 
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S478 

S47C 

S470 

S48A 

S488 

S48C 

S480 

S49A 



Tuesday， April 25， 1989 
Afternoon 15:45・17:45

Colloquium 5 

RoomA 

Time 

15:45 

MARKERS OF SYNAPTIC VESICLES 

Chairperson: J.H. Phillips (Edinburgh， UK) 
Co-chairperson: Hans Winkler (Innsbruck， Austria) 

Membrane proteins of synaptic vesicles ・commonmarkers 
for neurons and endocrfne cells 
R. Jahn (Mart的sried，FRG) 

16:05 Discussion 

16:15 Identification and characterization of integral membrane r制 nsof the synaptic vesicle 
.M. Buckley and R.B. Kelly (Boston and San Francisco， USA) 

16:35 Discussion 

16:45 The subcellular distribution of several markers of storage 
vesicles in endocrine and nervous tissue 
H. Winkler， D. Obendorf， and E. Floor (Innsbruck， Austria， 
and Madison， USA) 

17:05 Discussion 

17:15 Subcellular distribution and membrane orientation of the 
65・CMBP(p65) secretory vesicle marker 
S. Fournier， M.-L. Novas， M. Burman， and J.-M. Trifaro* 
(0伽 wa，Canada) 

17:25 Discussion 

17:30 Cellular dynamics of the synaptic vesicle compaバmentas 
revealed by immunocytochemistry 
A. Janetzko， H. ZimmermannへandW. Volknandt (Frankfurt， FRG) 

17:40 Discussion 

17:45 End 

* denotes speaker if not first author 
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Tuesday， April 25， 1989 
Afternoon 15:45・17:45

Colloquium 6 

Room 0 

NEW DIRECTIONS IN AXONAL TRANSPORT 

Chairperson: R. Hammerschlag (Ouarte， USA) 
Co-chairperson: S. Brady (Oal.伺s，TX) 

Time Abst# 

15・45 Introduction 
R. Hammerschlag (Ouarte， USA) 

15:50 Molecular mechanisms of fast axonal transport: Antibodies， 
motors， and regulators 
S.T. Brady (Oallas， USA) 

16: 15 Oiscussion 

Biochemical composition ofaxonally transpo同edorganelles 
in町lotorneurons: immunofluorescence studies 
S. Booj and A. Oahlstrom (Goteborg， Sweden) 

16:30 Oiscussion 

16:20 

16:35 Dynamic organization and transpo同ofaxonalcytoskeletons 
after local injection of taxol into rat sciatic nerve 
Y. Komiya and T. Tashiro (Tokyo， Japan) 

16:45 Oiscussion 

Axonal transport ot viruses and immune modulating signals 
K. Kristensson (Sωckholm， Sweden) 

17: 15 Oiscussion 

16:50 

17・20 Does neuronal activity affect fast axonal transport? 
R. Hammerschlag， J. Bobinski， O. McKenna， and O. McAfee 
(Ouarte and Irvine， USA) 

17:40 Oiscussion 

17:45 End 
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Tuesday， April 25， 1989 
Afternoon 15:45・17:45

Colloquium 7 
Room B 

DYNAMIC METABOLlC PROCESSES IN MYELlN 

Chairperson: P.E. Braun (Montreal， Canada) 
Co-chairperson: O. Colman， (New York， USA) 

Time 

~olecular insights into myelin assembly 
O.R. Colman and B.O. Trapp (New York and Baltimore， USA) 

16: 15 Discussion 

15:45 

16:20 Neurobiology of transplanted oligodendrocytes. Myelination 
and remyelination in the mouse CNS 
M. Gumpel， O. Gout， C. Lubetzki， A. Gansm心lIer，and F. Lachapelle 
(Paris， France) 

16:50 Oiscussion 

16:55 Phosphorylation of MAG: A potential mechanism to regulate 
the interaction of oligodendrocytes with neurons 
P.E. Braun， T. Marshall， A.M. Edwards， N. Abraham， O. Afar， and 
J.C. Bell (Montreal， Canada) 

17: 15 Oiscussion 

17:20 Basal and receptor-stimulated metabolism of polyphospho・
inositides in peripheral nerve myelin 
J. Eichberg， L.N. Berti-Mattera， S.-F. Oay， J. Lowery and X. Zhu 
(Houston， USA) 

17:35 Oiscussion 

17:45 End 
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Tuesday， April 25， 1989 
Afternoon 15:45・17:45

Colloquium 8 

Room C 

Time 

15:45 

NEUROCHEMISTRY OF HYPOXIA/ISCHEMIA 

Chairperson: B.K. Siesjo (Lund， Sweden) 
Co-chairperson: B. Halliwell (London， UK) 

Acidosis and ischemic brain damage 
B.K. Siesjo and M.・し Smith (Lund， Sweden) 

16: 10 Oiscussion 

16:15 Oxidants， metal ions and neurological damage 
B. Halliwell (London， U的

16:40 Oiscussion 

16:45 Competitive and non-competitive NMDA antagonists reduce 
acute neuronal injury in vitro 
OW. Choi， M.P. Goldberg， H. Monyer， R.G. Giffard， and E.S. Tecoma 
(Stanford， USA) 

17: 10 Oiscussion 

17:15 Effect of a hydroxyl radical scavenger on brain edema and 
blood flow during cerebral ischemia 
A.L. Be包， 0.Ma也， M.E. Beer， and G.P. Schielke (Ann Arbor， USA) 

17:25 Oiscussion 

17:30 cGMP formation is involved in excitatory amino acid (EAA-) 
induced cytotoxicity in cerebral cortex neurones 
A. Frandsen and A. Schousboe (Copenhagen， Denmark) 

17:40 Oiscussion 

17:45 End 
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Wednesday， April 26， 1989 
Morning 8:30・12:00

FUNCTION OF ASTROCYTES 

Chairperson: B.R. Hamprecht (Tubingen， FRG) 
Co-chairperson: A. Schousboe (Copenhagen， Denmark) 

Symposium 5 

Room B 

Time Abst# 

8:30 Introduction 
B.R. Hamprecht (Tubingen， FRG) 

8:35 ~nzymes of energy metabolism in astrocytes 
B. Hamprecht， H. Wiesinger. P. Reinhart. B. Pfeiffer. A. M<主lIer.
K. Elmer. and B. Stahl (Tubingen， FRG) 

9:05 Discussion 

9:10 Metabolism of amino acid neurotransmitters in astrocvtes 
A. Schousboe and l. Hertz (Copenhagen， Denmark 
and Saskatoon， Canada) 

9・40 Discussion 

9:45 Voltage and transmitter activated ion channels in astrocytes 
B.A. MacVicar (Calgary， Canada) 

1 0: 1 5 Discussion 

10:20 Coffee 

10:50 Receptors for insulin-like growth factors in the central nervous 
system: Structure and function 
E. Van Obberghen. R. Ballo悦i.F.C. Nielsen. A. Kowalski. and 
S. Gammeltoft (Nice， France and Copenhagen， Denmark) 

11 :20 Discussion 

11 :25 Astrocytes and immune response in the brain 
W. Fierz (Zurich， Switzerland) 

11 :35 Discussion 

12:00 End 
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Wednesday， April 26， 1989 
Morning 8:30・12:00

5ymposium 6 

RoomA 

NEUROTROPHIC ACTION5 OF MITOGENIC GROWTH FACTOR5 

Chairpersons: K. Unsicker (Marburg， FRG)， M. 5ensenbrenner (Strasbourg， France) 

Time Abst# 

8:30 Introduction 

8・35

K. Unsicker (Marburg， FRG) 

Gene expression in response to growth factors and agents 
that induce differentiation 
H.R. Herschman (Los Angeles， USA) 

9:00 Discussion 

9:10 Localization of fibroblast growth factors in neurons and their 
effects on the proliferation of neural cells 
M. 5ensenbrenner， G. Labourdette， B. Pettmann， C. Gensburger， 
T. Janet， F. Perraud， F. Besnard， J.C. Deloulme， and H. Korr 
(Strasbourg， France and Aachen， FRG) 

9:35 Discussion 

9:45 Basic fibroblast growth factor: Presence and actions in the r帆州andcentral ne刊 oussystem 
. Unsicker， D. Blottner， D. Gehrke， C. Grothe， D. Otto， 
F. 5togbauer， and R. Westermann (Marburg， FRG) 

10: 10 Discussion 

10:20 Coffee 

10:45 Epidermal growth factor has a neurotrophic effect on neurons 
nervous from multiple regions of the central but not the 
~~帆e凶 ne刊ous system 
.5. Morrison， M. Freidin， J. Kessler， A. Chalazonitis， and 
J.R. Moskal (Bronx， USA) 

11 : 1 0 Discussion 

11 :20 Neurotrophic effects and mechanism of insulin-Iike growth 
~~~o.r~ .(I~Fsl= t-J.euri~~_ ~utgrowth and synaptogenesis 
D.N. Ishii (Ft. Collins， USA) 

11 :45 Discussion 

11 :55 Concluding remarks 
M. 5ensenbrenner (Strasbourg， France) 

← 65 
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Wednesday， April 26， 1989 
Evening 20・30・22:30

6. Interrelationship Between Adrenergic & Serotonergic 
Mechanisms in Peripheral Tissues 

Organizer: W. Osswald (Porto， PORTUGAL) 

Round Tables 
Q Q Q Q Q。

RoomA 

5-hydroxytryptamine (5-HT) and noradrenaline share a number 01 prope附esand 
there is growing evidence lor the existence 01 interactions between these biogenic amines in 
peripheral tissues with sympathetic innervation. It is well known that 5・HTand

noradrenaline are common substrates 01 MAO and that the activation 01 serotonergic 

receptors located on sympathetic varicosities reduces the release 01 noradrenaline 
Moreover，5・HTmay be taken up by these varicosities and lunction as a lalse transmitter 

The contractile responses 01 vascular smooth muscle to alpha-agonists are also aftected by 

5・HT.Thus， it appears 01 interest to a仕empt，in this round table， to deal with several 01 
these aspects， trying to clarify some 01 the controversies in this research area and to give 
new inlormation on the interrelationship between serotonergic and adrenergic mechanisms， 

in physiological and pathophysiological conditions. Participants include: 1. de la Lande 
(Austral泊)， J. Van Neuten (Belgium)， M.a. Paiva (Portugal)， and W. Osswald (Portugal) 

7. Environmental Neurotoxicology Room B 

Organizers: A.N. Davison (London， U.κ) and E. Heilbronn (Stockholm， SWEDEN) 

The Round Table on environmental toxicology will locus on the neurotoxic eftects 01 

metals. There is evidence that metals may be involved in the pathogenesis 01 neurological 
and psychiatric disorders. 

The toxic effects of cadmium on the peripheral nervous system and m&nganese on 

the basal ganglia will be discussed. A number 01 divalent cations including zinc interact with 

myelin and heavy metals are also neurotoxic. New data to be presented indicate that iron 

has a role in the aetiology 01 Parkinson's and Alzheimer's disease. Similarly the importance 
of aluminum in neurodegenerative disorder will be evaluated in relation to its biochemistry 

It is hoped that participants will contribute to the meeting with their own observations and 

thoughts in the newly developing field. Participants include: E. Heilbronn (Sweden)， H.H. 
Berlet (FRG)， M.B.H. Youdim (/srael)， and J. Lai (USA) 
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Wednesday， April 26，1989 
Evening 20:30・22:30

8. Are Glial Cells and Microvessels the Target of a Monoaminergic 

Round Tables 
。Q Q Q Q。

Room C 

Autonomic Nervous 5ystem ・andWhat Does this do to the 8rain? 

Organizer: L. Hertz (Saskatoon， CANADA) 

Virtually every organ in the body receives autonomic innervation， regulating blood 

supply and basic metabolic functions. It has generally been assumed that the brain does 

not possess such a system. However， evidence is accumulating that the monoaminergic 

fibers extending from locus coeruleus (adrenergic) and the raphe nuclei (serotonergic) in 

the brain stem serve such a role and innervate microvessels and glial cells (probably mainly 

astrocytes) in the entire brain. In this round-table， B.K. Hartman will discuss anatomic 

similarities between these central monoaminergic systems and the sympathetic nervous 

system， receptor expression by microvessels， and effects of locus coeruleus stimulation on 

vascular permeability. 5.1. Harik and/or R.N. Kalaria (USA) will describe up-regulation of 
adrenergic receptors on brain microvessels following locus coeruleus lesions， showing that 

the vessels are indeed functionally innervated from this nucleus， as well as effects of locus 

coeruleus lesions on vascular permeability to protein. B.A. Pearce will talk about receptor 

expression on astrocytes (with main emphasis on a-adrenergic， s-adrenergic and 

sertotonergic receptors) and discuss the functional role of these receptors， especially 

effects mediated by the phosphoinositide second messenger system. B.トiamprecht(FRG) 

will present data on cellular distribution in vivo of phosphorylase， an enzyme activated by 

s-adrenergic agonists (increasing glycolysis). effects of isoproteronol and VIP on 

glycogenolysis， and the possible role of this system on brain metabolism. K.D. McCarthy 
(USA) will describe the distribution of the subtypes of s-adrenergic receptors on astrocytes 

in primary cultures under different conditions and the relative paucity of these receptors on 

cultured neurons， as well as effects of adrenergic stimulation on protein phosphorylation. 

L. He也 (Canada)will discuss how astrocytic changes in metabolic activities and in 
membrane permeability might affect neuronal activities and the possibility that abnormalities 

in the interaction between monoaminergic nerve fibers and astrocytes might be casually 

involved in neurological (e.g.， Alzheimer's disease) and psychiatric (e.g. depression) 

disorders 

9. External Ca2+ -independent Release of Transmitters 
Organizer: V. Adam-Vizi (Budapest， HUNGARY) 

Room D 

The aim is to debate transmitter release processes that are not triggered by entry of 

external Ca2+. Areas to be reviewed and discussed include: external Ca2+ -independent 

release of glutamate， D. Nicholls (UK); acetylcholine， 5. Tucek (Czechos/ovakia) and V. 
Adam-Vizi (Hungary); and noradrenaline， E.5. Vizi (Hungary). Other topics will also be 

presented by others. There will be audience participation in discussion concerning the 

impoパanceand possible physiological significance of these processes. 
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Thursday， April27， 1989 
Morning 8:30・12:00

Symposium 7 

Room B 

Time 

8:30 

CALCIUM AND NEURAL FUNCTION 

Chairperson:・ A.P.Carvalho (Coimbra， Portugal) 
Co-chairperson: M.P. Blaustein (Baltimore， USA) 

[Ca2+]1 measurement in resting and activated neurons and 
neuroeildocrine cells 
T. Pozzan (Ferrara， 1俗的

8:55 Discussion 

9:00 Inositol polyphosphates and intracellular Ca2+ homeostasis 
in neurones 
S.R. Nahorski (Leicester， UK) 

9:25 Discussion 

9:30 Structural， flJ.l"!ctional and pharm.tlcological prop'erties of voltage-
sensitive ea2+ channels a'nd Ca2+ -activate'd K十 channels
M. Lazdunski (Nice， France) 

9:55 Discussion 

10:00 Coffee 

10:30 Calcium and the chromaffin cell secretory process 
A.G. Garcfa， C.F.J. Castillo， R.J. Fonteriz， J.M. Guantes， 
M.A. Moro， B. Garrido，し Gandia，P. Michelena， and M.G. Lopez 
(Madrid， Spain) 

10:55 Discussion 

11 :00 Calcium transpo同acrossthe neuronal plasma membrane 
M.P. Blaustein (Baltimore， USA) 

11 :25 Discussion 

11 :30 Calcium regulation and neurotransmiHer release in synaptosomes 
A.P. Carvalho， M.S. Santos， P. Goncalves， C. Duarte-Bandeira， 
and C. Carvalho (Coimbra， Portugal) 

11 :55 Discussion 

12:00 End 
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Thursday， April27， 1989 
Morning 8:30・12:00

Symposium 8 

RoomA 

NEUROCHEMISTRY OF NEUROLOGICAL AND PSYCHIATRIC DISORDERS 

Chairperson: C.B. Nemeroff (Durham， USA) 
Co-chairperson: F. Javoy-Agid (Paris， France) 

Time Abst# 

8:30 Introduction 

8:35 

C.B. Nemeroff (Durham， USA) 

The neurochemistry of affective disorders 
C.B. Nemero行(Durham，USA) 

9:05 Discussion 

9:10 Alzheimer's disease: Advances in molecular biology 
J.T. Coyle (Baltimore， USA) 

9:40 Discussion 

9:45 Neurochemistrv of Parkinson's disease 
F. Javov-Agid， E.C. Hirsch， and Y. Agid (Paris， France) 

10: 15 Discussion 

10:20 Coffee 

10:50 The neurochemistry of schizophrenia 
J.E. Kleinman (Washington， USA) 

11 :20 Discussion 

11 :25 The neurochemistry of Huntington's disease 
M.F. Beal (Boston， USA) 

11 :55 Discussion 

12:00 End 
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Thursday， April 27， 1989 
Afternoon 14:00・16:00

Oral Communication 9 

RooπlA 

CHANNELS 

Chairpersons: C.A.M. Carvalho (Coimbra， Portuga札R.O.Schwartz (Durham， USA) 

Time Abst# 

14:00 Monoclonal antibody sbpreacil inc for the DHP-sensitive calcium S49B 
channel from chicken brain 
M. Takahashi and Y. F:ujimoto (Tokyo， Japan) 

14:15 The effect of ATP on Ca2+ channel activity 
W.-H. Tsai， T.-F. Man， Y.-H. Lee， and A.Y. Sun 

S49C 

(Ta伊ei，Republic of China) 

14:30 lnhlbitionof the (Ca2++MgZ+2+c)hAaTrPtna4 se activity of synaptic S490 

pDl-aL sma membranes by Ca el antaCg-A onists 
L. Santos， J.O. Malva， A.P. Carvalho， and C.A.M. Carvalho 
(Coimbra， Portugaf) 

14:45 Voltage-gated Na channel expression in cultured CNS neurons S50A 

and earsWtaroldg-lia:A rc(oPmaupsa， rative study 
Y. Berwald-Netter (Paris， France) 

15:00 Veratridine-stimulation of voltaA ge-dependent Na+.channels S50B 
in cultured rat brain neurons: A neurotoxic pathway 
Prevented by伽 la帥 le
.J. Pauwels， H.P. Van Assouw， and J.E. Leysen (Beerse， Belgium) 

15:15 The ionic basis of pZrOe|styna(Npetiw c modulation S50C 
J.R. Cooper and G. Zoltay (New Haven， USA) 

15:30 DqT al effect of ign ernaet ral anesthetics on Ca++.activated S500 
K-t-channels in rat glioma C6 cells 
PW.L. Tas， H.G. Kress， and K. Koschel (Wurzburg， FRG) 

15:45 NMDAjglycine/ion channel recln eXp・t1or complex in brain synaptic S51A 
membranes treated with Triton X-100 
Y. Yoneda and K. Ogita (Osaka， Japan) 

16:00 End 
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thursday，April27，1989 
Afternoon 14:00-16:00 

Oral Communication 10 

Room B 

REGENERATION 

Chaゆers-ons:M. Kanje， (Lund， Sweden). M. Brzin (υubljana， Yugos/avia) 

Time Abst# 

14:00 Characterization of primary glial cells from regenerating S51 B 
fish optic nerves 
A. Cohen and M. Schwartz (Rehovot， Israe0 

14: 15 The presence of glioblasts in mature brain may account for S51 C 
the development of a population of transplant-derived glia in the 
host brain after grafting adult brain tissue 
C. Jacque， V. Ignacio， A. Gansmuller， 1. Suard， V. Collins， and 
N. Baumann (Paris， France) 

14・30 Effects of protease inhibitors and basallamina components on S510 
regeneration of the rat sciatic nerve 
M. Kanje (Lund， Sweden) 

14:45 Modest role of neurotropism in peripheral nerve regeneration S52A 
after crush injury 
J. Sketelj， M. Bresjanac， and M. Popovic (Ljubljana， Yugos/avia) 

15:00 Effects of innervation on molecular forms of AChE in regenerating S52B 
slow and fast rat muscles 
J. Sketelj， N. Crne， and M. Brzin (Ljubljana， Yugos/avia) 

15: 15 Enhanced expression of growth-associated protein 8・50/GAP-43in S52C 
dorsal root ganglia and sciatic nerve during regenerative sprouting 
P. Schotman， C.E.E.M. Van der Zee， H.B. Nielander， A.J. Van Rozen， 
S. Lopes da Silva， J.P. Vos， L.H. Schrama， A.B. Oestreicher， and 
W.H. Gispen (Utrecht， Netherlands) 

15:30 The effect of αMSH on the initial sprouting response of S520 
dissociated spinal neurons as measured with a direct elisa for the 
rosphoproteM50 
. van der Neut， P. Sodaar， and P.R. Bar (Utrecht， Netherlands) 

15:45 Amino acid modification of proteins in regenerating sciatic S53A 
nerves of rats 
G. Chakraboパy，M. Yu， O. Luo， J.A. Sturman， and N.A. Ingoglia 
(Newark and Staten Is/and， USA) 

16:00 End 

司
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Thursday， April27， 1989 
Afternoon 14:00・16:00

Oral Communication 11 
Room C 

GLlAL CELLS 

Chairpersons: L.L. Sarlieve (Strasbourg， France). H. Wiesinger (Tubingen， FRG) 

Time Abst# 

14:00 Evidence that secondary rat Schwann cells in culture maintain S53B 
th~r differentiated phenotype 
L. Rutkowski，し Needham，K Frayer， D. Carson， M. Filbin， G. McKhann， 
and G. Tennekoon (Baltimore， USA) 

14: 15 Glucose and sorbitol uptake in glucose-deprived astroglia-rich S53C 
BrimaryC山 res
. Wiesinger. D. Marquardt， and B. Hamprecht (Tubingen， FRG) 

14:30 Regulation of GFAP and of its encoding mRNA during in vitro S530 
an<! in vivo astroglial development 
M. Tardy， G. Leprince， H. Riol， C. Fages， B. Rolland， and J. Nunez 
(Creteil， France) 

14:45 Astrocytes do not have statin， the protein of nonproliferative S54A 
cells 
S. Fedoro行，1.Ahmed. and E. Wang (Saskatoon and Montreal， Canada) 

15:00 In vitro hormonal regulation of astrocyte proliferation S54B 
L. Bologa and R. Muntwyler (Zurich， Switzerland) 

15: 15 Pure cultured rat oligodendrocytes express high level of S54C 
an erbA protooncogene transcript 
F. Besnard. M. Luo. T. Janet. G. Labourdette， J. Puymirat， 
J.H. Oussault， and しL.Sarlieve (Strasbourg， France and 
Ste Foy， Canada) 

15:30 Expression of 01 antigen on cultured murine glial cells S540 
marks commitment to the oligodendrocyte lineage 
J. Trotter， H. Sontheimer. H. Kelttenmann， and M. Schachner 
(Heidelberg， FRG) 

15:45 In vitro and in vivo studies demonstrate the existence of S55A 
thr~e oligodendrocyte populations 
A. Espinosa de los Monteros， M. Zhang. and J. de Vellis 
(Los Angeles， USA) 

16:00 End 
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Thursday， April 27， 1989 
Afternoon 14:00-16:00 

Oral Communication 12 

Room 0 

15CHEMIA 

Chairpersons: E.C. Monteiro (Oeiras， POバugan，L. Hillered (Uppsala， Sweden) 

Time Abst# 

14:00 Chemical changes in the extracellular fluid of human cerebral 555B 
cortex during ischemia measured by intracerebral microdialysis 
L. Hillered， L. Persson， and U. Ungerstedt (Uppsala and Stockholm， 
Sweden) 

14: 15 The effect of f1unarizine treatment on norepinephrine uptake S55C 
after focal cerebral ischemia 
C.T. Lin， H.L. Tang， Y.C. Chang， and A. 5un 
(Taipei， Republic of China) 

14:30 Postiscemic decrease of glutamate decarboxylase activity in S550 
substantia nigra in hyperglycemic rats 
M.-L. Smith， J. Folbergrova， K. Inamura， and B.K. Siesjo (Lund， Sweden， 
Prague， Czechoslovakia， and Tokyo， Japan) 

14:45 Striatal extracellular dopamine and metabolites during S56A 
transient forebrain ischemia: Effect of pargyline 
G. Oamsma， H.C. Fibiger， O. Wenkstern， L. Mudrick， and O.P. Boisvert 
(Vancouver and U. Albeバa，Canada) 

15:00 Increased LCGU and decreased LC8F in rat hippocampus 7 days S56B 
after ischemia 
R. Rischke and J. Krieglstein (Marburg， FRG) 

15: 15 Neuropeptide-Y immunoreactivity is lost in rat hippocampus S56C 
after cerebral ischen可iaand kainic acid seizures 
F.-F. Johansen， T. Bruhn， and N.H. Oiemer (Copenhagen， Denmark) 

15:30 Zinc depletion in mossy fibers and accumulation in dentate S560 
hilar cells after cerebral ischemia in rat 
F.-F. Johansen， N. Tonder， C.J. Frederickson， N. Diemer， and 
J. Zimmer (Copenhagen， Denmark) 

15:45 Changes in PKC activity and loss of a 58 kD PKC substrate S57 A 
phosphoprotein in the rat striatum following transient reversible 
cerebral ischemia 
T. Wieloch， T. Saitho， and J. Zivin (La Jolla， USA and Lund， Sweden) 

16:00 End 
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Thursday， April 27， 1989 
Afternoon 16:30・18:30

Colloquium 9 

RoomA 

MOLECULAR BIOLOGY OF NEUROPEPTIDE RECEPTORSt 

Chairperson: E.A. 8arnard (Cambridge， UK) 
Co・chairperson:A.J. Lanca (Coimbra， Portugal) 

Tiπle 

16:30 Molecular characterization of neuropepti.de receptors and of 
I! novel membrane protein involved in K"t" permeation 
S. Nakanishi (Kyoto，Japan) 

17:00 Oiscussion 

17:05 The guanylate cyclase receptor family 
O.しGarbers(Nashville， USA) 

17:35 Oiscussion 

17:40 Structure and function of opioid and neurotensin receptors 
E.A. 8arnard (Cambridge， UK) 

18:10 Oiscussion 

Opioid receptors: Are Jl and 6 subtypes the products of the 
same gene? 
F. Cabon， A. Cupo， N.A. 8aumann， and 8. Zalc会 (Paris，France) 

18:25 Oiscussion 

18:15 

18:30 End 

* denotes speaker if not first author 

tThis colloquium was made possible by support from Sandoz Ltd 
(Pharma Oivision， 8asel)， Rhone-Poulenc Sante， Pfizer Central 
Research (U閃， Hoechst AG (Frankfurt) and Parke-Oavis Research Unit 
(Cambridge)， which is gratefully acknowledged. 
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Thursday， ApriJ 27，1989 
Afternoon 16:30・18:30

Colloquium 10 

Room B 

Time 

16:30 

NERVE GROWTH CONES: MEMBRANE COMPONENTS AND THEIR 

INTERACTIONS WITH THE MICRO-ENVIRONMENT 

Chairperson: K.H. Pfenninger (Denver， USA) 
Co-chairperson: D. Monard (Basel， Swi位erland)

Growth cone membrane and submembrane proteins 
K.H. Pfenninger (Denver， USA) 

16:55 Discussion 

17:00 Integrin: Its family and neighbors 
A.F. Ho附 l包 (Urbana，USA) 

17:25 Discussion 

17:30 An NGF-inducible integrin complex of rat pheochromocytoma 
PC12 cells showing properties of a laminin receptor 
P.C. Marchisio， 1. Gavazzi， M. Abbadini， R. Timpl， G. Tarone， and 
P. Rossino (Torino， I臼Iyand Martinsried， FRG) 

17:40 Discussion 

17:45 Cell-derived proteases， protease inhibitors and extracellular 
matrix at the growth cone 
D. Monard and G. Rovelli (Basel， Switzerland) 

18: 10 Discussion 

18:15 Enhanced neurite outgrowth from sensory neurons grown on 
monolayers of cells transfected with cDNAs encoding three 
distinct N-CAM Isoforms 
P. Doherty， G. Dickson， L.H. Rowett， C.H. Barton， H. Gower， 
V.L. Elsom， P. Seaton， and F.S. Walsh仏ondon，U同

18:25 Discussion 

18:30 End 
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Thursday， April 27， 1989 
A代ernoon16:30・18:30

Colloquium 11 

Room C 

Time 

16:30 

16:35 

17:00 

17:25 

17:50 

HISTORY OF NEUROCHEMISTRY: CONTRIBUTIONS TO EARLY 

NEUROCHEMICAL DEVELOPMENT BY DRUGS AND MEDICAMENTS， 
1850s・1950s

Chairperson: H. Mcllwain (Birmingham， UK) 
Co-chairperson: J.J. Ghosh (Calcutta，的dia)

Introduction: Contribution to neurochemical develqpment by 
drugs and medicaments， 1850s・1950s
H. Mcllwain (Birmingham， UK) 

The contribution made by drugs and toxins to our knowledge 
of cholinergic function 
V.P. Whittaker (Go付加gen，FRG) 

Early clinical neurochemistry of some drugs acting on the CNS 
TしSourkes(Montreal， Canada) 

Hallucinogenic agents， especially mescaline， amphetamine 
and cannabis 
M. Sandler (London， UK) 

Reserpine and phenothiazine tranquillizers 
G. Curzon (London， U的

18: 15 Oiscussion 

18:25 Closing remarks 
J.J. Ghosh (Calcutta， India) 

18:30 End 
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Thursday， April 27， 1989 
Evening 20・30-22:30 

Round Tables 

QQQQQQ  

10. Molecular Control of Protein Kinases Room A 

Organizers: J.A.P. Rostas and P.R. Dunkley (New South Wales， AUSTRALlA) 

The aim of this Round Table is to review some controversies and examine future 

directions in this area. A number of questions will be considered concerning protein 

kinases in general and looking particularly at the similarities and differences between each 

kinase system. Chairmen will introduce the questions under the headings: Control of 

Expression， Post-translational Modification， and Location of Kinases. One or two speakers 
will lead off the discussion with short presentations. Lively discussion and brief 

contributions from the audience will be encouraged‘overhead projectors， 35mm slide 

projector and white board will be available. Anyone interested in the workshop is welcome 

to attend. Those interested in presenting should contact the organizers. Anticipated list of 

pa出cipantsincludes: J. Babitch (USA). F. Benfenati (1飽Iy)，P. Dunkley (Australia). 

W.H. Gispen (Hol畑nd)， J. Gurd (Canada)， M. Kennedy (USA). 1. L.evitan (USA)， Z. Naor 
(Israe乃， J. Neary (USA). K. Pfenninger (USA)， J. Rostas (Australia). and C. Wasterlain (USA) 

11. The Effect of Growth Factors on Gene Expression 

in the Nervous System 

Organizers: A.M. Giuffrida (Ca飽nia，ITALηand J. de Vellis (USA) 

Room 8 

Although hormones have long been known to influence neural development， little 

was known until recently about their precise mechanisms of action on gene expression 

Recently， the study of the effect of growth factors on the differentiation of neurons， 

astrocytes， and oligodendrocytes has become a rapidly emerging field. This round table 

will focus on recent studies which show that hormones and growth factors regulate a wide 

spectrum of genes expressed in glial cells and neurons. The site of action of these factors 

is not only at the transcriptionallevel， but also at the post-transcriptional and translational 

level. Quantitative two-dimensional gel analysis has revealed that the number of proteins 
regulated in a cell type by a single agent is rather large. Finally， quantitative analysis of 

in situ hybridization of mRNA allows investigators to study gene regulation in primary culture 

of mixed cell populations. Participants include: A. Campagnoni (USA). J. de Vellis (USA). 

A.M. Giuffrida-Stella (Italy)， P. Honegger (Switzerland)， J.M. Matthieu (Switzerland)， 

M. Sensenbrenner (France)， and B. Zalc (France). 
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Thursday， April 27， 1989 
Evening 20:30・22:30

Round Tables 
。Q Q Q Q。

12. Free Radicals in the Nervous System 

Organizer: しAustin(Melbourne， AUS了間LlA)
Room C 

Oxyradicals are increasingly being implicated in a number of diseased states and in 

the aging process. They have particular relevance to the nervous system because of the 

high level of oxygen utilization by the CNS， the importance of polyunsaturated fatty acids in 
neural membranes， and the relative inefficiency of protective mechanisms in the brain. In 
addition， structures such as nucleic acids and the cytoskeleton are susceptible to oxyradical 

attack and therefore， they are implicated in neuronal cell death. This is of particular 

signjfjcance as a result of trauma， since stroke and spinal cord injuries both lead to elevated 

cellular calcium levels which activate intracellular proteases. These， in turn， convert xanthine 

dehydrogenase to xanthine oxidase and lead， indirectly， to production of superoxide ion 

and subsequently H
2
0
2 
and ・OH.Thus， reduction in oxyradicaトproductionin these 

conditions may reduce some of the effects of injury. Synaptic membranes are rich in 

polyunsaturated fatty acids and therefore susceptible to oxyradical induced peroxidation 

This may be of pa代icularimportance in diseases such as Down's syndrome and 

Alzheimer's disease. The accumulation of lipofuscin and neurofibrillary plaques， heavily 

cross-linked polymers， are accelerated by oxyradicals. To some extent， oxyradicals 

probably play a role in the aging process， since protective enzymes diminish with age. 

Questions to be discussed by the participants .include the role of oxyradicals in CNS 

trauma， neuronal disease， and aging. Methodology to assay oxyradicals will be discussed. 

Pa凶cipantsinclude: B. Halliwell (UK)， L. Battistin (1飽Iy)，L. Betz (USA). and K. Schwartz 
(USA) 

口。
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Thursday， April 27， 1989 
Evenings 20:30・22:30

13. Biology and Chemistry of Gangliosides 

Organizer: S. Basu (South Bend， USA) 

Round Tables 
。Q Q Q 0 0 

Room D 

Physico-chemical and enzymatic methods are powerful tools to investigate the 

structure of gangliosides and their conformation and orientation in cell membranes. Four 

presentations are dedicated to new methods in ganglioside chemistry: Scanning 

microcalorimetry， G. Tettamanti (Italy); NOE-proton coupling， R. Yu (USA); Ceramide 

Glycanase， Y.-T. Li; Sulfated glucuronyl glycolipids and neuronal adhesion， 
F. Jungalwala (USA). 

The trophic effect of gangliosides is a newly discovered phenomenon. The effect of 

gangliosides (R. Ledeen， USA) and synthetic sialyl compounds (S. Tsuji， Japan) on neurite 

outgrowth will be discussed. These presentations will be followed by discussion concerning 

advances in knowledge of those neurolugical diseases where metabolism is hindered: 

Alzheimer's disease， L. Svennerholm (Sweden) and Tay Sachs and Sandhoff's disease， 
K. Suzuki (USA) 

Other presentations will concern the role of glycosyltransferases in the control of 

ganglioside， as well as neoloacto・andglobo-family glycolipid， biosynthesis. Systems to be 

discussed include: developing brain， A. Makita (Japan) and M. Basu (USA); cultured cells， 

H. Dreyfus (France); Golgi bodies， K. Sandhoff (FRG). 

14. Calcium and Chromaffin Cell Activation Room E 

Organizer: L. Rosario (USA) 

The chromaffin cell has been looked upon as a model system for exocytotic secretion 

of hormones and neurotransmitters. Substantial progress has been made in the last few 

years on the understanding of the basic biochemical and biophysical mechanisms involved 

This round table will center on the role of calcium as the primary second messenger for 

secretion. A particular emphasis will be given to the following topics: role of voltage-

sensitive calcium channels and intracellular free calcium transients in catecholamine 

secretion; phosphoinositide metabolism and generation of second messengers; protein 

kinase C and mechanisms of exocytosis; electro-permeabilized cells and tumor ceils as 

models for secretion. Participants include: H. B. Pollard (USA). B. Soria (Spain). 

L.M. Rosario (USA)， T. Pozzan (1飽か).and E. Forsberg (USA) 
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Friday， April 28， 1989 
Morning 8:30・12・00

Symposium 9 

Room B 

Time 

8:30 

BASIC AND CLlNICAL ASPECTS OF EXCITATORY AMINO ACIDS 

Chairperson: F. Fonnum (均e/.帆 Norway)
Co・chairperson:J. Lehmann (Puteaux， France) 

!r~nsmitter and nontransmitter pools of glutamate 
F. Fonnum (Kjeller， Norway) 

8:55 Oiscussion 

9:00 Isolation， characterization and localization of the cerebellar 
kainate sub-type of glutamate receptor 
V.1. Teichberg. N. Eshhar. P. Gregor， A. Ortega. and P. Somogyi 
(Rehovot， Israel and Oxford， UK) 

9:25 Oiscussion 

9:30 Modelling the NMDA receptor complex・"TheBlind Men and 
the Elephant" 
J. Lehmann. W. Koek. and F. Colpaert (Puteaux， France) 

9:55 Oiscussion 

10:00 Co行ee

10:30 Mechanisms of long-term potentiation in the hippoce)mpus 
M.A. Lynch. M.L. Errington. J.H. Williams. K.L. Voss， M.P. Clements， 
and T.v.P. Bliss (London， U同

10:55 Oiscussion 

11:00 Mechanisms and protection of glutamate induced neuronal death 
E. Costa (Washington， USA) 

11 :25 Oiscusison 

11 :30 Excitatorv amino acid derivatives: Dreams and realities 
しTurski(Berlin， FRG) 

11 :55 Oiscussion 

12:00 End 
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S13A 

S13B 
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Symposium 10 

RoomA 

Time 

8:30 

ROLE OF PROTEIN PHOSPHORYLATION IN SYNAPTIC TRANSMISSION 

Chairpersons: J.A.P. Rostas and P.R. Dunkley (Newcastle， Australia) 

Abst# 

Synaptosomal protein phosphorylation and the neurotransmitter 
release cycle 
P.R. Dunkley (Newcastle， Australia) 

S13D 

9:00 

8:55 Discussion 

S14A Interaction of synapsin I with brain synaptic vesicles and F-actin: 
Possible role in the regulation of neurotransmitter release 
F. Benfenati， M. Bahler， and P. Greengard (Modena， Italyand 
New York， USA) 

9:30 

9:25 Discussion 

S14B Modulation of neuronal ion channels by protein phosphorylation 
I.B. Levitan， P.H. Reinhart， and S. Chung (Waltham， USA) 

9:55 Discussion 

10:30 

10:00 Coffee 

S14C Regulation of a synaptic calcium/calmodulin-dependent protein 
kinase in rat hippocampus 
M.B. Kennedy， S.G. Miller， S.S. Molloy， and B.L. Pa口on
(Pasadena， USA) 

11 :00 

10:55 Discussion 

S14D Studies of synaptic protein tyrosine kinase 
P.D. Ellis and JW. Gurd* (Toronto， Canada) 

11 :25 Discussion 

11 :30 Developmental changes in protein kinase systems 
J.A.P. Rostas (Newcastle， Australia) 

S15A 

11 :55 Discussion 

12:00 End 

* denotes speaker if not first author 
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Friday， April28， 1989 
Afternoon 14:00-16:00 

Oral Communication 13 
Roo円lA

RECEPTOR REGULATION 

Chairpersons: F. Mayor， Jr. (Madrid， Spa的).A. 8orsodi (Szeged， Hungaヴ)

Time Abst# 

S578 Effects of a neonatal 6-0HOA denervation on dopamine receptors 
in rat cerebral cortex and neostriatum 
K.M. Oewar， J.-J. Soghomonian， J. 8runo，し Oescarries，and 
T.A. Reader (Montreal， Canada and Columbus， USA) 

Time-dependent effects of estradiol and progesterone on the 
num_ber 0' striatal dopaminergic 02 receptors 
J.J. Fernandez-Ruiz， J:C. Amor~M. Cebeira， R. de Miguel， 
M.L. Hernandez， and J.A. Ramos (Madrid， Spain) 

14:00 

14:15 S57C 

S570 Effects of lesions of cortico-and nigrostriatal pathways 
on 0・1and 0-2 dopamine receptors in human caudate nucleus 
J. Oe Keyser， H. Walraevens， J.-P. Oe 8acker， G. Ebinger， and 
G. Vauquelin (Brusse/s， Belgium) 

Phosphorylation of the 48 kOa subunit of the glycine synaptic 
receptor by protein kinase C 
A. Ruiz-Gomez， M. Vaello， F. Valdivieso， and F. Mayor， Jr. 
(Madrid， Spa的)

14:30 

S58A 14:45 

S588 Postnatal development of beta-adrenergic receptor kinase 
activity in different tissues of the rat 
1. Garcfa-Higuera and F. Mayor， Jr. (Madrid， Spain) 

15:00 

S58C End~genous factors may regulate muscarinic receptors 
(mAChR) in i1eum longitudinal smooth muscle 
H. Ladinsky， R. Hammer， E. Monferini， and しDeConti 
(Milan，1飽Iyand Ingelheirη， FRG) 

Regulation of sigma receptors: Multiple states， GTP shifts and 
up-regulation by rimcazole and 1 ，3・Oi(2・tolyl)guanidine
P.M.8eaバ， R.O. O'Shea， and O.T. Manallack (Heidelberg， Australia) 

Mu電electiveaffinity labelling of rat brain opioid receptors 
by J'H]・.TYR・0・ALA-GLY-(Me )-PHE~chloromethyl ketone 
A~ Borsodi， E. Varga， S. 8enytie， H. Oktem， and J: Simon 
(Szeged， Hungary) 

16:00 End 

15:15 

S580 15・30

S59A 15:45 

内
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Friday， April 28， 1989 
Afternoon 14・00-16:00

Oral Communication 14 

Room C 

NEUROTRANSMITTER RELEASE 

Chairpersons: M.V. Gomez (Minas Gerias， Brazi乃，V. Gallo (Rome， Itaケ)

Time Abst 

14:00 Glutamate evoked GABA release in cultured avian retina ceils. 559B 
Non-redqe uirement for excitatorey ll amino acid nreenceo，pBtora r activation 
M.C.F. de Mello and F.G. de Me110 (Rio de Janerio， Brasi乃

14:15 NeESwicly les-Sy| nthesized ACh，extracellular volume marker and the S59C 
vesicle-specific membrane marker SV2 in recycled cholinergic 
sFy. naptic vesicles 
Bonzelius and H. Zimmerman (FrankfuぺFRG)

14:30 t哨kct4NAatBioAnofexcitatory amino acid recBeed pta ors stimulates S590 
release from ceils of the type-2 astrocyte lineage 

V. Gallo and G. Levi (Rome， Italy) 

14:45 The effect of tleitayl usslti oxin on the 『eleaseofPHI-glycinefrom S60A 
rat brain cortical slices 
MY  Gomez， M.G.M. Zaganelli， and A.M. Ribeiro (Minas Gerais， Brasil) 

15:00 K-induced，Cocaa-drdeipuemn:dN ent release oa1f ol a，ilmCphhpaHlie-ca) amti inoisobutyrate 560B 
from rat myocardium: Neurochemical implications 
F. Orrego and J.A. Rodriguez (Santiag 

15:15 Effects of somatostatin on acetylcholine release in rat S60C 

hrD {MeEpcM openpoA佐tc田r。aarm叫sL 0pC.uaPs nA adPaLo} aspsc-bh l.interacti。r首相thpresynaptic muscarinic 
ak， B. Collier， and R. Quirion 

15:30 The effect of tityustoxin and ouabain， in the release of S600 
acetylcholine and protein phosphorylation in central nervous 

sMy.Vst. em 
Gomez， M.A.M. Prado， and A.M. Ribeiro (Minas Gerais， Brasil) 

15:45 
Antibodies d tcoaMlnc.1ieIusdrm aiaedtl oe(pGpheifo-nSrdueer，-na Yt vnAeetC1revh ，e Frertaelenrracy1seine ) alnzeznbrane protein 

S61A 
involved in 
N. Morel an 

16:00 End 
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Friday， April 28， 1989 
Afternoon 14:00・16:00

Oral Communication 15 
Room B 

AXONAL AND SYNAPTIC PROTEINS 

Chairpersons: R.A. Nixon (Belmont， USA)， P.w. Beesley (London， U的

Time Abst# 

14:00 Ch~nSJes !n ~he composi~ion and .pho~ph.o.rxlatio." o~ c~oskeletal S61 B 
proteins during neuronal maturation 10 chicken forebrain 
C. Koszka， V. Brent， and J.A.P. Rostas (Newcastle， Australia) 

14:15 Insulin， insulin-like growth factor-1， and basic fibroblast S61 C 
growth factor differentially induce cytoskeletal tubulin and 
neurofilament mRNA in primary cultured neurons 
L.A. Pena and J. de Vellis (Los Angeles， USA) 

14・30 One of multiple phosphorylated variants of the middle S61 D 
neurofilament subunit (NF-M) preferentially associates with 
neurofilaments in the stationary axonal cytoskeleton 
R.A. Nixon， S.E. Lewis， and R.K. Sihag (Belmont， USA) 

14:45 A 25-kDa peptide from synapsin I binds actin and tubulin S62A 
T.C. Petrucci and G. Macchia"(Rome， I飽Iy)

15:00 Axolemmal cytoskeleton， kinases and intrinsic proteins S62B 
V.S. Sapirstein， C. Flynn， C. Nolan， A. Babinski， and Y. Ehrlich 
(S飽tenIsland， USA) 

15・15 Characterization of a novel 66 kDa neurofilament protein S62C 
F.-C. Chiu and E.A. Barnes (Bronx， USA) 

15:30 Biochemical characterization of two synaptic vesicle membrane S62D 
glycoproteins 
W. Volknandt and H. Zimmerman (Frankfurt， FRG) 

15:45 Synapse-enriched glycoproteins， GP65 and GP55; molecular S63A 
propertiesanM d i凶den州tif刷
.w. Beesley， 1. Willmo抗，1.Hill， 1. Skitsa， and C.P. Selkirk (London， U的

16:00 End 
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Friday，ApriI28，1989 
Afternoon 14:00・16:00

Oral Communication 16 

Room D 

Time 

SEIZURES 

Chairpersons: R. Tapia (Mexico， Mexico). G. Rodriguez de，Lores Arnaiz 
(Buenos Aires， Argentina) 

Abst# 

14:00 Induction profile of ODC mRNA and enzyme activity in rat brain S63B 
Iollowing ECS treatment 
S.C. Bondy， C. Mattia， and N. Zawia (lrvine， USA) 

14:15 Increased synthesis of somatostatin， NPY， and CCK・8in kainic S63C 
，，!ci~-induced epilepsy in the rat 
G. Sperk， J. Marksteiner， R. Widmann， C. Olenik， and D.K. Meyer 
(/nnsbrucκAustria and Freiburg， FRG) 

14:30 Circling behavior and limbic seizures induced by intranigral or S63D 
intrahippocampal injection of ruthenium red 
R. Tapia， J. Flores-Hernandez， and G. Garcfa-Ugalde (Mexico， Mexico) 

14:45 L-glutamate and L-aspartate transport systems in astrocytes in S64A 
primary cultures from Swiss-Webster， C57 and audiogenic 
seizure-susceptible DBAJ2J mice 
A.S. Bender， D.M. Woodbury， and H.S. White (Saft Lake City， USA) 

15:00 Milacemide stimulates deficient glial (Na+， K+)-ATPase in S64B 
audiogenic DBA/2 mice and in epileptogenic FOCI of cats with a 
freeze lesion 
D. Guillaume， J. Laschet， T. Grisar， and M. Vergniolle-Burette 
(Liege， Befgium) 

15: 15 5'-nucleotidase increase in some brain subcellular fractions S64C 
after the administration of the convulsant 3・mercaptopropionicacid 
E. Girardi， G.P. Raffo， and G. ROdriguez de Lores Arnaiz 
(Buenos Aires， Argentina) 

15:30 Diisopropyl phosphorofluoridate-induced bursting in rat S64D 
hippocampal slices: Effects of atropine， physostigmine， and 
gallamine 
L.S. Jones， D. Lapadula， M. Abou-Donia， and D.v. Lewis 
(Cofumbia and Durham， USA) 

15:45 Activation of eH]hemicholinium・3binding sites in rat brain S65A 
during status epileゃticusinduced by lithium andpilocarpine 
M.D. Saltarelli， C.J. Clingroth， K. Yamada， and J.T. Coyle 
(Baftimore， USA) 

16:00 End 
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Friday， April 28， 1989 
Afternoon 16: 30-18:30 

PROGRE55 IN CHOLlNERGIC NEUROTRAN5MI5510N 

Colloquium 12 

Room 8 

Chairpersons: 5. Tucek (Prague， Czechoslovakia). 5. Parsons (5anta 8arbara， USA) 

Time 

16:30 

16:45 

Controversial issues in understanding cholinergic neurons 
S. Tucek (Prague， Czechoslovakia) 

Molecular biology of choline acetyltransferase 
s. 8errard， A. 8rice， E. Habert， and .J. Mallet (Gif sur Yve汀e，France) 

17: 1 0 Discussion 

17:15 Newly identified proteins of the cholinergic synaptic vesicle 
S.M. Parsons， S.K. Yamagata， G.A. Rogers， K. Noremberg， and 
8.A. 8ahr (San但 Barbara，USA) 

17:40 Discussion 

17:45 The release of acetylcholine mediated by a presynaptic membrane 
protein purified from Torpedo electric organ synaptosomes 
M. Israel， N. Morel， 8. Lesbats， and R. Manaranche 
(Gif sur Yvette， France) 

17:55 Discussion 

18:00 Partial characterization of the detergent-solubilized high-affinity 
choline carrier frol11. Torpedo electromotor nerve terminal following 
radiolabelling with .lH-choline mustard 
R.J. Rylett and V.P. Whittaker (London， Canada and Gottingen， FRG) 

18: 1 0 Discussion 

18:15 Presynaptic effects of botulinum neurotoxin type A on Torpedo 
electric organ 
J. Marsal and C. 5olsona (Barcelona， Spain) 

18:25 Discussion 

18:30 End 
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5298 

S29C 

S29D 

S30A 

S308 

S30C 



Friday， April28， 1989 
Afternoon 16:30-18:30 

Colloquium 13 

RoomC 

FUNCTIONAL ASPECTS OF COTRANSMISSION 

Chairperson: B. Live口(Parkvi/le，Australia) 
Co-chairperson: J. Lundberg (Stockholm， Sweden) 

Time 

16:30 Functional aspects of co-transmission: Lessons from the 
adrenal medulla 
B.G. Livett， P.D. Marley， D.C.C. Wan， and X.-F. Zhou 
(Parkville， Australia) 

16:55 Discussion 

17:00 Modulatory function of neuropeptides and their importance 
for ho円、eostasis
P. Oehme (8ert的，GDR)

17:25 Discussion 

17:30 Modulation of synthesis and release of multiple tacl可ykinins
in the rat brain by pharmacological and neurotoxicological 
approaches 
A. Saria， C. Humpel， C. Haring， J. Marksteiner， and G. Sperk 
(tnnsbrucκAustria) 

17:40 Discussion 

17:45 Neuropeptide Y and noradrenaline: Co-transmitters in 
sympathetic neurons 
J.M. Lundberg (Stockholm， Sweden) 

18: 10 Discussion 

The intracellular dynamics of acetylcholine and VIP storage 
and release in myenteric neurons 
D.V. Agoston， J. Lisziewicz， and V.P. Whittaker (Gottingen， FRG) 

18:25 Discussion 

18:15 

18:30 End 

司
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S30D 

S31A 

S318 

S31C 

S31D 



Friday， April 28， 1989 
Afternoon 16:30・18:30

Colloquium 14 

RoomA 

Time 

16:30 

NERVE REGENERATION 

Chairperson: M. Schwartz (Rehovot， Israe乃
Co-chairperson: P. Skene (Stanわrd，USA) 

~s!!，ocytes and axo!， growth in development and regenertion 
S. David (Montreal， Canada) 

16:55 Discussion 

17:00 Glial cell modulation and CNS regeneration 
M. Schwartz， V. Lavie， A. Solomon，-S. Benbasat， M. Belkin， and 
M. Murray (Rehovot and Tel Aviv， Israel and Philadelphia， USA) 

17:25 Discussion 

17:30 Gene induction and environmental signalling in a two-stage 
model of nerve reaeneration 
J.H.P. Skene (Stanわrd，USA) 

17:55 Discussion 

18:00 Regeneration-associated gene expressed in sheath cells of 
peripheral nerve 
HW. Muller， P. Spreyer， H. Schaal， and G. Kuhn (Dusseldorf， FRG) 

18: 10 Discussion 

18:15 Altered PNS regeneration in myelin deficient trembler mice 
S. de Waegh and S.T. Brady (Dallas， USA) 

18:25 Discussion 

18:30 End 
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S32A 

S32B 

S32C 

S32D 

S33A 



Monday， April 24・Tuesday，April 25 
Presentation Time 13:30・15:00
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

RECEPTORS 1 

Poster Session 1 

Exhibition Hall 

Poster# Abst# 

Functional beta-adrenergic receptor down regulation induced by S65B 
phenelzine is dose-dependent but unrelated to degree of 
monoamine oxidase inhibition 
D.J. McManus， T.B. Wishart， and A.J. Greenshaw (Edmonton， Canada) 

2 Up-regulation of 0・1and 0・2receptors following chronic use of S65C 
L-stepholidine 
G.Z. .Jin， W.D. Le， and K.X. Huang 
(Shanghai， China) 

3 Chronic treatment with phosphatidylserine or phosphatidylcholine S65D 
affects muscarinic receptors in rat cerebral cortex 
A. Raskovsky， E. De Robertis， and J. Medina (Buenos Aires， Argentina) 

4 The effects of calcium channel antagonists on dopamine receptors S66A 
J.G. de Yebenes， B. Pardo， C. Magarinos， M.J. Casarejos， M.A. Mena， 
and E.G. Austt (Madrid， Spa的)

5 Destruction of ascending noradrenergic pathways modified opiate S66B 
receptor binding in rat brain 
P. Fernandez-Tome， A. Florentino， J.A. Fuentes， and S. Montero 
(Madrid， Spain) 

6 Dopaminergic receptors mediate some opiate effects on glutamate S66C 
evoked acetylcholine release in the neostriatum 
E. Arenas， R. Sanchez Arroyos， J. Alberch， and J. Marsal 
(Barcelona， Spain) 

7 In vivo study of the M1 muscarinic receptor S66D 
L.C. Tang and D.E. Godar (Washington， USA) 

8 Muscarinic cholinergic receptors are affected by fusion of S67A 
phosphatidylserine liposomes with synaptosomal membranes 
D. Jerusalinsky， E. Rivas， D. Bernik， J. Medina， and E. De Robertis 
(Buenos Aires， Argentina) 

9 Relative roles of alpha adrenoceptors and 5HT receptors in S67B 
vascular amplification 
I.S. de la Lande and J.A. Kennedy (Adelaide， Australia) 
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MOllday， AprlJ 24・Tuesday，AprlJ 25 
Presentation Time 13:30・15:00

Poster Session 2 

Exhibition Hall 
Odd Poster Numbers on Monday 

Even Poster Numbers on Tuesday 

GLUTAMATE I 

Poster# 

10 Glutamate efflux from synaptic vesicles 
M.O. Carlson and T. Ueda (Ann Arbor， USA) 

11 sourfpN s loaf bgellule tamate N in cultured gabaergic neurons:Studies 
with d lpfTr1 ecursors 
M. Yudkoff， 1. Nissim， andしHe也 (Phi.凶 elphia，USA and 
Saskatoon， Canada) 

12 Stimulation of peripheral cholNinoerrwgaic y) nerves by L-glutamate 
P. Aas and F. Fonnum (Kjelleに

13 Alterations in cytoplasmic amino acid pools do not affect 

transmitter glutamate release from nsd ynea，pStocsootlmaneds ) 
H.T. McMahon and O.G. Nicholls (Dunde 

14 MK・801inahr yapwo1g1nlyc cemia.Effect on neuronal damage and 
extracellular amino acids in rat neostriatum 

E Westerd bSertogc，kJh .Kew-SUw.etdJre19ne) rstedt，and T.Wieloch 
(Lund and Stockholm， Sweden) 

15 Gamma-L-glutamyin l-baspartate，a new cuosm:Apnetti itive antagonist of 
NM DA receph tors mouse hippocamp convulsive effects 
and neurochemical studies 
J. de Barry， C. Mathis， and A. Ungerer (Strasbourg， France) 

16 Effect of tetanus toxin on igdnllag u) tmamo ine sbyn nthetase and glutamate 
decarboxylase in kadseavuelil，olp n use ain 
K.P. Shrivastaw ( 

17 MK・801altearnsd gnluE tamate uptake in primary cultures of 
astrocyYtu es eurons 
A.C.H. Yu and P.H. Chan (San Francisco， USA) 

18 Are endogenous glutamyl ta「0n.dKa-sM partyl peptidesneuromodulators? 
R.Janaky，V.Vard ga，P.KO「1Marneia，andS-S Ola 
(Tampere， Finland and Budapest， Hungary) 

19 Characterization of the modulation of endogenous glutamate 
release from rat brain synap(Btoe somes 
S. Urwyler and M.P. Navazo (Berne， Switzerland) 
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Abst# 

S67C 

S670 

S68A 

S68B 

S68C 

S680 

S69A 

S69B 

S69C 

S690 



20 Effect of ammonia on K+ or electrically evoked release of S70A 

Jg.lutamate from zheirpbp，oacnad mRp.Fa. lslices 
Lavoie， J.C. Szerb， and R.F. Butterworth (Montreal and 
Halifax， Canada) 

21 Effects of excitatory amino acids on basal and stimulated S70B 
release of glutamate and dynorphin from hippocampal 

mossGy a fiber synd aDp-tM osomes 
R.L. Gannon and D.M. Terrian (Brooks AFB， USA) 

22 Phorbol ester translocation of protein kinase C in guinea-pig S70C 
sA ynaptosomes and the potentiationoNf icghlou|t| amate release 
Barrie， J. Sanchez-Prieto， and D.G. Nicholls 
(Oundee， UK and Madrid， Spain) 

23 inhibition of the hid gh-affinity L-glutamate transporter in S70D 

synreabpe tosomes an bin Jy .peDrx iI mary cultures of astrocytes and 
Ce liar neurons citatoray nsd uA lphur amino acids 
R Griffiths，A.Grieve aDnud nCloopp ， Schousboe 
(St. Andrews， Scotland and Copenhagen， Oenmark) 

24 Effect of receptor block3t，aukpe take inhibition and hyperosmotic S71A 
stress on glutamate up 
D.K. Rassin and A. Sellstrom (Galveston， USA) 

25 Modulation of glutamate uptake by gf angliosides:Studies S213D 
with synaptosomes and cell culture from rat brain 
B. Flo口， M. Hollmann， and W. Seifert (Gottingen， FRG) 

Monday， April 24・Tuesday，April 25 
Presentation Time 13:30・15:00

Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

Poster Session 3 

Exhibition Hall 

CHANNELS 

Poster# Abst# 

26 Comparative effect of four dihydropyridines on voltage and 
receptor operated Ca channels 
M.1. Martin， M.J. Alfaro， V. del Val， and M.1. Colado (Madrid， Spain) 

S71B 

29 

Calcium channels in neuronal cell Iines: Characterization and 
recognition by Lambert-Eaton autoantibodies 
E. Sh-er， E. Biancardi， A Pandiella， and F. Clementi (Milan， Italy) 

Regulation of the GABAA receptor-gated chloride channel in 
brain by cAMP 
G. Heuschneider and R.D. Schwartz (Ourham， USA) 

Interaction of phencyclidine・likedrugs and benzomorphans with 
the GABA receptor-gated chloride channel in brain 
R.D. Schwartz (Ourham， USA) 

S71C 27 

28 S71D 

S72A 

ハu
d



Monday， April 24・Tuesday，April 25 
Presentation Time 13:30-15:00 
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

Poster 5ession 4 

Exhibition Hall 

NEUROPEPTIDE5 

Poster# Abst# 

30 Binding sites for vasointestinal peptide and angiotensin 11 on 572B 
~ultured neurones and astrocytes:-An autoradiographic study 
E. Hosli， L. Hosli， L. Heuss， andJ. Rojas (Basel， Swifzeitand) 

31 Calcitonin gene-related peptide in the amygdaloid complex of 572C 
the rat: Tissue distribution and pharmacological modulation 
of the potassium evoked release 
C. Haring， C. Humpel， and A. 5aria (Innsbruck， Austria) 

32 Developmentally regulated expression of calcitonin gene-related 5720 
peptide (CGRP) at the mammalian neuromuscular junction 
M.Maロeoli，5. Balbi， M. Vitadello， and G. Fumagalli (ん1ilano，ttaly) 

33 Corticotropin-releasing hormone -ontogeny of gene expression 573A 
in the rat paraventricular nucleus 
T.Z. Baram and し5chultz(Los Angeles， USA) 

34 Ontogeny of the tachykinins neurokinin A， neurokinin 8 and 573B 
neuropeptide K in the rat central nervous system 
F.J. Ofez-Guerra， J.A.R. Veira， and P.C. Emson (Cambridge， UK) 

35 Neuropeptides and serotonin have different patterns of 573C 
<Jistribution in pig and rat adrenals 
A. Thureson-Klëin~ J.Y. Kong， and R.L. Klein (Jackson， USA) 

36 Biochemical evidence for the existence of cholecystokinin 5730 
containing vesicles in rat striatum 
1. 1I0na， P.P. Oe Oeyn， and W.P. Oe Potter (Antwerp， Belgium) 

37 Peptide mapping and sequencing of the cytosol enkephalin・ 574A
degrading aminopeptidase isozymes from chicken brain 
K.-5. Hui， Ma. 5aito， M. Hui， M. 5aito， and A. Lajtha (Orangeburg， USA) 

38 Purification and characterization of hypothalamic 574B 
coronaroconstrictory peptide factors 
A.A. Galoyan and N.A. Barkhudaryan (Yerevan， USSR) 

39 Muscarinic and TPA・inducedregulation of the human VIP gene 574C 
transfected in 5K-N-5H neuroblastoma cell line 
J.A. Waschek and O.v. Agoston (Bethesda， USA) 

40 Inhibitory effect of GABA and L-glutamic acid on the potassium 5740 
evoked release of tachykinins in substantia nigra slices of the rat 
C. Humpel and A. 5aria (Innsbruck， Austria) 

41 Interaction of dynorphin A derived peptides with endo- 575A 
oligopeptidase A 
o. To行ole柱。， J. Rossier， and A.C.M. Camargo (Sao Paulo， Brasil 
and Gif-sur-Yvette， France) 
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42 Proteinase cascade system involved in angiotensin turnover S75B 
in mammalian brain 
A. Az.aryan (Yerevan， USSR) 

43 The effect ofα・MSHonnoradrenalinelC(yNA rAe)cWerepillsteiovan e se from the S75C 

ventromedial コMen.nuBtclonleanunas enyd (，V0LMo.RNn.)dHoin on lseeι ， xual female rats M.E. Celis， R.M. Bonney， D.R. Hole， and 
(Cordoba， Argentina and London， U的

44 New neuropeptides regulating catecholamine biosynthesis in S750 
the rat brain 

M.D.Chinkjarl，A A Ga|(oYyearenv，aGn.，E USASbRra) hamlan， 
and A.H. Hovhanesian (Yerevan， USSR) 

45 Endothelin・inducedinhibition of adrenergic neurotransmission S76A 

in 戸g.uWinIeanpdig ，Ap.u0lmh onarBy . artery and rat vas deferens 
N.P. Wiklund. A. Ohl加， .CederqSvwlset，dGe.u.Wlklund， 
and L.E. Gustafsson (Stockholm， Sweden) 

46 Post-translationai modification of neuropotehpetr idt es by tyrosyl- S76B 
JpAro. tein sulfotransferase in rat liver and o issues 
Roth， S. Rens-Oomiano， and M. Adolf (Buffalo， USA) 

47 Effect of monensine， tunicamycine， swainsonine， S76C 

P-h1y7dKro，2x3 ynorvaline and castanospermine on the synthesis 
of k and 26k rat PpertoE lactin 
F. Bollengier， E. Hooghe-Peters， B. Velkeniers， A. Mahler. 
and L. Vanhaelst (Brusse/s， Be:gium) 

48 Characterization of substance P-binding sites and demonstration S760 
of receptor-Jli.gDa. nd internalisation in the rat antenor pituitary(AP) 
P.J. Larsen， J.D. Mikkelsen， S. Mau， and T. Sarmark 
(Copenhagen， Denmark) 

49 Studies of haigl h molecular weight forms of substance P in S77A 
bovine dorsal root ganglia 
P. Le Greves， J. Silberring， F. Nyberg， and L. Terenius 
(Uppsala， Sweden) 

50 Differential effects of C-and N-terminals of substance P S77B 
on the apparent release of amino acid neurotransmitters 

from the rat dorsal imsuplil nal cord 
S.R目 Skilling，O.H. Smullin， and A.A. Larson (St. Paul， USA) 

51 Increases of brain norepinewpithh rinemetabolism and kpiln asma S77C 
corticosterone associated with infection: Is interleu ・1
the immunoneurotransmitter? 
A.J. Dunn (Shreveport， USA) 

52 
Increased levels acotnf Ld InreAes uE frooHlploaewlpatirniis dg e (Caynl.etivmidemelapnurd neosUrseSeaAnct ) ttivreitay t in rat 

S77D 
brain limbic structures followina antideoressent treatment 
P.S. Widdowson 

53 
Neuropeptide Y and iaeffnned kreeAnpthTiy ahltulo nres rsecos0ne・-srKptloeinrinee d in noradrenergic 

S78A 

terminals res.pKoonrd 1ld μin apcikg s 
R.L. Klein， J.Y. Kong， and A. Thureson-Klein (Jackson， USA) 

54 Aspartame treatment does not alter brain amino acids， amines， S78B 
or related reMceA ptor kinetics in rats 
E.A. Debler， M.A. Reilly， A. Fleischer， and A. Lajtha (Ward's Is/and， USA) 
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55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

810GENIC AMINES 

Effect of ouabain on the storage and release of neuro-
transmitters in monoaminergic synaptic vesicles: 
A histochemical study 
A. Pellegrino de Iraldi and G.Rodriguez de Lores Arnaiz (Buenos Aires， 
Argentina) 

Characteristics of norepinephr!ne and ATP release from 
adrenergic nerves follo'wing K+ -depolarization and 
increase-d intracellular Na-f 
T. Katsuragi， T. Tokunaga， K. Miyamoto， L. Kuratomi， 
and T. Furukawa (Fukuoka， Japan) 

Release of c~techolamines by an endogenous inhibitor of 
neuronal Na + ，K + -ATPase 
G.Rodriguez de Lores Arnaiz and A. Pellegrino de Iraldi (Buenos Aires， 
Argentina) 

Role of ions and membrane potential in the neuronal uptake 
of serotonin 
M.E.A. Reith， 1. Zimanyi， and C.A. 0・Reilly(Ward's Island， USA) 

Platelets， serotonin， and migraine 
M.O. Cotrim， C.A. Fontes Ribeiro， M.T. Morgadinho， 
and T.R.A. Macedo (Coimbra， Portuga0 

In vivo serotonin release in rat neocortex and hippocampus 
with microdialysis perfusion 
F. Petty and G.L. Kramer (Dallas， USA) 

Serotonin dependent (Na+，K+)ATPase in the brain: 
Enzyme kinetics 
R. Mercado and J. Hernandez (Mexico， Mexico) 

Effects of inhibition of 5・hydroxytryptaminesynthesis on 
5・hydroxyindolaceticacid formation in the rat brain 
P. Soares-da-Silva and M.C. Garre口(Porto，Portuga/) 

8iochemical effects of the putative antipsychotic agent 
amperozide in rat 
G. Pettersson， E. Eriksson， N. Waters， and K. Svensson 
(Malmo and Gothenburg， Sweden) 

8rain tryptamine binding sites: Drug induced selective changes 
A.V. JuorIo and T.V. Nguyen (Saskatoon， Canada) 

Characterization of the active site of monoamine oxidase A with 
["'H]Ro 41-1049， a new reversible inhibi~or 
A.M. Cesura， M.O. Galva， M. Bos， and M. Oa Prada 
(Milan， Italy and Basle， Switzerland) 
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S80B 
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S800 
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66 

67 

68 

69 

70 

71 

72 

73 

8rain monoaminergjc.autoradiography using ~3H]dihydro­
tetrabenazine and (1251]aminoketan'serin bindfng 'to tlIe 
vesicular monoamine transporter 
O. SCherman， Y. Masuo， F. Darchen， and W. Rostene (Paris， France) 

Comparison of the properties of eH]mazindol binding and 
dopamine transport in different buffers 
1. Zimanyi， A. Lajtha， and M.E.A. Reith (Ward's Is/and， USA) 

Are the increases of dopamine turnover produced by remoxipride 
accompanied by changes in noradrenaline turnover? 
O. Magnusson， B. Mohringe， and C.J. Fowler (Sode付alje，Sweden) 

8HT 920: Effects on regional brain biogenic amine metabolism 
and the in vivo release in freely moving rats 
A. Jakubovic， P.B.S. Clarke， and H.C. Fibiger (Vancouver， Canada) 

8iochemical changes in striatal dopaminergic system 
induced by chronic reserpine treatment 
M. Rubinstein， J. Muschietti， O. Gershanik， M. Flawia， 
and F. Stefano (Buenos Aires， Argentina) 

Dopamine release-modulating effects of ACTH-(1-24) and 
dopamine D・2receptor drugs in rat septal slices: Evidence 
for two independent mechanisms? 
W.J. Florijn and O.H.G. Versteeg (Utrecht， Netherlands) 

The potentiation of vitamin C and ethanol in the neurotoxicity 
of 6・hydroxydopamine
F. Ahmad， O. Cowan， and A.Y. Sun (Columbia， USA) 

Superoxide dismutase pa同副Iyprevents 6・hydroxy-dopamine
induced sympathetic denervation 
A. Albino Teixeira， 1. Azevedo， and W. Osswald (Porto， portugal) 

74 Neuronal cultures of dopaminergic and cholinergic brain 
regions; immunocytochemical characterization 
K. Lundmark， A. Wigander， J.モ.Karlsson， K. Haglid， 
A. McRae-Oegueurce， and A. Oahlstrom (Goteborg， Sweden) 

75 Dopaminergic binding in cerebellum (Ce) and striatum (Str) 
of reeler and weaver mutant mice 
N. Panagopoulos， N. Matsokis， and T. Valcana (Patra， Greece) 

Immunoaffinity chromatography and characterization of pig 
liver COMT with monoclonal antibodies 
B. Bertocci， G. Garotta， G. Z心rcher，V. Miggiano， and M. Oa Prada 
(Florence， Italy and Bas/e， Switzerland) 

76 

Monday， April 24・Tuesday，April 25 
Presentation TIme 13・30・15:00

Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

Poster# 

Poster Session 6 

Exhibition Hall 

ADRENALlCHROMAFFIN 

77 Topographical and functional studies on chromogranins in 
rat brain 
R. Weiler， T. Wohlfarter， J. Marksteiner， KW. SChmid， G. Sperk， 
and H. Winkler (Innsbruck， Austria) 
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S820 

S83A 

S83B 
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S84A 



78 Cchhrroommaofgfi ranin A-degrading proteases in preparations of S848 

an ngd ranules 
A. Laslop and H. Winkler (Innsbruck， Austria) 

79 cDoonltaarign e t and small dense core vesicles of sympathetic nerve S84C 
he same antigens? 

O. Obendorf， U. SChwarzenbrunner， R. Fischer-Colbrie， 
O. Scherman， V. Hook， and H. Winkler (Innsbruck， Austria， 
Paris， France， and Bethesda， USA) 

80 Antigens of chromaffir n pgitruainti ules in subcellular fractions from S840 

anterior and p.Jo.sterio aHr.y W 
S. Kapelari， H.J. Steiner， and H. Winkler (Innsbruc久Austria)

81 Function and biosynthetic r0(eC.gGAuuAlan) tliS on of bovine adrenal S85A 

medullary chr.Fo.mBoagdrea「n.in A 
J.P. Simon， M.F. Bader， and O. Aunis (Strasbourg， France) 

82 Chondroitin sulfate and heparan sulfate proteoglycans of S85B 

PC12Gpohwedoac. hromocytoma cells 
O.C. Gowda， B. Goossen， R.K. Margolis， and R.U. Margolis 
(New York and Brooklyn， USA) 

83 Characterization of neurotroGpehh ic activities in chromaffin cells S85C 
F.StK ogbauer，0.Blo悦ner，O. Gehrke， C. Grothe， R. Westermann， 
and K. Unsicker (Marburg， FRG) 

84 EHects of Ni2+， Mn2+ and Zn2+ on Ca2+ -induced catecholamine S850 
release from Sp. erry1eabillzed cultured chromaffin cells 
M.-L. Novas， S. Fournier， and J.-M. Trifaro (Ottawa， Canada) 

85 Photoa7f・fainziitdyolabse[1al2irn5TIqg bieoorf dt-tohJ ) e vesicular monoamine transporter 
S86A 

using F(8. ・ ketanserin
B. Gasnier， M.F. Isambert， J.P. Henry， and P.M. Laduron 
(Paris and Vitry/Seine， France) 

86 ~ffe.cts of !r:tsulin and secretagogues on glucose transporters S868 
in chromaffin cells 
E.G. Dellcado， M. Torres， and M.T. Miras portugal (Madrid， Spain) 

87 Effects of chronic stress on the release of catecholamines S86C 
fromGpaerげbused rat adrenal igtclah nds and slices 
D.A. Carbonaro・Hall，J.P. Mitchell， F.L. Hall， and P.R. Vulliet 
(Oavis， USA) 

88 Three apl anernsof modification of the secretory cocktail in S860 
adrenal medulla 
T.Wohifarter，A.Laslop，C.Humpel，A.Saria，G.S(lpn erk，H-J.Steiner， 
K.w. Schmid， R. Fischer-Colbrie， and H. Winkler (lnnsbruck， Austria) 

89 Different ratios of catecholamines are secreted from their S87A 
adrenomedulMla.rKy . stores under basal and stimulated conditions 
S.L. Chri杭on，M.K. Oousa， C. Grabau， and G.M. Tyce (Rochester， USA) 

90 Secretion of catecholamines，neuropeapntd idIe V Y，and chromogranin A S878 
from the adrenal medulla via venous y.0m'pChoantnic o routes 
~.w. ~Carmichael ， G.M. Tyce， T.L. Yaksh， D.T: O'Connor， and 
S.L. Stoddard (Rochester， San Oiego， and Fort Wayne， USA) 

91 GABAA teac nd GABAR receetpioton rs in chromamn cells can modulate S87C 
the calecholamine -secr 
E. Castro， M.J. Oset-Gasque， and M.P. Gonzalez (Madrid， Spain) 
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93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

100 

Muscarinic receptors mediate catecholamine and ATP secretion 
from porcine adrenal chromaffin cells 
E.P. Ouarte， A.P. Carvalho， and E.J. Forsberg (Beめesda，USA and 
Coimbra， Portugal) 

Effects of tuamine and analogues on noradrenaline uptake in 
chromaffin cells 
M.O. Fideu， E.G. Oelicado， O. Aunis， and M.T. Miras-Portugal 
(Madrid， Spain and Strasbourg， France) 

Histamine induced protein phosphorylation in bovine adrenal 
chromaffin cells 
S.J. Bunn and P.R. Ounkley (Newcastle， Australia) 

Myosin light chain phosphorylation in chromaffin cells 
L.M. Gutierrez， M.J. Hidalgo， J.J. Ballesta， M. Palmero， J.A. Reig， and 
S. Viniegra (Alicante， Spain) 

ATP modulates chromaffin cell secretion through per1ussis and 
cholera toxin sensitive mechanism 
K.T. Kim and EW. Westhead (Amherst， USA) 

An endogeneous inhibitor of copper-containing monooxygenases 
of chromaffin granules 
K.A. Markossian， N.A. Paitian， and R.M. Nalbandyan (Yerevan， USSR) 

Detection of low molecular weight GTP-binding proteins 
in chromaffin granules and other subcellular fractions 
of chromaffin cells 
J.P. Ooucet， S. Fournier， M. Parulekar， and J.-M. Trifaro 
(Ottawa， Canada) 

しocalisationof angiotensin 11 binding sites over chromaffin and 
non-chromaffin cells in cultures of bovine adrenal medullary cells 
P.O. Marley and Sふ Bunn(Parkville， Australia) 

Characterization of ectonucleotidases in chromaffin 
cells in culture 
M. Torres， F. Lucini， and M.T. Miras-Portugal (Madrid， Spa的)
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101 

102 

ACETYLCHOLlNE I 

Structure-activity studies leading to photoaffinity labeling 
of proteins involved in acetylcholine storage in synaptic vesicles 
G.A. Rogers and S.M. Parsons (Santa Barbara， USA) 

Effect of transmitters on the affinity of Na+ and K+ for the 
insoluble fraction of ox brain 
N. Ahmed and H. Hillman (Guildford， UK) 
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103 The development and ipn htarmacoloof gical propb erties of muscarlnic S90C 
cholineerg，ic recepS tors cultures mouse rain neurons 
C. Andre， G. Dos Santos， E. Houzet， A. Koulako仔，
and Y. Berwald-Netter (Paris， France) 

104 Nicotinic autoreceptors regulate endogenous acetylcholine S90D 
release from rat cerebellar slices 
P.A. Lapchak， D.M. Araujo， R. Quirion， and B. Collier 
(Montreal， Canada) 

105 
Tk (ShpSrreulne ggsaHyueabld，ty，E pUeGSs Aia) ocf onbil cotinic receptors in human cortex 

S91A 
ni， P. DeSarno， and V. Chiappinelli 

106 Modulation of acetylcholine release in rat striatal slices by S91B 
muscarinic receptors which do not desensitize 
L. Prado de Carvalho (Paris， France) 

107 Hetnesrmogitet1ne'ritey l of neuronal muscarlnic receptors involved in S91C 
transmitter release 
E.S. Vizi， A. Torocsik， P.L. Goldiner， P.E. Potter， and F.F. Foldes 
(Budapest， Hungary and Bronx， USA) 

108 Effect of THAon relKea十seof 3H-AChevokel d abny d electrical S91D 
stimulation or high in rat hUipSApo) campa cortical slices 
P.E. Potter and S. Nitta (Bronx， 

109 訓EH行・eacttof dibutyryl cyclic AMP and adenosine on the S92A 
cetylcholine secretion in guinea-pig ileum myenteric plexus 

P. Alberts (Stockholm， Sweden 

110 
TAD 1Mwre Jo。entnh山teeev田wyfdmepnecush pskUy teiarduC degs nuCEfC ameyCr1 vm he。hDlEanesnekrdyg!mfEe atsODpXe 陪EnRsao?nbgeuはsiSt1ECeps venom 

S92B 

and F. Dajas 

111 

IbM (nMy hoQtinbhu ftyrt田mki。，noR1，p。C。Aga，feαantuarEbRIdJ ua na M agtnahTd rmoMNtyaoelrc xw6ip，n JT 。eblymAanpuede}dcmp同tbgydaSte vAoa) Mbn ra，n membranes 
S92C 

d G. Goldstein 

112 
Inhibition of acetylchollmoinra eims(Cteeotrriamic sbe srtabu，y dPy coartteJgcahlo) lamine 

S92D 
derivatives: A microca 
C.P. Silva and M.C.P. Li 

113 Acetylcholinesterase activity beian r murine thymus S93A 
A. Rossi， S. Biagioni， and G. Scarsella (Rome， Italy) 

114 Effect of ether Iipids on acetylcholinesterase in enriched S93B 
neuronal cultures 
H.S. Ved， E. Gustow， and R.A. Pieringer (Philadelphia， USA) 

115 Differential control of choline uptake and metabolism by S93C 
dlacySllgalcykc，erols and rpdhsoorr bol esters in a human cholinergic cell line 
B.E. Slack， U.1. Richardson， and R.J. Wurtman (Cambridge， USA) 

116 Excitotoxic stimulation of the nucleus basalis induces S93D 
ornithine decarboin xtyhlae sre a activreitby r and potentiates cholinergic 
respRoent siveness t Ce al cortex 
L.J. Reed and J. de Belleroche (London， UK) 

117 Possible trans-sSyhnoat1prntioc r neuronal connections in the rat striatun可 S94A 
T. Morimasa， T. Shohmori， T. Kaneyuki， M. Tanaka， and H. Okada 
(Okayama， Japan) 
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118 

119 

Subregional differences of cholinergic deficit in rat 
hippocampus induced by ethylcholine aziridinium ion (AF64A) 
H. Hortnagl and M.しBerger(Vienna， Austria) 

Acetylcholine concentration in guinea pig brain protected 
against soman by pyridostigmine or physostigmine 
W. Stavinoha， A. Rodgers， S. Oiais， and S. Weintraub 
(San Antonio， USA) 

S94B 

S94C 
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120 

121 

122 

123 

124 

125 

126 

127 

128 

129 

130 

GABA 

Regulation of GABA release in rat cerebral cortex by NaF and 
phorbol esters: Differential effects of nucleus basalis lesion 
I.M. Gardiner and J. de Belleroche (London， UK) 

GABAR binding sites in mouse brain: Interactions with taurine 
P. Konfro and S.S. Oja (Tampere， Finland) 

Uptake 0' amino acid neurotransmitters by synaptic vesicles 
isolated from rat brain 
E.M. Fykse and H. Christensen (附el/eιNorway)

Ouabain， (Na + -K +)ATPase activity and 3H-GABA release in 
synaptosomes 
M.S. Santos， P. Goncalves， and A.P. Carvalho (Coimbra， Portugal) 

Copper ion inhibits GABA-mediated chloride uptake into 
membrane vesicles from rat cerebral cortex 
J. Kardos， 1. Kovacs， and M. Simonyi (Budapest， Hungary) 

GABA.d. receptors on both the extracellular and the 
cytopl通smicside of the deiters' neurone plasma membrane: 
Similarities and differences 
M.v. Rapallino， A. Cupello， A. Palm， and H. Hyden 
(Genova， Italy and Goteborg， Sweden) 

Immunocytochemical study of glycinergic neurons in the 
rat spinal cord 
R. Semba， E. Aoki， and S. Kashiwamata (Aichi， Japan) 

Indication of a negative feedback regulation of glutamate by GABA 
J.W. Commissiong (Montreal， Canada) 

Molecular pharmacology of GABA uptake inhibitors 
E. Falch， O.M. Larsson， A. Schousboe， and P. Krogsgaard-Larsen 
(Copenhagen， Denmark) 

Amino acids transport in Iizard brain slices 
J.F. Sayegh and A. Lajtha (Orangeburg， USA) 

Bicuculline activates phospholipase A， in a membrane 
preparation from rat brain 
O.L. Birkle (Morgantown， USA) 

99ー←
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S940 
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S960 
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131 Putrescine uptake and sCu5b7s/eBqL uent GABA formation in cultured S97C 

astLraosceyhteets from normal and re(pL ileptic DBA/2mice 
J. Laschet， D. Guillaume， and T. Grisar (Liege， Belgium) 

132 Neurochemical and behavioral effects Uof SA putrescine S97D 
P.A. Ferchmin and V.A. Eterovic (Cayey， USA) 

133 Structural asd pectsof |pS urified GABA-A rUecSeAp) tor from human brain S98A 
M. Bureau and RW. Olsen (Los Angeles， 

134 Bloluminescent technique for the evaluation of id gamma- S98B 
aminobutyric acid in human cerebrospinal glu 
F. Dagani and S. Verz色(Pavia，Italy) 

135 The effect of valproic acid on transmitter amino acids in S98C 
rat brain 
T. Giverhaug， R.E. Paulsen， and F. Fonnum (的;eller，Norway) 

136 CloniWng u gW ene encoded for SL-.gWluoto amate decaarnbd oHxyoluasste o S98D 
J.-Y. Wu， W.M. Huang， and S. Woo (Hershey and Houston， USA) 
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137 K + and glutamate release endogenous adenosine from rat S99A 
cortical slices 
K. Hoehn and T.D. White (Hali"帆 Canada)

138 Morphine-evoked release of adenosine from the spinal cord S99B 
occurs via a diovridamole-sensitive carrier 
M.I. Sweeney， T.D. White， and J. Sawynok (Hali"猷 ，Canada) 

139 Calcium uptake inhibition by adenosine analogues is antagonized S99C 
by xa!lthine amine congeners in synaptosomes 
M.L Goncalves (Oeiras， Portugal) 

140 R 70380， soluflazine， and mioflazine as adenosine transport S99D 
Ln~ibltors in rat and guinea pig synaptosomes 
R.P. Shank and W.J. Baldy (Spring House， USA) 

141 Effects of adenosine analogues on 22Na uptake by synaptosomes S100A 
M.G.B. Lobo， A.M. Sebastiao， and J.A. RibeIl'o (Oeiras， Porlugal) 

142 Cardiorespiratory effects of adenosine and related drugs S 1 OOB 
following microinjections into the nucleus tractus solitarius 
of intact and decerebrate rats 
R. Barraco， C. Janusz， and M. EI・Ridi(Detroit， USA) 

143 Post-adenosine facilitation of hippocampal population spike S100C 
does not modify long term potentiation 
A.V. de Mendonca and J.A. Ribeiro (Oeiras， Portugal) 

-100 



144 

145 

146 

147 

148 

149 

The effect of dimaprit on cyclic AMP accumulation in the frog 
sciatic nerve 
M.C. 8urguete and J.A. Ribeiro (Oeiras， Portugal) 

Adenosine， adenosine receptors， and hemorr・hagicshock 
しA.Conlay， G. Evoniuk， and R.J. Wurtman (Cambridge and 
Boston， USA) 

Adenosine transport systems on CNS cells 
J.O. Geiger， M.E. JOhnston， V. Yago， and M. Murphy (Winnipeg and 
Hali危x，Canada) 

Adenosine metabolism by LRM55 astroglial cells 
V. Madelian， W. Shain， and O.L. Martin (Albany， USA) 

Dynamics of adenosine transporters at plasma membrane level 
in chromaffin cells in culture 
M.T. Miras-Portugal， E. Oelicado， M.O. Fideu， and M. Torres 
(Madrid， Spain) 

Polyunsaturated fatty-acid-supplementation increases basal 
cyclic AMP formation in cultured neuroblastoma cells by 
stimulating adenosine release 
M.G. Murphy and Z. 8yczko (Halifax， Canada) 
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150 

151 

152 

153 

154 

TAURINE 

Does taurine have an osmoregulatory function in tissues 
of the nervous sψstem? 
C.F. 8axter， R.A. 8aldwin， and C.C. Oh (Sepulveda and 
Los Angeles， USA) 

A specific anion transport inhibitor reduces the taurine 
release evoked by several stimuli in the in vivo rat hippocampus 
A.S. Herranz， J.M. Solls， N. Menendez， O. Herreras， and 
R. Martin del Rio (Madrid， Spain) 

Evoked taurine release by salts of weak organic acids. An 
in vivo microdialysis study in the rat hippocampus 
J.M. SOlis， A.S. Herranz， O. Herreras， N. Menendez， and 
R. Martfn del Rfo (Madrid， Spain) 

Electrophysiological and autoradiographic evidence that 
epileptogenic action of the taurine analogue guanidinoethane 
sulfonate may be caused by a blockade of GABA receptors 
しM.Orensanz， A.S. Herranz， E. Ambrosio， J.M. Solis， O. Herreras， 
and R. Martin del Rfo (Madrid， Spain) 

Taurine does not affect bovine cGMP-dependent conductance 
R. L6pez-Escalera， P.P.M. Schnetkamp， and H. Pasantes-Morales 
(Mexico， Mexico and Calgary， Canada) 
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S1028 

S102C 
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S1038 



155 

156 

Potassium stimulated release of taurine from synaptosomes is 
calcium independent and chloride dependent 
R. 8anchez-Olea and H. Pasantes-Morales (Mexico， Mexico) 

Potassium-stimulated release of taurine from cultured neurons 
and astrocvtes 
H. Pasantes-Morale and A. 8chousboe (Mexico， Mexico and 
Copenhagen， Oenmark) 

8103C 

81030 

Monday， April24・Tuesday，April 25 
Presentation Time 13:30-15:00 

Poster Session 11 

Exhibition Hall 
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

Poster# 

157 

158 

159 

160 

161 

162 

163 

164 

165 

PROTEIN PHOSPHORYLATION 

A ubiquitous， neuron-enriched phosphoprotein: 
Identification of two distinct isoforms 
L. Bere社a，F. Houdouin， and A. Sobel (Paris， France) 

Identification of a novel proline-directed protein kinase 
that phosphorylates tyrosine hydroxylase 
F.L. Hall， J.P. Mitchell， R. Braun， and P.R. Vulliet (Oavis， USA) 

Modulation of TH mRNA by protein kinase C 
S. Vyas， N. Faucon-Biguet， and J. Mallet (Gif-sur-Yvette， France) 

Possible involvement of protein kinase C in the development 
of monoaminergic neurons in primary culture 
F. Finiels-Marlier， M.J. Orian， A. Privat， and C. Le Peuch 
(Montpellier， France) 

Inhibitors of protein kinase C in bovine brain cytosol 
H. Kruger， K. Buchner， 1. Pribilla， H. 0口0，W. Schroder， 
and F. Hucho (Berlin， FRG) 

Protein kinase C does not mediate potentiation of 
p・adrenoceptor-stimulatedcAMP byα1-adrenoceptors 
J.P. Robinson and O.A. Kendall (Nottingfiam， UK) 

Effects of early tetrodotoxin-treatment on B・50/GAP43in 
primary cultures of rat cerebral cortex 
G.J.A. Ramakers， P.N.E. de Graan， G.J. Boer， and W.H. Gispen 
(Amsterdam and Utrecht， Netherlands) 

Characterization of protein kinase C subspecies in the 
hypothalamo・pituitaryaxis: Differential activation by 
fatty acids and phorbol esters 
Z. Naor (Ramat Aviv， Israel) 

The calmodulin-binding protein B・50/GAP-43:Localization of the 
proteolytic sites for S. aureus protease and the phosphorylation 
site for protein kinase C 
H.B. Nielander， L.H. 8chrama， A.J. Van Rozen， A.B. Oestreicher， 
W.H. Gispen， and P. 8chotman (Utrecht， Netherlands) 
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8104C 

81040 

S105A 

8105B 

8105C 

81050 

8106A 



166 

167 

168 

169 

170 

171 

172 

173 

174 

175 

Increased 8・50ZGA'p43phosp~~rylation and Ca2+ levels in 
synaptosomes by 4・aminopyridine
F.M.J. Heemsherk， L.H. Schrama， W.E.J.M. Ghijsen， P.N.E. DeGraan， 
F.H. Lopes Da Silva， and W.H. Gispen (Utrecht and 
Amsterdam， Netherlands) 

Changes in the content and distribution of the phosphoprotein 
850 in dissociated foetal spinal neurons as determined by an 
elisa and by immunofluorescence 
R. van der Neut， A.B. Oestreicher， W.H. Gispen， and P.R. Bar 
(Utrecht， Ne的erlands)

Chemical depolarization stimulates 8・50/GAP43phosphorylation 
in rat brain synaptosomes 
L.V. Dekker， P.N.E. De Graan， D.H.G. Versteeg， A.B. Oestreicher， 
and W.H. Gispen (Utrecht， Netherlands) 

()n_the microtubular adherence of protein kinases 
P. Friedrich and G. Adam (Budapest; Hungary) 

Phosphorylation of neuronaトspecificproteins by a GTP 
preferring protein kinase 
A. Babinska and H. Ehrlich (Staten Is/and， USA) 

Ontogenesis and regulation of a ubiquitous protein， a major 
phosphorylation substrate in CNS neurons but not inastrocytes 
H. Chneiweiss，し Bere口a，J. Cordier， M.C. Boutterin， and A. Sobel 
(Paris，斤ance)

s-Receptor stimulation of protein pho叩 horylationin astroglial cells 
W. Shain， V. Madelian， D.L. Martin， M.M. Skolnick， and H. Thorberg 
(Albany and Troy， USA) 

Taurine inhibits the phosphorylation of two endogenous proteins 
(MW approx. 140K and 20K) in a hypo-osmotically shocked 
synaptosomal preparation of rat cortex 
Y.-P. Li and J.B. Lombardini (Lubbock， USA) 

Dephosphorylation of tau factor by protein phosphatase 2A in 
the synaptosomal cytosol 
H. Yamamoto， Y. Saitoh， S. Yasugawa， and E. Miyamoto 
(Kumamoto， Japan) 

Characteristics of rat brain tissue phosphoprotein j)hosphatases 
H.K. Parsadanian and L.P. Ter-Tatevosian (Yerevan， USSR) 

S106B 

S106C 

S1060 

S107A 

S107B 

S107C 

S1070 

S108A 

S108B 

S108C 

Monday， April 24・Tuesday，April 25 
Presentation Time 13:30・15:00
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Odd Poster Numbers on Monday 

Even Poster Numbers on Tuesday 

ETHANOLlADDICTION 

Poster# Abst# 

176 Effects of ethanol on neurotransmitter-stimulated phospholipase C S 1080 
activity in cultured cells 
P. Simonsson， G.Y. Sun， E. Hansson， and C. Alling (Lund and 
Gφteborg， Sweden and Columbia， USA) 
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177 
Ro$4864and strfyfcehrinnil ne .iRnb.niKanotde ripna1g l(cTtoaohmsoppl esinree anl ascnitod ivrd Hity emlSeInmkbL ranes 

S109A 
in rat lines with di 
S.S.0la，P.Kontr0.and g E F川land)

178 Effects of ethanol on a vCaiersielety ls of expGeorbimaieli ntal seizures S109B 
S. Simler， J. Clement， L. Ciesieiski， S. Gobaille， and P. Mandel 
(Strasbourg， France) 

179 Membrane alterations during chronic ethanol intoxication， S109C 
rnembrane tolerar:ce and dependence 
F. Beauge (Paris， France) 

180 Prenatal ethanol exposure reduces the effects of excitatory S1090 

amino acids in the rat hip(Lpoos cAanmgpeules s， 
E.P. Noble and T. Ritchie (Los Angeles， USA) 

181 Decrease in muscimol stimulation of chloride flux in brain Sl10A 

homoKgo enatesof alcohol sensitive rats FbIFy Ilaert7hC anol and lorazepam 
E.R. Korpi and M. Uusi-Oukari (He/sinki， Finland) 

182 Studies of neurotransmitter interactions in the striatum S110B 
after acute and chronic ethanol administration 
T. Kaneyuki， T. Morimasa， T. Shohmori， and H. Okada 
(Okayama， Japan) 

183 
Direct and indirect acete lraedlz dee(hShyaydndrte ioagg(Aeonl，CaCHshe Oilea)) cetfifvei ct on CNS 

S11QC 
mitochondrial aldehyde dehydrogenase activity (EC 1.2.1.3) 
E. Egana and M.T. Ram 

184 
Effects of morphineonmonoalemmnuzisnye mtMoexPs iOdaA actsiae vnit(d y MMiAn OEt-h)Ae aRnC d 

S1100 
acetylcholinesterase (ACH 
discrete regions of hypothaEl) amus (M)in  

cS yS cliLnag kfhef male rats 
mann， K. Kaur， and G. Kaur (Amritsar， India) 

185 Contribution of sympathetic nerve activwitiy thadnrd a adrenal S111A 
catecholamine secretion to autonomic withdrawal 
responsesof morphine-depd endent rats undergoing abrupt or 
naloxone-precipA itated with rawal 
W.R. Oixon and A.P.L. Chang (Lawrence， USA) 

186 Isolation and identification of endogenous anti-morphine S111 B 

JpP.e.-WpJ.taiLdnee ge ， from dog brain S. Chou， KW.K. Wa悦， M. Shimizu， Y. Chen， Z. Liao， 
J ，and Y.CCheetur1s，(BUeSljAIr) Jg，People's Republic of China 
and Pen. Labs & 

187 MmD.iomMrpiachrrciynhe oe f morphine receptor by monoclonal antibodies to S111 C 

抗i，P. Kussie， O.S. Linthicum， and J.A. Glasel 
(Houston and Farmington， USA) 

188 The molecular structure of the rks-oodpl ioid receptor subtype Sl110 
M.Woilernann，S.gBeedn， yhe，A Bo J.Simon，M.SzlKCS， 
and E. Varga (Szeged， Hungary) 

189 isolation and characterization of s(Lyennaipntgic raodp， iate-binding proteins Sll2A 
N.P. Taranova and G.A. Izykenova (Leningrad， USSR) 
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Poster# 

190 

191 

192 

193 

194 

195 

196 

197 

198 

199 

200 

201 

NEUROTOXICOLOGY I 

~e_urotoxins occuring naturally at the Portuguese coast 
P.C. Alvito and S. Franca (Lisboa， Portugal) 

!ox.icity of manganese compounds 
F. Heilbronn and H. Eriksson (Sωckholm， Sweden) 

Modulation of manganese (Mn2+) uptake in cultured brain 
cel'-s by insulin hydrocortisone and potassium 
G. Tholey， M. Ledig， P. Mandel， and F.C. Wedler 
(Strasbourg， France and University Park， USA) 

Role of ATP reduction in mediating organolead neurotoxicity 
M.A. Verity and T.S. Sarafian (Los Angeles， USA) 

Polyamines can protect neurons against degeneration induced 
by mechanical or toxic injuries 
G.M. Gilad and V.H. Gilad (Camden， USA) 

Tetanus neurotoxin: 8iochemical comparison between 
protoxin， extracellular toxin and some isotoxins 
obtained by limited proteolysis 
K.G. Krieglstein， A.H. Henschen， U. Weller， and E.R. Habermann 
(Martinsried and Giesen， FRG) 

Sterotaxic application of tetanus toxin in rat CNS cause 
alteration in biogenic amine levels 
J. Aquilera， L.A. Lopez， J.R. Ripoll， and F. Gonzalez Sastre 
(Barcelona， Spain) 

Effect of nitrous oxide exposure on brain MAO activity 
L. Oreland， Y. Hiraga， S.S.Jossan， B. Regland， and C.-G. Gottfries 
(Uppsala and Gothenburg， Sweden) 

Modification of malathion induced neurochemical changes by 
adrenalectomy in rats 
M.A. Matin， K. Husain， and S.N. Khan (Lucknow， India) 

Increase of the immunoreactivity of glutamatergic neurons 
on ~at brain after cryogenic lesions 
G. Campitron， M. Coussemaca， M. Geffard， and F. Cohadon 
(Bordeaux， France) 

Evidences for early glial activation in the CNS following 
mechanical injury 
しCavicchioli，T.P: Flanigan， P. Polato， G. Vantini， and A. Leon 
(Abano Terme， italy and London， UK) 

Decreased brain dolichol levels in suckling rats exposed to 
retinoic acid 
N.M.K. Ng Ying Kin and R.A. Sikstrom (Montreal， Canada) 
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S112C 

S1120 

S113A 

S113B 

S113C 

S1130 

S114A 

S114B 

S114C 

S1140 

S115A 



202 

203 

204 

Regional and age specific effects of methylazoxymethanol 
gestational treatment on neurotransmitter markers in young 
and adult rats 
A. Contestabile and M. Virgili (Catania and Bologna， Italy) 

8rain lipid and fatty acid composition of the cerebral cortex of 
guinea pig pups after intrauterine exposure to perchloroethylene 
T. Kyrklund and K.G. Haglid (Goteborg， Sweden) 

Abnormal disposition of Purkinje cells (PK) and increased 
noradrenaline (NE) content in rat cerebellum (CE) after 
X-irridation at birth 
A. Oopico， H. Rios， J. Mayo， and l. Zieher (Buenos Aires， Agrentina) 

S115B 

S115C 

S1150 

Monday， April 24・Tuesday，April25 
Presentation Time 13:'30-15:00 

Poster Session 14 

Exhibition Hall 
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

DEGENERATION/REGENERATION 

Poster# Abst# 

205 Effects of systemically administered MK・801and kynurenic S116A 
acid on virus-induced hippocampal neurodegeneration 
and gliosis in mice 
T. Andersson， M. Schultzberg， and K. Kristensson 
(Stockholm， Sweden) 

206 Decrease of atrial natriuretic peptide content in superior S 1168 
cervical sympathetic ganglion after denervation and axotomy 
Y. Nagata， H. Ebisu， M: Tamaru， K. Fujita， and T. Koide (Aichi， Japan) 

207 Nerve-associated Apo A・1in fish， in contrast to plasma S 116C 
derived， has an heparin binding capacity 
A. Harel， M. Fainaru， and M. Schwartz (Rehovot， Israe乃

208 Uptake of Apo E-containing lipoproteins and differential S 1160 
expression of the LDL-receptor in peripheral neurons 
and Schwann cells 
T. Rothe and HW. Muller (Dusseldorf， FRG) 

209 HMG・CoAreductase activity is depressed during regeneration of S 117 A 
sciatic nerve 
J.F. Goodrum， O.L. Novicki， and T.S. Earnhardt (Chapel Hill， USA) 

210 Cytoskeletal protein mRNA levels following injury in rat S: 17B 
cerebral cortex 
O.F. Condorelli， L. Kaczmarek， R. Avola， A. Messina， and 
A.M. Giuffrida Stella (Catania， Italy and Warsaw， Poland) 

211 Nerve regeneration in rats with streptozotocin induced S 117C 
insulin-deficiency 
A.R. Ekstrom， M. Kanje， and A. Skottner (Lund and Stockholm， Sweden) 

212 Formation of actomyosin aggregates by cytochalasin D in S 1170 
regenerating axons in vitro 
B. Edmonds， A.M. Edelman， and E. Koenig (Buffalo， USA) 
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213 

214 

215 

216 

Pulsed electromagnetic fields enhance regeneration of the 
rat sciatic nerve 
A. Rusovan， B. Sisken， and M. Kanje (Lund， Sweden) 

An in vitro system to study regeneration of sensory axons 
in the adult frog sciatic nerve 
P. Remgard， M. Edbladh， and A. Edstrom (Lund， Sweden) 

The role of ornithine decarboxylase and polyamines in 
regeneration of the frog sciatic nerve 
M. Edbladh，し Persson，and A. Edstrom (Lund， Sweden) 

Mosaic reconstruction of blood vessels in xenogeneic neural 
transplantation 
S. Kohsaka， Y. Nakano. K. Takei， S. Toya， and Y. Tsukada 
(Tokyo， Japan) 

S118A 

S118B 

S118C 

S1180 

Monday， Aprll24・Tueaday，Aprll25 
Presentation Time 13:30-15:∞ 

Poster Session 15 

Exhibition Hall 
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

BLOOD.BRAIN BARRIER 

Poster# Abst# 

217 Aldehyde dehydrogenase in neuron and barrier brain structures S 119A 
S.M. Zimatkin (Grodno， USSR) 

21 a Sulfoglucuronylparagloboside in brain microcapillary cells S119B 
N. Miyatani， T. Kohriyama， and R.K. Yu (Richmond， USA) 

219 Increase In blood.brain barrier permeability to sodium S 119C 
fluoresciene induced by amitriptyline 
A. Sarmento. A. Albino Teixeira， and 1. Azevedo (Porto， PortugaJ) 

220 Blood.brain barrier dysfunction in hyperammonemic coma; S1190 
effect of dexamethasone 
Y.Z. Ziylan. G. Uzum. J.M. Lefauconnier， G. Bernard， and J目M.Bourre
(Paris， France) 

221 P.glycoprotein may play a role in regulation of the uptake and S 120A 
distribution of hydrophobic drugs in the brain 
L. Jolicoeur-Paquet. O.F. Cano-Gauci， P.C. Costello， and J.R. Riordan 
(Toronto and London， Canada) 

222 Interactions of HDL， with brain capillary endothelium S120B 
F. Martin. S. Meresse， J.C. Fruchart， and C. Oelbart (Li/le， France) 

223 Co.culture of astrocytes and brain endothelial cells: A potential S 120C 
.model for "in vitro“studies of blood-brain barrier 
M.P. Oehouck， S. Meresse， C. Oelbart， P. Oelorme， J.C. Fruchart， and 
R. Cecchelli (Li/le and Villeneuve a'Ascq， France) 
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Poster# 

224 

225 

226 

227 

228 

SEIZURES 

Anticonvulsant activity of new derivatives of 
1，2，3，4・tetrahydroazanaphthalenes
~.. Przetocki， W. Czuba， and l. Krzywosinski 
(Wroclaw and Warsaw， Poland) 

The (Na+ ，K+)ATPase response to serotonin is absent in 
various brain regions of epileptic rats 
J. Hernandez and M. Condes (Mexico， Mexico) 

The effec:tof cholecystokinin octapeptide on genetic seizure 
susceptibility 
P.X.しinand X.R. Wu (Beijing， People's Republic of China) 

Neurochemical correlates of a model of absence seizures 
(Petit Mal) 
J.G.O代iz，A.E. Negr6n， M.T. Garcia， J.A. Moreira， J.E. Rosado， 
H. Heimer， M.S. 8runo， and M.l. Cordero (San Juan， Puerto Rico) 

Effects of the diterpene sclareol glycol on convulsive 
seizures in mice 
J.V. Georgieva and P.O. Uzunov (Sofia， Bulgaria) 

Abst# 

S1200 

S121A 

S1218 

S121C 

51210 

Monday， April24・Tuesday，April 25 
Presentation Time 13:30・15:00

Poster Session 17 

Exhibition Hall 
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

Poster# 

229 

230 

231 

232 

LlPIDS 

Lipid composition and choline lipid metabolism during rat 
sciatic nerve development 
R.M. Gould， W.O. Spivack， and O.S. Oeshmukh (S飽tenIs/and， USA) 

Presence of long-chain saturated fatty acids in endoneurial 
phosphatidylserine of rat sciatic nerve 
J.K. Yao (Pittsburgh， USA) 

Regulation of cerebroside synthesis by changes at the 
ceramide pools 
C. Sato and R.K. Yu (Richmond， USA) 

Biosynthesis of sulfoglucuronyl glycolipids 
O.K.H. Chou and F.8. Jungalwala (Waitham， USA) 
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Abst# 

S122A 

S1228 

S122C 

S1220 



233 The possible relationship between phosphatidylcholine S 123A 
and acetylcholine metabolisms in brain areas from 
spontaneously hypertensive rats 
G.E. Oe Medio:しTerracina，M. 8runetti， G. Trovarelli， S. 8anfi， and 
A. Gaiti (Perugia and Milano， Italy) 

234 The effects of valproic acid and bicuculline on the incorporation S1238 
of glycerol into rat brain lipids 
G. Arienti， G.l. Piccinin， M. Rossi， G. Fratto， and しCorazzi
(Perug沼，Italy) 

235 Functional organization of phosphatidylcholine synthesis in S 123C 
cultured glioma cells: Channeling of intermediates 
MW. Spence， T.P. George， S.C. Morash， HW. Cook， O.M. 8yers， and 
F.B.St.C. Palmer (Halifax， Canada) 

236 Monoclonal antibodies against phosphatidylserine and S1230 
ghospha州 linositol
. Faiderbe，J.l. Chagnaud， and M. Geffard (Bordeaux， France) 

237 Fluoremetric coupled enzyme assay for Iysoplasmalogenase activity S 124A 
Y. Hirashima， A.A. Farooqui， and l.A. Horrocks (Columbus， USA) 

238 Direct assay of glycosphingolipid glycosyltransferase 
activities on thin-Iayer chromatograms 
X. Gu， T. Gu， and R.K. Yu (Richmond， USA) 

S1248 

Monday， April 24・Tuesday，April25 
Presentation Time 13:30-15:00 

Poster Session 18 

Exhibition Hall 
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

Poster# 

239 

240 

241 

242 

243 

MYELlN I 

Glycerophosphorylcholine (GPC) phosphorylcholine 
phosphodiesterase・Anew myelin specific enzyme 
J.N. Kanfer， O. McCartney， and l. Janzen (Winnipeg， Canada) 

Glucocorticoids regulate gene expression of several 
oligodendrocyte markers during development 
J. de Vellis， S. 'Kumar， and E. Holmes (Los Angeles， USA) 

Effect of fetal cocaine exposure on postnatal myelination 
in the offspring 
R.C. Wiggins (Morgantown， USA) 

Ultrastructural observations on the thymus in normal and 
chronic experimental allergic encephalomyelitis (C~-EAE) 
A. Confaloni， S. Salvati， A. Modesti， and V. O'Andrea (Rome， Italy) 

Extraction of lipid-bound， native， basic protein from guinea 
Rig削 nalcord myelin 
. -Riecio， G.M. Liuui， M.R. Stella， T. Rizzo， and A.M. Colangelo 
(Bari， Italy) 
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S124C 

S1240 

S125A 

S1258 

S125C 



244 

245 

246 

247 

248 

249 

250 

251 

252 

Structure and immunological activity of myelin proteins in 
bovine peripheral nerve 
K. Uyemura， K. Kitamura， M. Suzuki， Y. Sakamoto， and S. Tanaka 
(Saitama， Japan) 

Post-translational processing of the myelin-associated 
glycoprotein (MAG) 
A. Noronha， H. 8aba， J. Moller， T. Inuzuka， J. Hammer， H. Agrawal， 
and R. Quarles (Bethesda and St. Louis， USA) 

Immunocytochemicallocalization of (Na+ ，K+)-ATPase to 
internodal axolemma in myelinated fibers of the rat 
M. Mata， D.J. Fink， S.A. Ernst， and G.J. Siegel (Ann Arbor， USA) 

Immunochemical localization of sulfated glucuronyl glycolipids 
in dorsal root ganglion 
T. Ariga， S. Kusunoki， K. Asano， M. Oshima， M. Asano， and R.K. Yu 
(Tokyo， Japan and Richmond， USA) 

Most of the rapidly labelled polyphosphoinositide of peripheral 
nerve is in打、yelin
A. Ousley and P. Morell (Chapel Hill， USA) 

Pr~ferential permeability in myelin vesicles 
M.D. Roberson， G. Meissner， and P. Morell (Chapel Hill， USA) 

Three-dimensional reconstruction of bovine intradoral spinal 
root myelin by ~Iectron microscope tomography 
J. Sedzik，し-G.Ofverstedt， and U. Skogfund 
(Uppsala and Stockholm， Sweden) 

Lipid profile of myelin subfractions 
A. Di Biase， A. Confafoni， L. Mafvezzi Campeggi， and S. Salvati 
(Rome， Italy) 

Comparison of the effect of triiodothyronine in myelinogenic 
cultures of mouse brain cells grown either with calf serum 
or in a serum substitute: Ultroser SF 
V. Ferret-Sena， A. Sena， L.L. Sarlieve， and G. Rebel 
(Strasbourg， France and Lisboa， Portugaf) 

S1250 

S126A 

S1268 

S126C 

S1260 

S127A 

S1278 

S127C 

S1270 

Monday， Aprll 24・Tuesday，Aprll 25 
Presentation Time 13:30-15:00 

Poster Session 19 

Exhibition Hall 
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

GLlALCELLS 

Poster# Abst# 

253 ~c_hwann cell precursors and their development S128A 
K.R. Jessen，し Morgan，and R. Mirsky (London， U.的

254 Inhibition of DNA synthesis In Schwann cells and enterlc S1288 
FIiain culture 
.A. Eccleston， K.R. Jessen， and R. Mirsky (London， U閃

255 ~ffl!ct of fatty a~id on_ the glyclne transport In glial cells S128C 
C. Gimenez， F. Zafra， 8. L6pez・Coruera，and C. Arag6n (Madrid， Spain) 
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256 Co、dmfpr arison between raitt uoreli匂dodendrocytes from spinal cord S1280 
and from cerebrum， cultured in hormone-supplemented 
medium (CDM) P 
R.H.M. van der Pal and M. Lopes・Cardozo(Utr<配 ht，Netherfands) 

257 
Cerebroside sulfotrans倫rasaaiibmdGvcl叫qyLatmWeb1swoTatu1h nmrdd feae-ptccttueooru{r-Ss r岡。s-li宮gI加n。dguelrinσ-d E c-IE 

S129A 

cultures enriched in aroerHlmIiguvole adteiaonnn d d rocyte 
subcultures and its 
C Ffessl「1aud.L.L.S bGv .(Stra  urg，France) 

258 Effect of HEPES on taurine uptake Fbray nccuel、tured glial cells 5129B 
P.しLleuand G. Rebel (Strasbourg， France) 

259 Contribution of glial cells in histamine metabolism 5129C 
Z. Huszti， K. Magyar， and M. Kalman (Budapest， Hungary) 

260 Na + -valproate， GABA， and glutamate uptake in primary S1290 

astNroligs lla cultures from rat cerebral cortex 
M. Nilsson， E. Hansson， and L. Ronnback (Goteborg， Sweden) 

261 
lbPmr.Eom.mukonndoaecpoypxt，oyMcuh.rSied.miG n ical studies on proliferation in vitro using 

S130A 
e and glial cell .sPp. ecific antibodies 
handour， and R.P. Sko符(Detroit，USA and 

Strasbourg， France) 

262 Isoproterenol-and K+-stimulated release of adenosine and 5130B 

related cionm，Vp.ounds from astrogS llal cells 
O.L. Martin， V. Madelian， and W. 5hain (Afbany， USA) 

263 Astrocyte・milocsroegdlial cell interactions ln primary rat brain S130C 
cultures ex(p L tointerleukin-1and tumor necrosis factor 
J.E. Merrill (Los Angefes， USA) 

264 Immortalization of oiigodendrocyte-astrocyte bipotential 81300 
progenitors ibny d oncogene transfer and selection of ceil lines 
carrying an iCatory 「g1dene 
E. Galiana， C. Evrard， and P. Rouget (Paris， France) 

265 Cultured astrocytes from cortex， cerebellum and spinal cord 8131A 
differ in their responses to vasoactive intestinal peptide 
A.J. Cholewinski and G.P. Wilkin (London， U的

266 ATP stimulates calcium influx in primarny b astroacnyd te cultures 8131B 

J(M7l.aNmei，aUryS，AC ) van Breernen，L O-B NO「e erg， M.D.ftorenberg 

267 lodide and chioride uptakes by primary cultures of mouse 8131C 

astroCchyotev s and neurons 
S.Y. Chow， Y.C. Yen-Chow， H.S. White， and D.M. Woodbury 
(Saft Lake City， USA) 

268 Effect of histamine on unidirectional Ca2+ f1uxes in rat 81310 
astrocytes in culture 
L. Arbones， F. Picatoste， and A. Garcfa (Barcefona， Spain) 

269 Calcium-dependent degradation of glial fibrillary acidic S132A 
pJ. rotein and vimentin in rat astrocytes in culture 
Ciesielski-Treska， J.F. Goetschy， and O. Aunis (Strasbourg， France) 

270 Ammonia causAe.s Cd-He.pYleut-ionof gleydcl ogk，eFn .in Sphriamrpa，ry astro.Hc.yCte h culture 81328 
R.A. 8wanson， A.C.H. Yu， P. Oemediuk， F.R. 8harp， and P.H. Chan 
(San Francisco， USA) 
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Monday， April 24・Tuesday，April 25 
Presentation Time 13:30-15:00 
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

CELL ADHESION MOLECULES 

Poster# 

Poster Session 20 

Exhibition Hall 

Abst# 

271 Localization of neural cell adhesion molecule (N-CAM) S132C 
immunoreactivity in the rat vascular system 
S. Gulbenkian， M:J. Santos， J. Wharton，.J.M. Polak， and 
J.F. Oavid-Ferreira (Oeiras， Portugal and London， UK) 

272 Purification and characterization of soluble neural cell S1320 
adhesion molecule from rat brain 
L. Krog， N. Moran， and E. Bock (Copenhagen， Denmark) 

273 Comparison of the expression of two ceil adhesion molecules S 133A 
in endocrine tissues 
O.K. Langley， M.C. Aletsee-Ufrecht， and M. Gratzl (Strasbourg， France 
and Ulm， FRG) 

274 Expression of the cell adhesion molecules NCAM and L1 in S 133B 
tumor cells with differing metastatic potential 
O. Unnemann， A.-M. Andersson， A. Raz， and E. Bock 
(Copenhagen， Denmark and Rehovot， Israel) 

275 Characterization of the kinetics of NCAM homophilic binding S 133C 
N. Moran and E. Bock (Copenhagen， Denmark) 

276 Çl~nin.~ an~. e~pressi~n ~f ~~e neura.l.a.d~e~io ':l molecule on gfia S1330 
S. Pagliusi， H. Antonicek， S. Gloor， and M. Schachner 
(Heidelberg， FRG) 

277 Neuron-specific monoclonal antibody BM88 recognizes a 22KD S 134A 
membrane protein that may be invof~ed in neuron-gfia interactions 
E. Patsavoudi and R. Matsas (A的ens，Greece) 

Monday， April 24・Tuesday，Aprif 25 
Presentation Time 13:30・15:00
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

DfSEASES I 

Poster# 

Poster Session 21 

Exhibition Hall 

Abst# 

278 Evidence for decreased cerebral GABA synthesis in S134B 
pyrithiamine-treated rats: Implications for the pathogenesis 
()f JlE!rnicke's encephalopathy 
R.F. Bu社e附 0バhand M. Heroux (Montreal， Canada) 

279 Effect of physical exercise on blood pressure and monoamine S134C 
levels in brain and blood in spontaneously hype同ensiverat (SHR) 
H. Matsui， S. Mizuno， K. Okamura， and M. Nomura (Aichi and 
Niigata， Japan) 
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280 In vitro effect of retinoic acid on Iysosomal stability in rat S1340 
nervous tissues 
G. Oe Luca， C. Amato， and R.M. Oi Giorgio (Messina and Palermo， 
I飽l凶

281 Selective labellionf g paynred nkei-lllainbg e of Nlemann.pick cells following S135A 

administration l(iJeed russpahleinmg，oImsryaeelli) n 
T. Oinur， E. Fibach， and S. Gatt 

282 SPyanraaiple tic remodelling in agranular mutant mice cerebella: S1358 
Is to neurodegenerative diseases 

O.S. J<trgensen (Copenhagen， Denmark) 

283 Transfection of tyrosine hydroxylase c-DNA into C-6 cells: S135C 
ApKp0lication in the intracerebral granin3.g To 
S. Kohsaka， K. UChida， K. TakamatsU， S. Toya， N. Kaneda， 
T. Nagatsu， and Y. Tsukaka (Tokyo and Nagoya， Japan) 

284 Receptor alterations associated with spinal neurone loss in S1350 
bovine Akabane disease 
A.L Gundlach， C.S.G. Grabara， P.R. OOdd， G.A.R. Johnston， and 
P.A.w. Harper (Sydney， Australia) 

285 RetiLd t esk(yCmnSadFn r) oAm. e:Biogenic amine metabolites in cerebrospinal S136A 
flu 
A. Lekman， A. Percy， and L. Svennerholm (Gδteborg， Sweden) 

286 
A2B5monochAluo.mnCaahl n ear1anndtoiubulont ，dpay enrrd iepaNhc.etBrs aawl unimteh arvngenlys c(Poa lipids present in 

S1368 
mouse and 
M.L. Harpin， A. Chennoufi， and N. Baumann (Paris， France) 

287 Familial amyloid OpSoltlyionneu6r0o0pf attrht y due to alanine-for-threonine S136C 
substitution at M p ansthtylarer tin 
A.H.nKaopeoplpise， n， .0.Benson，and k.Alnd LAlbany and 
Indianapolis， USA， and Giessen， FRG) 

288 
Selective regional chanogf es eo(pf ktbeonrzat oiRn toidecgninez・，yiSnmidneugacaceptd oivrdietiy ) a involved 

S1360 
in energy metabolism of streptozotocin-induced diabetes 
S.F. Leong and T.K.C. Leung 

289 
CsYu.lilMnfaiacteeodd paag，tlhNuo.elMuorglyoiacntayal l nspi，tauCrda.Fy g . of Lewis rats sensitized with 

S137A 
loboside 

yatani， C.F. 8rosnan， and R.K. Yu (Richmond and 
Bronx， USA) 

290 
inhibition of angiotensin t，ciJco-anElvl.y ePrhitnyitnopg .eT同e.neTznoysrmidvaee ， activity decreases 

S137B 
βA -adrenoceptors in gene and normotensive rats 
.A. Alsasua， A.J. Nazarali， J.E.Pinto， T. Torda， and J.M. Saavedra 
(Bethesda， USA) 

291 
PtしohしomsザDpuahgsatahtniec，inyTil.aeAtghsrahanizvoais lwasarne，irana ne d atnuPd r.nDcooevmmer peldln eiumrkaet (nSnt a zuscle cells exposed 

S137C 

gan， T. Ashizawa， and P. Oemediuk (San Francisco， USA) 

292 Brain damagNe .and recoveryof 1ehrny，pSewrpithzeernlaynladla) ninemic rats S1370 
R. Burri and N. Herschkowitz (B 

293 Rat braian n(d Nak+.k，Kau+r )ATPase acIntidviiaty ) after acute starvation S138A 
G. Kaur and K. Kaur (Amritsaに
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Monday， April24・Tuesday，April 25 
Presentation Time 13:30・15:00

Poster Session 22 

Exhibition Hall 
Odd Poster Numbers on Monday 
Even Poster Numbers on Tuesday 

METABOLlSM 

Poster# Abst# 

294 Differential inhibition of citric acid cycle enzymes by S 138B 
fatty acyl coenzyme A derivatives 
J.C.K. Lai， K. Rimpel-Lamhaouar， and A.J.L. Cooper (New York， USA) 

295 The origin of free brain malonate S 138C 
K.M. Riley and A.H. Koeppen (Albany， USA) 

296 A mitochondrial transhydrogenase which catalyzes the initial S1380 
step in the catabolism of gamma-hydroxybutyrate 
E.E. Kaufman and T. Nelson (Bethesda， USA) 

297 Regional cerebral glucose use in a model of hepatic coma S139A 
J.F. Giguere， R.F. Bu陶附orth，M.R. OeJoseph， and R.A. Hawkins 
(Montreal， Canada and Chicago， USA) 

298 Changes in glycogen concentration in cortical brain tissue， S 139B 
in response to brachial and photic stimuli 
A.-S. Abdul-Ghani and N. Nahas (Birzeit， Occupied West Bank) 

299 Neurochemical response patterns under combined conditions S139C 
of exercise and heat stress 
J. Harris， G.S. Krahenbuhl， J.K. Allan， S.H. Constable， 
and OW. Morgan (Tempe， USA) 

300 Thiamine triphosphate and thiamine triphosphatase in the main S 1390 
electric organ of E. electricus 
L. Bettendorff， P. Wins， and E. Schoffeniels (Liege， Belgium) 

301 Molecular aspects of bioelectrogenesis: S140A 
Role of thiamine triphosphate 
E. Schoffeniels (Liege， Belgium) 

302 The effect of phosphate and solubilization on two kinetically S140B 
distinct forms of membrane associated phosphate activated 
glutaminase from rat brain 
I~Aa. Torgner， B.A. Roberg， S. Merino， and E. Kvamme (Os/o， Norway) 

303 No evidence for a glutamine carrier-mediated effect by hypotonic S 140C 
swelling and mersalyl on phosphate activated glutaminase in rat 
brain synapto~omes 
E. Kvamme'， B.A. Roberg， S. Merino， and I.Aa. Torgner (Os/o， Norway) 

-114-



Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30-15:00 

Poster Session 23 
Exhibition Hall 

Odd Poster Numbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

GLUTAMATE 11 

Poster# Abst# 

Oevelopment of 3H-AMPA binding sites in primary cultures of S1400 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

cortical neurons 
P. Wahl， A. SChousboe， J. Orejer， and T. Honore 
(Copenhagen and Soborg， Denmark) 

Effects of glutamyl and aspartyl peptides on the calcium uptake 
in cultured cerebellar granule cells 
V. Varga， R. Janaky， 1. Holopainen， P. Kontro， and S.S. Oja 
(Tampere， Finland and Budapest， Hungary) 

00 glutamate receptor agonists increase Ca2+ influx through 
receptor-linked cationic channels in rat cerebellar granule cells? 
1. Holopainen， M.O.K. Enkvist， and K.E.O. Akerman (Turku， Finland) 

L-eH]glutamate binding sites are present In bovine brain 
coated vesicles 
M. Martin， G. Gonzalez-Calero， and A. Cubero (Ciudad Real， Spain) 

Changes in extracellular taurine levels induced by glutamate 
receptors activation in the in vivo rat hippocampus 
N. Menendez， O. Herreras， A.S. Herranz， J.M. Solis， and 
R. Martin del Rio (Madrid， Spain) 

A specific competitive inhibitor of kainic acid binding from 
FddMne刊 oussystem 
. Migani (Bologna， Italy) 

Obtention of anti-anti-glutamate antibodies: Characterization 
and immunocytochemistry 
G. Campistron and M. Geffard (Bordeaux， France) 

S141A 

S141B 

S141C 

S1410 

S142A 

S142B 

Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30・15・00

Poster Session 24 

Exhibition Hall 
Odd Poster Nur Ilbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

Poster# 

8 

9 

EXCITATORY NEUROTRANSMITIERS 

0・Aspart~te release from cerebellar astrocytes: Modulation 
of the K十-stimulatedrelease by inhibitory amino acids 
1. Holopainen and P. Kontro (Turku and Tampere，円nland)

Intracerebral metabolism of N-acetyl-aspartate 
P. Vestergaard， 1. Bakkevar， and E. Kvamme (Os/o， Norway) 
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S142C 

S1420 



10 NMDA，kainate and quisrtqicut alate release endogenous adenosine S143A 
from sulptt erfused rat coal slices 
T.O. White and K. Hoehn (Halifax， Canada) 

11 N-methyl-o・a(Gsp6artatetoSxwiceidty e in immature rat hippocampalslices S143B 
A. Lehmann (Goteborg， Sweden) 

12 3H-CPP binding to rat striatal membranes: Effects of selective 
brain lesions 

S143C 

O. Samuel， M. Errami， L. Kerkerian， and A. Nieoullon (Marseille and 
Maroc， France) 

13 
Persistent neuroce}hOterht maJ imcゃRal hBeefatfaielemcvtis .naeonfd {MoWrDa.MHSy A|iak ) dministered 

S1430 
methylenedioxymethamphetamine (MDMA) in rats and monk 
S-F hAy |i，G.O.Newp ， ey， ker，Jr.(JeHerson，eUySs A) 

14 NMDA receptor activation leads to increased extracellular S144A 

taurine and neurVo.pWatahdoe loSgy -R 
T.L. Pazdernik， J'v. Wade， S.R. Nelson， and F.E. Samson 
(Kansas City， USA) 

15 Development of excitatory amino-acid responses in primary 
cultures of fetal striatum 

S214B 

S. Barnes， T.S. Sprosen， P. Boden， and J. Hughes 
(Cambridge， U的

Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30・15:00

Poster Session 25 

Exhibition Hall 

Odd Poster Numbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

Poster# 

16 

17 

18 

19 

20 

RECEPTORS 11 

T~e d.ist.~ib~tion <?f_.GAB~A' musca巾 icand 5・Hちreceptor
sites in the barrel field offat somatosensory conex 
J. Skangiel-Kramska and M. Kossut (Warsaw， Poland) 

Purification of the GABA/benzodiazepine receptor complex 
by immunoaffinity chromatography 
A.L. de Blas and O. Park (Sωny Brook， USA) 

Effects of protease and protein synthesis inhibitors on 
induction of GABA-receptors by THIP 
B. Belhage and A. Schousboe (Copenhagen， Denmark) 

APB sensitive glutamate binding sites in mouse cerebellar 
membranes persist after freeze-thawing of the membranes 
C. Girard， F.J. Garcia Ladona， J. de Barry， and G. Gombos 
(Strasbourg， France) 

Characterization of a novel non-adrenergic high affinity 
idazoxan receptor site in guinea pig cerebral cortex by 
radioligand binding and solubilisation 
J.E.S. Wikberg and S. Uhlen (Umea， Sweden) 
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S144B 

S144C 

S1440 

S145A 

S145B 



21 Differential desensitizationofhα斤，adarenndeprghio c receptors in S145C 
NG 108 15 cells by (・)-epinephrineand phorbol・12・
maleate-13・acetate
A. Convents， J.P. de Backer， and G. Vauquelin (Brussels， Belgium) 

22 Modulation bbiy ll sodium ions of [3H]idazoxan binding to S145D 
Cha「p1esr-esolu zed rat cerebral cortex membranes 
R. Briere， E. Dausse， A. EI-Attari， and J.P. Dausse (Paris， Fraηce) 

23 Phosbprhaon lipase A2-alters 5・HT1A receptors in rat hippocampal S146A 
memoranes 
H. Gozlan， A. Moulignier， and M. Hamon (Paris， France) 

24 Methyl incordpeor ration into membranes by S-adenosylmethionine S146B 
effects on a nosine recepN tors in rat brain 
A. Gharib， D. Reynaud， andN. Sarda (Villeurbanne， France) 

25 Properties of human perni-pl heraトtIlylpine e benzodlazepinereceptor S146C 
sites studied in a neuron-like ce 
P.J. Syapin (Los Angeles， USA) 

26 Solubilisation and characterisation of bradykinin receptors S146D 
from rat uterus and NG 108-15 cells 
C.R. Snell， M. Webb， P.H. Snell， and E. Phillips (London， UK) 

27 
ldentEricatl。n。nIhA dGuEnrmJeeacam(o n Pl田CpslPoalktnelrtI(eaeRcgtoseacpwo加tfa oja r llN e new type。fhigh S147A 
affinitv ohencvcl 
A.K.Aity grpahWeanl.cNy -J N.Tandon，K C.RICe，A.E. 
Jacobson， and G.A. Jamieson (Rockvil/e and Bethesda， USA) 

28 
EvimDdIiesSnpechae elafr-oeGr s LoJaexnnyd ototh-cyMinpTo(.t0hSηatrloabsmisnueds ri-ng in the rat cerebral 

S147B 
he serum-free p-Mriemr ary cultures 
D. Di Scala-Guenot， M.T. Strosser， M.J. Freund~Mercier， 
and Ph. Richard (Strasbourg， France) 

29 Characterization of nerve growth factor receptor on PC12 S147C 

cells using ，gCrrae.pcBheey pc tor binding assay and high performance liquid 
chromato 
D.E. Shan， C. Beck， D. Marchetti， and J.R. Perez-Polo (Galveston， USA) 

30 J1 3[「.Fa H] ]Dd)iN附B副rii d a m i e ( 向in h D P R ) a 州 、批i比耐t訂帥r S147D 

)binding urTEarIbrain and e(Bryetthheroscdyat， es 
Deckert， A. Verma， and P.J. Marangos (Bethesda， USA) 

31 Distributicoon rtoef x daonpd amine D1and D2receptors in rabbit S148A 
cerebral cortex and neostriatum 
T.A. Reader，し Grondin，B. Montreuil， and K.M. Dewar 
(Montrea/， Canada) 

32 Identification and localization of adenosine receptors and S148B 

ade8nlaozsyinnsekrlg(iSc t.nLeouuroisn， s in mammalian retinas 
C. Blazynski (St. Louis， USA) 

33 Adenosine receptors in the respiratory system of guinea-pig S148C 
and rat 
P‘Walday and P. Aas (Kjel/er， Norway) 

34 H3M?h目 istaminergLiCreceptor bindiW ng sites in rat brain membranes S148D 
J.M. Arrang， J.L. Morgat， J. Roy， W. SChunack， and J.C. Schwartz 
(Paris， France) 

35 1n3uHI lrauwolseine labelsα2・ad附 lergicand 5・HT1A receptors in S149A 
man cerebral cortex 
G. Vauquelin， J. de Keyser， and A. Convents (Brussels， Belgium) 

-117-



36 

37 

38 

Glutamate receptor autoradiographic mapping in developing 
mouse cerebellum 
G. Gombos， F.J. Garcia Ladona， J.M. Palacios， J. de Barry， and 
C. Girard (Strasbourg， France) 

Autoradiographic distribution of the opiate receptor binding 
in rat thalamus 
A.J. Lanca (Coimbra， PortugaD 

~~.ca~zation ~f ~xcitatory _amin~ acid recept(~rs in hippocampus 
N.H. Oiemer， T. Bruhn， M. Berg， E. Valente， H. Benveniste， 
and F.-F. Johansen (Copenhagen， Denmark) 

S149B 

S149C 

S1490 

Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30-15:00 

Poster Session 26 

Exhibition Hall 

Odd Poster Numbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

Poster# 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

ACETYLCHOLlNE 11 

Partial sequence of a cDNA derived from cholinergic neurons 
and involved in neuronal activity 
ow. Schmid (Arcachon， France) 

Pharmacological differentiation of choline uptake， evoked 
acetylcholine release and vesicular acetylcholine transport 
M.F. Oiebler， Y.Morot Gaudry-Talarmain， S. 0・Regan，
M.Cugnon de Sevricourt， M."Robba， and M. Israel 
(Gif-sur-Yvette and Caen， France) 

Transmission of a single cholinergic impulse is accompanied 
and followed by significant changes in synaptic membranes 
and synaptic vesicles 
Y. Ounant， O. Muller， L.-M. Garcia-Segura， and A. Parducz 
(Geneve， Switzerland; Madrid， Spaini and Szeged， Hungary) 

Characterization of the柑enosinereceptor mediating 
inhib比ionof the evoked .lH-acetylcholine release from 
rat phrenic nerve endings 
P. Correia-de-Sa， J.しFougo，A.M. SebastielO， and J.A. Ribeiro 
(porto and Oeiras， PortugaD 

Endothelin-induced modulation of cholinergic neurotransmission 
in guinea pig ileum 
C.u. Wiklund， N.P. Wiklund， A. Ohlen， and L.E. Gustafsson 
(Stockholm， Sweden) 

Subcellular distribution of ACh synthesized by AH5183 treated 
hippocampal slices 
R. Cabeza and B. Collier (Montreal， Canada) 

Veratridine-evoked external calcium-independent release of 
acetylcholine is not inhibited by vesamicol (2・(4・phenylpiperidino)-
cyclohexanol) 
V. Adam-Vizi， H. Shershen， A. Lajtha， and E.S. Vizi (Budapest， Hungary 
and Ward's Island， USA) 
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S150A 

S150B 

S150C 

S1500 

S151A 

S151B 

S151C 



46 Acetylcholine release in ‘myasthenic' rat muscle S1510 
P.C. Molenaar， 8.S. Oen， and G.Th.H. van Kempen 
(Leiden， NetherJands) 

47 Acetylcholinesterase A' and A" forms in embryonic and neonate S152A 
rat skeletal muscles 
H. Fernandez， X. 8usquets， and G. Ramirez (Kansas City， USA and 
Madrid， Spain) 

48 Brain cholinergic enzymes and cortical EEG activity in young S1528 
and old rats 
J. Sirvio， A. Pitkanen， A. Paakkonen， J. Partanen， and P.J. Rielくkinen
(Kuopio， FinJand) 

49 Acute and chronic inhibition of acetylcholinesterase by S 152C 
fasciculin in an ocular model 
R. Silveira， J. Mazzella， J. Stjernschantz， and F. Dajas 
(Montevideo， Uruguayand UppsaJa， Sweden) 

50 Specific inhibition of the membranous form of choline S1520 
acetyltransferase in 2・(4・phenylpiperidino)cyclohexanol(AH5183) 
and picrylsulfonic acid 打NBS)treated ganglia 
S. Mykita and 8. Collier (MontreaJ， Canada) 

51 Effect of starvation on brain acetylcholinesterase (ACHE) S153A 
activity in adult male rats 
K.J. Kaur， S.S. Lakhmann， and G. Kaur (AmritsaにIndia)

52 Torpedo electric lobe contains a presynaptic-specific mRNA S1538 
encoding a proteolipid that may be the mediatophore monomer 
S. 8irman， F.M. Meunier， N. Morel， and M. Israel (Gif-sur-Yvette， France) 

Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30・15:00

Poster Session 27 

Exhibition Hall 

Odd Poster Numbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

Poster# 

53 

54 

55 

56 

ANTIDEPRESSANTS 

Effects of isoproterenol and salbutamol on l-phenylalanine 
levels in rat brain and plasma: Lack of effect of chronic 
antidepressant drug treatment 
P.R. Paetsch， A.J. Greenshaw， and G.8. 8aker (Edmonton， Canada) 

N2-acetylphenelzine， an active metabolite of phenelzine: 
Neurochemical studies 
K.F. McKenna， D. Mozayani， R.T. Coutts， T.J. Danielson， 
and G.8. 8aker (Edmonton， Canada) 

Effects of the monoamine oxidase-inhibiting antidepressant 
phenelzine on amines and amino acids in rat brain 
J.T.F. Wong， W.G. Dewhurst， G.8. 8aker， A.J. Greenshaw， 
P.R. Paetsch， and R.T. Coutts (Edmonton， Canada) 

A new aspect on the inhibition of MAO activity by phenelzine: 
Deuterium isotope effect 
P.H. Yu and K.F. Tipton (Saskatoon， Canada and Dublin， JreJand) 
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S153C 

S1530 

S154A 

S1548 



57 

58 

59 

60 

61 

62 

Neuropharmacological comparison of moclobemide with the 
novel MAO-A inhibitor Ro 41-1049 in the rat 
R. Kettler， E. Kyburz， H.H. Keller， D. Muggli， and M. Da Prada 
(Bas/e， Switzerland) 

In vitro and ex vivo studies on the 4・fluoroanalogue of the 
antidepressant tranylcypromir可e
R.L. Sherry， G.B. Baker， R.T. Coutts， T.S. Rao， and A.J. Greenshaw 
(Edmonゎn，Canada) 

Urinary excretion of s-phenylethylamine and phenylacetic 
acid in volunteer subjects treated with phenelzine 
G.B. Baker， P. Bieck， K.H. Antonin， Ch. Schick， and J. van Muyden 
(Edmonton， Canada and Tubingen， FRG) 

Inhibition of stress-induced increase in dopamine and serotonin 
metabolism in frontal neocor1ex by diazepam in vivo using brain 
microdialysis perfusion 
G.L. Kramer and F. Pe町 (Dallas，USA) 

Effects of amphetamine analogues on brain concentrations 
of tryptophan 
R.T. Cou悦s，J.T.F. Wong， W.G. Dewhurst， and G.B. Baker 
(Edmonton， Canada) 

Clonazepam and central serotonin function 
しLimaand F. Obregon (Caracas， Venezuela) 

S154C 

S154D 

S155A 

S155B 

S155C 

S155D 

Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30・15:00

Poster Session 28 

Exhibition Hall 

Odd Poster Numbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

Poster# 

63 

64 

65 

66 

67 

RETINA 

Inositol phospholipid turnover in isolated photoreceptor 
terminals: Its influence on synaptic plasticity in the outer 
Fle山 rmlayer of附 pretinae 
. SChmitz， H.-J. Wagner， and D. Drenckhahn (Marburg， FRG) 

Phototransduction-cascade phosphodiesterase defect in 
rotomeptorde enerationofh1ice 
N LolleyaMR3Lee(SepulVeda，USA) 

Polyunsaturated fatty acid patterns of acidic phospholipids 
in the developing human retina 
M. Martinez (Barcelona， Spain) 

Polyunsaturated fatty acid metabolism in a canine model of 
inherited retinal degeneration 
R.E. Anderson， G. Aguirre， M.B. Maude， R.A. Alvarez， M.G. Wetzel， 
G.M. Acland， and P.J. O'Brien (Houston， USA) 

In vivo Iipid synthesis in retina and visual pathway regions 
of the rat: Differential response to aging 
M. Alberghina and M. Viola (Catania， Italy) 
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68 Adenosine uptake and release in purified cultures of chick S 157B 
retinal neurons and photoreceptors 
R. Paes de Carvalho， K.M. Braas， S.H. Snyder， and R. Adler 
(Baltimore， USA) 

69 Adenosine inhibits evoked acetylcholine release from the S157C 
rabbit retina 
M. Thereza， R. Perez， and B. Ehinger (Lund， Sweden) 

70 The ontogeny of dopaminergic 01 receptors in the avian retina: S157D 
Localization and kinetic properties 
A.L.M. Ventura， L.A. Cavalcante， and F.G. de Mello 
(Rio de Janeiro， Brasi/) 

71 Fisiological and pharmacological modulation of OA neurons and S158A 
0-1 OA receptors in the retina of adult and aged rats 
G. Biggio， M.L. Porceddu， G. Oe Montis， S. Pepitoni， O. Giorgi， and 
G. Toffano (Cagliari， Italy) 

73 Oopamine inhibits induction of serotonin N-acetyltransferase S 158C 
activity in photoreceptor-enriched retinal cell cultures 
P.M. luvone， G. Avendano， and R. Adler 
(At/anta and Baltimore， USA) 

74 Immunocytochemicallocalization of taurine-like immunoreactivity S1580 
σLI) in the ferret retina 
N. Lake， L. Oe Marte， and C. Verdone-Smith (Montreal， Canada) 

75 Release， not processing， modulates leu-enkephalin levels in S159A 
chicken retina 
M. Oowton， M.K. Boelen， and IW. Chubb (Wollongong， Australia) 

76 Effects of different light intensities on levels of enkephalin・ S159B
and somatostatin-like immunoreactivity in the chicken retina 
I.G. Morgan， M.K. Boelen， and IW. Chubb 
(Canberra and Wollongong， Australia) 

77 Oistribution of ornithine aminotransferase molecules and its S159C 
activities in mouse retina 
T. Kato (Tokyo， Japan) 

Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30-15:00 

Odd Poster Numbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

CALCIUM 

Poster# 

Poster Session 29 

Exhibition Hall 

Abst# 

78 Ooes K+ depolarization mediate Ca2+ mobilization from S159D 
internal stores in chromaffin cells? 
C.B. Ouarte and L.M. Rosario (Coimbra， Portugal and Bethesda， USA) 

79 The role of a Na + /H + antiporter in calcium transport by the S 160A 
chromaffin granule membrane 
J.R. Haigh and J.H. Phillips (Edinburgh， UK) 
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80 

81 

82 

83 

84 

85 

86 

87 

88 

89 

90 

Effect of Mg2+ on the interaction of calmodulin with brain 
membranes and with tamoxifen 
M.C.F. Lopes， M.G.P. Vale， and A.P. Carvalho (Coimbra， Portuga/) 

N-(6・aminohexyl)・5・chloro-1・naphtalenesulfonamide 0N・7)，
a calmodulin antagonist， is a potent inhibitor of acidic 
sphingomyelinase in C6 glioma cell cultures 
M. Massen， S. Albouz， B. Spezzati， J.M. Boutry， M. Castagna， 
and N. Baumann (Paris and Villejuif， France) 

Effect of antiestrogens on the Ca2+-ATPase and Na+/Ca2+ 
exchange in nerve 
J.O. Malva， M.C. Lopes， M.G.P. Vale， and A.P. Carvalho 
(Coimbra， portugal) 

Inhibitor sensitivity of Na + /Ca2+ exchange in synaptic 
plasma membranes 
O.P. Coutinho， M.J. Almeida， CAM. Carvalho， E. Cragoe， Jr.， 
and A.P. Carvalho (Coimbra and Braga， portugal) 

Altered calcium binding induced by taurine on brain 
synaptosomal membranes 
R.J. Huxtable and A. Peterson (Tucson， USA) 

Different routes of Ca2+ entry in vasopressin rel~ase in vitro 
S. von Spreckelsen and M. Treiman (Copenhagen， Denmark) 

The role of external calcium in the regulation of cytosolic 
free calcium in nerve endings 
G. Gibson and L Toral-Barza-(White Plains， USA) 

Calcium and cyclic AMP regulate the phosphorylation of a 
Eroteinof Mr65900 in町naptosome!>of悶t
. Bogonez， A. Martinez，戸.Bianco， J. Satrustegui， and P. Gomez 
(Madrid， Spain) 

Effects of nicardipine and other "in vilr~" manipulations on 
synaptosomal bioenergetics and [Ca2+]1 levels 
F.Oagani，し Canevari，and G. Benzi (pav.氾"I飽Iy)

Ca2+ mobilization in primary astrocytes by glutam~te receptor 
agonists is not deperident o-n depolarization or Na T 
M.O.K. Enkvist， 1. Holopainen， and KE.O. Akerman (Turku， Finland) 

Binding of tiflucarbine to calmodulin 
B.H. Schmidt， T. Glaser， and J. Traber (Kohn， FRG) 

S160B 

S160C 

S1600 

S161A 

S161B 

S161C 

S1610 

S162A 

S162B 

S162C 

S1620 

Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30・15:00

Poster Session 30 

Exhibition Hall 
Odd Poster Numbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

Poster# 

91 

PHOSPHOINOSITIDES 

Characterization of phosphoinositide-specific phospholipase C 
mediated hydrolysis of polyphosphoinositides in the rat anterior 
pituitary: Stimulation by substance P an<! related tachykinins 
S.E. Mau， P.J. Larsen， J.D. Mikkelsen， and T. Sarmark 
(Copenhagen， Denmark) 
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92 The involvement of phoPasn(pd ShPPo) . inositides in the regulatory S163B 
function of substance 
J. Odarjuk， A. Minenko， and P. Oehme (Berlin， GDR) 

93 Biochemical and histochemical measurements of components of S163C 
the lP3second messenger asnyd stem in rat and human brain 
A.M. Heacock， E.B. Seguin， and BW. Agranoff (Ann Arbor， USA) 

94 
Effects ofmuscat'inic agonists lo(aCn satpmohmboraisdp仏ghAeo，.lUNipS・i2Ad) ) metabolism 

S1630 
in a hufY3an chold inR erJg. ic neurob cell line 
J. Sandmann and R.J. Wurtman 

95 Pm2o・bpiullrzinoceptors stimulatee aplchi osphoinositide turnover and S164A 
e intracellular free calcium in cultured muscle cells 

J. Haggblad， H. Eriksson， and E. Heilbronn (Stockholm， Sweden) 

96 Stimulation by histamine of phosphoinositide hydrolysis in S164B 
cultured bovine chromaffin cells 
M. Portoles， F. Picatoste， and A. Garcia (Barcelona， Spain) 

97 Effects of monamines on polyphosphoinositide hydrolysis in S164C 
rat cerebral cortex 
しE.Oyck and A.A. Boulton (Saskatoon， Canada) 

98 Qui-sbqisul alate-activated ehvyedloropliynsE is of phosphatidylinositol S1640 

4，5phosLpa hate in d bgoms ouse cerebellum 
F.J. Garcia Ladona and G. Gombos (Strasbourg， France) 

99 A oRf .Apph.hGeonosenpyzheaollieidns ionase n i sitemodulates N-methyl-0・aspartateinhibition 
S165A 

tide hyM drolysis in rat cortex 
d J.M. Moerschbaecher (Austin and 

New Orleans， USA) 

100 Long term effects of direct administration of NMDA on S165B 

recTeap「1t1or-mediatedPl turnover in the hippocamRlrula s of rats 
P. Tandon， G.J. Harry， and H.A. Tilson (Research Triangle park and 
Chapel Hill， USA) 

101 Increased phosphatidylinositol phosepthha ate turnover and protein S165C 
kinase C translocation after chronic ethanol 
P H.Wu，MC.aTnsaednag) ，J.Ylp，S VoskarTIp，and H.kalar1t 
(Toronto， 

102 In vivo changes in brain phosphoinositides breakdown after S1650 
an acute stress 
S. Raskovsky and J. Medina (Buenos Aires， Argentina) 

103 
Ganglioside treatment reverses en1n.hEeauicnrhocbeped artq phoy lyphosphoinositide S166A 
turnover in experimental diabetic 
f1. Bianchi， L.N. Berti-Mattera， and J. Eichberg 
(Milan，1飽Iyand Houston， USA) 

104 
The effect of chlorpromazineon hpilgpaotheoolkesatps ，haantd idS ylinositol response S166B 
in thrombin-stimulated human 
H. Wakatabe， T. Tsukahara， J. IShigooka， and S. Miura 
(Kanagawa， Japan) 

105 3H-inositol turnover in PC・12pheochromocytoma cells after S166C 
acqKuoizraek d tolerance toconvulsants 
A. Kozak， and E. Yavin (Rehovot， Israe乃

106 Stimulation ofEhospholipase D ac伽 itybyL phorbol倒的 S1660 
L. Gustavsson， C. Lundqvist， and C. Alling (Lund， Sweden) 
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107 

108 

109 

110 

1
 
1
 
1
 

112 

Phospholipase D: Signal-dependent activation in brai;， and 
neural-derived cells 
M. Liscovitch and V. Chalifa (Rehovot， Israel) 

Phosphatidylinositol 4，5・bisphosphate(PIP，) may antecede 
diacylglycerol (DG) as effector of protein ki白aseC (PKC); further 
eVloence 
H. Brockerhoff， O.S. Oeshmukh， Abha Chauhan， and V.P.S. Chauhan 
(Staten Is/and， USA) 

Ontogenetic development of protein kinase C activity towards 
endogenous substrates in rat brain studied in micro-slices and by 
ty.'~-dimensional electrophoresis 
C. Salbego and R. Rodnight (PO斤oAlegre， Brasil) 

An atypical adenosine receptor modulating inositol phospholipid 
turnover 
S.P. Alexander， R.J. Grout， S.J. Hill， and O.A. Kendall (Nottingham， U的

Calcium-stimulated versus G-protein mediated phosphoinositide 
hydrolysis in brain 
L.J. Chandler and F.T. Crews (Gainesville， USA) 

~nhancement by K+ of carbachol-stimulated inositol phospholipid 
breakdown: Regional and species variation 
C.J. Fowler， G. TIger， P.・E.Bjorklund， P. Almqvist， C. O'Neill， and 
B. Winblad (Huddinge and Ume~， Sweden) 

Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30-15:00 

Odd Poster Numbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

Poster# 

113 

114 

115 

116 

117 

Poster Session 31 
Exhibition Hall 

STIMULATED RELEASE OF ARACHIDONATE 

Bradykinin stimulated arachidonic acid liberation 
in primary neurons 
A.C. Allen， C.M. Gammon， and P. Morell (Chapel Hill， USA) 

Role of calcium influx in bradykinin stimulated arachidonic 
acid release in DRG neurons 
C.M. Gammon， A.C. Allen， S.A. Lyons， and P. Morell 
(Chapel Hi11， USA) 

Arachidonic acid release in C62B alioma cells 
R.C. Brooks， K.D. McCarthy， and P. Morell (Chapel Hill， USA) 

Cholinergic stimulation increases plasma uC-arachidonate 
incorporation into brain lipids of the awake r~t 
J.J. DeGeorge， S. Yamazaki， T. Nariai， and S.1. Rapoport 
(Bethesda， USA) 

Activation of protein kinase C potentiates Ca2+ ionophore-
induced mobilization of arachidonic acid in human platelets. 
Evidence for the role of kinase C-mediated phosphorylation 
in the activation of phospholipase Aヲ
H.S. Banga and M.B'. Feiristein(Farmington， USA) 
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S167B 

S167C 

S1670 

S168A 

S168B 
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S168C 

S1680 

S169A 

S169B 

S169C 



118 Guanine nucleotlde and fuoride enhance carbachol mediated 
arachidonic acid release from phosphatidylinositol by 
sti!."ulation of phosp~olpase A2 f.ro~ .~at brai~ p!as~a m，embrane 
J. Strosznajder'and A.P. Strosznajder (Warsaw， Poland and 
Heidelberg， FRG) 

S1690 

Poster Session 32 

Exhibition Hall 
Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30-15:00 

Odd Poster Number:;， on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

Poster# 

119 

120 

121 

122 

123 

124 

125 

126 

127 

128 

NERVOUS SYSTEM PROTEINS 

Bovine brain coated vesicles release a free form of light 
chains under non-denaturing conditions 
V.G.円包nsonand S. Puszkin (New York， USA) 

Tropomyosin binds low concentrations of divalent cations 
and may have an EF hand 
K.C. Fong， C.J. Wallis， and J.A. Babitch (Fort Worth， USA) 

Effect of Na + ，K + -ATPase modifiers on high affinity ouabain 
binding determined by quantitative autoradiography in 
different areas of rat brain 
M. Antonelli and G. Rodriguez de Lores Arnaiz (Buenos Aires， 
Argentina) 

Synaptosomal membrane-bound (Na+-K+)・ATPase:
Effect of higher environmental temperature 
MK  Poddar and S. Mukhopadhyay (Calcutta， India) 

A comparison of the effect of brain and kic;lney soluble 
fractions on synaptosomal membrane Na十，K十 -ATPase
G. Rodriguez de Lores Arnaiz (Buenos Aires， Argentina) 

Further biochemical evidence of structural similarities 
between h] human brain protein， h] human muscle protein 
and h]-like-ox brain protein 
F. Bolf忌ngierand A. Mahler (Brussels， Belgium) 

The comparative study of physico・chemicalproperties 
of two neurocupreins 
M.v. Mikaelyan and R.M. Nalbandyan (Yerevan， USSR) 

Studies on the role of TIR in the nervous system: 
A preliminary report 
M.J.M. Saraiva， A. Guimaraes， T. Barandela， P.P. Costa， and 
D.S. Goodman (POバ0，Portugal and New York， USA) 

Heat shock-related oroteins are abundant in human brain 
TKC. Leung and L. lim (Kent Ridge， Singapore and London， UK) 

Molecular characterization of novel cDNA clones encoding 
PlJtative synaptic glycoproteins 
I.G. Johnston， B. Ni， JW. Gurd， and I.R. Brown (West Hill， Canada) 

p
h
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Abst# 

S170A 

S170B 

S170C 

S1700 

S171A 

S171B 

S171C 

S171D 

S172A 
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129 

130 

131 

132 

133 

134 

135 

136 

137 

The functional OMP gene lacks introns and traditional 
fm伽 boxes
.L. Margolis， E. Oanciger， C. Me抗ling，M. Vidal， and R.J. Morris 
(Nutley， USA and London， UK) 

Alterations in the distribution of Intermediate filament 
proteins in cultured fibroblasts and astrocytes 
under stress conditions 
O.S. Tuckwell and R.J. Mayer (Nottingham， UK) 

The lardgee t neurofilament subunit {NF-H)of the rat:CDNA cloning， 
In situ detection and localization of the human NF-H gene 
A.DEriasu，tMiganrys .0.Pham Dinh，M.G.Mattei，J.L.Nussbaurn-and P.Joll色s
(Paris， Marseille， and Strasbourg， France) 

Brain osry(nMaapdti俗c vesicles contain tubulin 
E. Floor (Madison， USA) 

Multiple forms of synapsin-I In mouse brain tissue and 
neuronal cultures 
A. Koulakoff， P. Oenoulet， and Y. Berwald-Netter (Paris， France) 

vLDH yeenSmGgEe岨oblyner;sdpDtsmrevaon針teml。lb，問nac戊o時]t cCh間Dr岡NpAt田msseaeqnnud，ea町nncdne aE itdBeonop叫thttyvs(Cb，noepftPwe3en8 ehn a the synapuc 
gen and 

R.eTgauklaath ion of NSSEak9lm ene exE pression in neurons 
Y. Takahashi， K. Sakimura， E. Kushiya， Y. Kudo， and A. Ogura 
(Niigata and Tokyo， Japan) 

ExppLrruiemcsasasiro，y Nnc . ofαand gf amma erBolase subunits and mRNAs 
in Drimarv cultures of CNS neurons 
M.Lucas， N. Lamande， A. Koulakoff， H. Cambier， Y. Be附 ald-Ne口er，
L. Legault-Oemare， and M. Lazar (Paris， France) 

AA pWTraeAPrtdze+ats unrybIaSasiIqnae !uncM cEUi。nmUB司SdpaAelnepa)x y einn SdcbehOnwVt aEpn民r-ze. teinase andmultscatalvt，c brain 
and A. Lajtha (Yerevan， USSR and 

S172C 

S1720 

S173A 

S1738 

S173C 

S1730 

S174A 

S1748 

S174C 

Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13.30-15:00 
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Odd Poster Numbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

DEVELOPMENT 

Poster# Abst# 

138 Free amino acid profiles in developing organs of the chick embryo S1740 
N.M. van Gelder and F. Belanger (Montreal，Canada) 

139 Expression of ribonucleotide reductase subunit M2 and mRNA S175A 
in the developing rat brain 
B.E. Owyer， R.N. Nishimura， K.B. Clegg， and L. Thelander 
(Sepulveda， USA) 
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140 Localization and development of rubrophilin protein in fetal S175B 
rat brain cultures 
BW. Moore and H.L. Rosenthal (St. Louis， USA) 

141 Triiodothyronine affects the syFnetrhraerso isof synoa，pIstain lyl ) in vitro S175C 
G. Savettieri， G. Salemi， and D. Ferraro (Palerm 

142 Ontogenetic-related decrease in the rate of translation S175D 
measured with an improved cell-free protein synthesis system 
from the rat brain 
A.Alc但 ar，M.E. Martin， M. Azuara， and M. Salinas (Madrid， Spain) 

143 Developmental chang・0es of calpain and calpastatin in rabbit brain S176A 
K.M. Blomgren and J.-O. Karlsson (Gδteborg， Sweden) 

144 Phorbol ester tumor promoter PMA stimulates the expbrreasi sion of S176B 
gp lial fibrillary acidic dprreo!tein in the odnenveetl-oTpscinhg u mouse n in vivo 
. Honegger， F.L. Andres， and F. Monnet-Tschudi 
(Lausanne， Switzeげand)

145 A tPriCpep2 tide aldehyde protease inhibitor induces neuritogenesis S176C 
in PC12h cells 
Y. Saito and S. Kawashima (Tokyo， Japan) 

146 5'-MonodeiOdinDaBsAe/(25J '-MDl)activities in various tissues from S176D 
C57BLJ6J and mice at 21and 54daUySs Ao) f age 
J. Kemp and D.M. Woodbury (Saft Lake City， 

147 
Develrooapl mpmahenondst，palh l .chanfgoers m in the ien Rx6rcacitt aasbteornary sin a(Msmyoinnnao tppeatolclnlieders，u-Frinomdsnoucmceee) d s 

S177A 
inositol ohosohates formation 
J. Guiramand. 1. Sassetti. and M 

148 CNS beta-endol tripshs in as a regulator of DNA synthesis in central S177B 
and BpaeパriopIhera sues in preweanlin.g Mr. ats 
J.v. Bartolome， M.B. Bartolome， and S.M. Schanberg (Durham， USA) 

149 Postnatal neurochemical maturations of neurons and glial cells S177C 
in different CNS regions of the rat 
M. Virgili and A. Contestabile (Bologna and Catania， Italy) 

150 OntoBgae11ny o(Sf yhdign h affinity luiap) take of t-proline in rat cerebral cortex S177D 
V.J. Balcar (Sydney， Austra 

151 Cerebrosides in rat hipdpior1c0avmic p(Bues odguraridn，g Ypugoo stnatal development S178A 
D.M. Kostic and V. Vukiu:linovic '(Beograd， Yugoslavia) 

152 Retinoic acid effect on polyamine metabolism in developing S178B 

rat nervous tissues 
S.Macalone，F GaESnlgf1 erT1i.M.Germanゐ， R.M. Di Giorgio， 
and R. lentile (Messina， Italy) 

153 Transient increase of ligand bindink g tokainate and quisqualate S178C 

sites during 「1dthe firWst Op|仔o(sGtnoawtnal wee in rat cerebral cortex 
S.L. Erdo and J.R. Wolff (Gottingen， FRG) 

154 
Reversiblie aonn ind whSiibt.Eh itiao円nn eaoi行nfetoir-lFigyaocrdmoelininpdgidtrooarcJ，nyUttie SbA do evelopment by 

S178D 

R?耐 bationwith an anti-glycolipid antibody 
Bansal 

155 Cholinesterases and FeRarGly ) neurogenesis in the chick S179A 

P.G. Layer (Tubingen， 
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156 Cerebral amino acid changes in an animal model of intrauterine S 179B 
grMhr伽 dation
. Chanez， J.F. Gigu色re，J.M. Bourre， M. Heroux， and R.F. 8u口erworth
(Paris， France and Montreal， Canada) 

157 In situ hybridization and immunostaining of Na + K + ATPase S 1 79C 
during develoゃmentof the brine shrimp artemia 
O.Y. S-un， J.Z. Guo， L.E. Hokin， and H.A. Hartmann (Madison， USA) 

158 Humoral control of Drosophila embryonic cell development S 1790 
1. Hayashi (Duarte， USA) 

Thursday， April 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30-15:00 

Poster Session 34 

Exhibition Hall 

Odd Poster Numbers on Thursday 

Even Poster Numbers on Friday 

Poster# 

159 

160 

161 

162 

163 

164 

165 

166 

167 

ISCHEMIA 

Changes in magnesi4.1Jl concentrations in hypoglycaemic 
and hypoxic brain: A .，は.pNMR study 
H.S. 8achelard and K.J. 8rooks (LonCfon， U向

In v_ivo NMR studies on 13C-glucose metabolism in hypoxic 
and ischemic brain 
'f. _'{uasa， M. Fujiwara， H. Igarashi， K. Shimoji， and T. Miyatake 
(Niigata， Japan) 

Mitochondria isolated by a rapid percoll gradient procedure 
fro_m _normal and post-ischaemic rat brain 
N.R. Sims (Bedford Park， Australia) 

Modifications Induced by post-decapitative brain ischemia on 
cre_atine-kinase activity: A subcellular distribution study 
しCanevariand F. Oagani (Pavia， Itaケ)

Evidence that adenosine is Involved In the respiratory 
responses to common carotid occlusion mediated 
through carotid body chemoreceptors 
E.C. Monteiro and J.A. Ribeiro (Oeiras， Portugal) 

Delayed neuronal death following ischemia in the rat is preceded 
by heat shock protein synthesis and loss of ubiquitination 
K. Magnusson， J. Oeshpande， T. Linden， H. Kalimo， and T. Wieloch 
(Lund， Sweden and Turku， Fin伯nd)

Protective effect of low-grade hypothermia against 
hypoxic/lschemic brain damage in infant rats 
C. Ikonomidou， J.L. Mosinger， and J.w. Olney (St. Louis， USA) 
Role of lactate In anoxic・inducedperturbations of 
synaptosomal function 
E.J. White and J.8. Clark (London， U的

8rain lipid metabolism during reperfusion after ischemia: 
The role of enzymes related to phospholipid metabolism 
A. Moto， Y. Hirashima， S. Endo， and A. Takaku (Toyama， Japan) 
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S180A 

S1808 

S180C 

S1800 

S181A 

S1818 

S181C 

S1810 

S182A 



168 Differential effects of trauma and ischemia on neurotransmitter S 182B 
and non-neurotransmitter amino acids in rabbit spinal cord 
P. Demediuk， R. Bakshi， S. Yum， and A.1. Faden (San Francisco， USA) 

169 Response of phosphoinositides in brain subcellular membrane S182C 
fractions to decapitation ischemia 
G.Y. Sun， K. Yoa， and T.-N. Lin (Columbia， USA) 

170 Detection of somatostatin mRNA in rat hippocampal formation S1820 
after ischemia using in situ hybridization 
A. Norremolle， F.-F. Johansen， and N.H. Oiemer 
(Copenhagen， Denmark) 

171 lon-and neurotransmitter changes in the normal and denervated S 183A 
hippocampus during ischemia 
H. Benveniste， M.B. Jφrgensen， M. Sandberg， A.J. Hansen， 
and N.H. Diemer (Copenhagen， Denmark and Goteborg， Sweden) 

172 Temporal profile of postischemic interneuron protein synthesis S183B 
in the rat hippocampus 
F.-F. Johansen and N.H. Oiemer (Copenhagen， Denmark) 

173 Monosialoganglioside GM 1 protects against anoxic and kainic S 183C 
acid induced neuronal death in vitro 
しFacci，D. Milani， A. Leon， and S.O. Skaper (Abano Terme， Italy) 

174 New torasemide derivatives inhibit brain slices and astrocytes S1830 
swelling induced by potassium 
B. Masereel， T. Grisar， J. Delarge， and M. Burette (Liege， Belgium) 

175 The brain metabolism of homeothermic and heterothermic S 184A 
animals at hypothermical protection from hypoxia 
E.Z. Emirbekov， I.S. Myelanov， R.A. Abdulayev， and S.P. Lvova 
(Makhachkala， USSR) 

176 Increased plasma levels of plasminogen activator inhibitor S 184B 
in acute stroke 
G. Schwendemann， M. Brockmann， and T.W. Stief 
(Essen and Marburg， FRG) 

Thursday， Apri! 27・Friday，April 28 
Presentation Time 13:30・15:00

Poster Session 35 

Exhibition Hall 
Odd Poster Numbers on Thursday 
Even Poster Numbers on Friday 

Poster# 

177 

178 

179 

GLYCOSPHINGOLlPIDS 

Geographical， physiological， and phylogenetic sources of 
variation in breJil! ganglioside pattEmis 1" amphibians 
L.N. Irwin and P. Barry Woston， 'USA) 

~Iycosphingolipids in hamster melanoma 
S. Ren， A. Slominsky， and R.K. Yu (Richmond， USA) 

~I~cosphingo!ip!ds in human cerebrospinal fluid 
P. Davidsson， P. Fredman， and L. Svennerholm (Gδteborg， Sweden) 

129← 

Abst# 

S184C 

S1840 

S185A 



180 Abnormal sgi and glioside metabolism in the nervous system S185B 

of gYaolsahcl toali osis 
H. Yoshino， A. Suzuki， T. Ariga， Y. Hashimoto， and T. Miyatake 
(Niigata and Tokyo， Japan) 

181 Galnagtiloion side G03in mouse and human peripheral nerves: S185C 
Relation with extra-cellular matrix? 
A. Chennoufi， M.L. Harpin， A.Baron-Van Evercooren， C. Jacque， 
and N. Baumann (Paris， France) 

182 
Gmwth cone membrane r{。aGafbnClazdpMyA iad lsCfrcru M oo m rat fetal forebram and S1850 

brainstem:HC.oWmapkal rison ntents and comS.pAonsdito ion 
M(T.o1c9hairgai， shi，，Y.Hl k.Obata，and S 

Tokyo， Shizuoka， and Aichi， Japan) 

183 Analysis of the ecto・proteinkinase activities on the cell 
surface of several neuronal and glia-like celllines 
S. Tsuji， T. Yamashita， H. Yamamoto， and Y. Nagai (Tokyo， Japan) 

S186A 

184 Characterization of the binding epitope of a monoclonal S186B 
antibody togJ anE glioside GM2 
G. Karlsson， J.-E. Mansson， and L. Svennerholm (Goteborg， Sweden) 

185 GeKm.aknb.grDyIiaoosn s-ide-cataiyzing SAT-3/SAT-4gene expression in S186C 
ic chicken brain and tumor cells 
s， M. Trinchera， M. Basu， and S. Basu (Notre Dame，USA) 

186 Molecular gKe.netics of GM2S・guazunkglibsidosis B1variant S1860 
A. Tanaka， K. Ohno， and K. Suzuki (Chapel HiII， USA) 

187 Effects of gangliosides on the active conditioning S187A 
avoidance resNpo.A nse 
U. Haselhorst， N.A Uranova， A. Krusehe， H. Schenk， 0.0. Orlovskaja， 
and H. Hantke (Magdeburg， GDR and Moscow， USSR) 

188 Improving effects of exogenou|ms s gi angliosides and NANAon S1878 
learning and memory paradigms-in rats. A behavioural and 
biochemical study 
N. Popov， G. Toffano， and H. Matthies (Magdeburg， GDR and 
Abano Terme， Italy) 

189 GM1restores the thhe ybproaxi ia-induced changes of dopamine and S187C 

aceHtyall choline in t nof develoApi.n.g Yraattes s 
M. Hadjiconstantinou， N.H. Neff， and A.J. Yates (Columbus， USA) 

190 Monosialoganglioside effects following transitory global S1870 
cerebral ischemia 
M.S. Seren， A. Lazzaro， R. Rubini， R. Zanoni， M.G. Fiori， 
and A. Leon (Abano T erme， Ita/y) 

191 
SMLA.obMannaozo sziaTaelroir，mgMae.n，LgIitplaioalysr) tii de reduces NMDA neurotoxicitLy e in neonatal rats 

S188A 
ti， A. Lazzaro， R. Zanoni， and A. Leon 

192 Influence of gangliosides and growth factors in hippocampus S214A 
and cortex cell cultures 
F. Forster and W. Seifert (Gottingen， FRG) 
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193 

194 

195 

196 

197 

198 

199 

200 

201 

202 

203 

204 

205 

GROWTH FACTORS 

Partial purification of a serum protein that induces the 
differentiation of type 2 astroglia 
SW. Levison and K.D. McCarthy (Chapel Hilf， USA) 

Effects of neurotrophic factors on purified embryonic check 
retinal ganglion cell cultures 
D. Lehwalder and K. Unsicker (Marburg， FRG) 

Astrocyte responses to growth factor and cytokine signals 
K.R. Huff andしIbric(Los Angeles， USA) 

Primary structure of bovine glia maturation factor-beta 
R. Lim and J.F. Miller (/owa City， USA) 

Human fetal brain extracts stimulate brain neuron survival 
in culture 
L. Wang and E. Walum (Stockholm and Uppsala， Sweden) 

Expression of glia-derived nexin in yeast 
J. $ommer， 8. Meyhack， and D. Monard (Basel， Switzerland) 

Glia-derived nexin and the extracellular matrix: Influence 
on neurite outarowth 
G. Rovelli and O. Monard (Basel， $witzerland) 

Detection of glia-derived nexin in the olfactory system of the rat 
E. Reinhard， W. Halfter， and O. Monard (Basel， Switzer.但nd)

Effect of serine protease inhibitor on the growth and 
differentiation of neuronal cells in culture 
T. Yamaguchi， M. Yamaguchi， J. Fukuda， and K. Keino (Tokyo， Japan) 

NGF alters the proportion of Na-and K-currents in dorsal root 
ganglion cell cultures of post-natal rats 
C. Spenger， J. Streit， and H.-R. Luscher (Bern， Switzerland) 

Gonadal hormones influence the level of {3-nerve growth factor 
in neural tissues 
R. Katoh-Semba， R. Semba， S. Kashiwamata， and K. Kato 
(Aichi， Japan) 

Antトne刊 egrowth factor IgG and (Fab) decrease choline 
acetyltransferase in the septo・hippocampalpathway 
of neonatal rats 
G. Vantini， N. SChiavo， A. Oi Martino， P. Polato， M. Fusco， 
and A. Leon (Abano Terme， Italy) 

Time-course of NGF effect on ChAT activity in adult forebrain 
cholinergic neurons 
M. Fusco， G. Vantini， N. Schiavo， P. Polato， and A. Leon 
(Abano Terme， Itaケ)
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206 Effect of EGF on DNA， RNA synthesis and protein S191 C 
ADP-ribosylation in fetal rat brain tissue slices 
R. Avola， O.F. Condorelli， N. Ragusa， F. Ingrao， G. Magri， V. Nicoletti， 
しInsirello，S. Reale， A. Costa， a-F1d A.M. Giuffrida Stella (Catania， Italy) 

207 Internalization， degradation and biological actions of S1910 
insulin-like growth factors in fetal rat brain neurons 
F.C. Nielsen and S. Gammeltoft (Copenhagen， Denmark) 

208 Insulin-like growth factor I stimulates regeneration in the S192A 
freeze injured rat sciatic nerve 
J. Sjoberg and M. Kanje (Lund， Sweden) 

209 Insulin like growth factor (IGF-I) stimulates regeneration S 1926 
of the rat sciatic nerve 
A. Skottner， M. Kanje， and V. Arrhenius-Nyberg (Stockholm and 
Lund， Sweden) 

210 Mitogenic effects of insulin-like growth factors， insulin and S192C 
fibroblast growth factor in fetal rat brain neurons 
E. Wang， F.C. Nielsen， and S. Gammeltoft (Copenhagen， Denmark) 

211 Differential effects of nerve growth factor and epidermal S1920 
growth factor on dissociated septal cells in culture: 
Interactions with monosialoganglioside GM1 
R.L. Kenigsberg， P.A. Lapchak， I.E. Mazzoni， 8". Collier， 
and A.C. Cuello (Montreal， Canada) 

212 Effects of serum and epidermal growth factor on glycolipids of S193A 
R智liomaan耐dfetal防訓 celllines
. Myers-Kazimer， R.E. Stephens， C.M. Fedorchak， and A.J. Yates 
(Columbus， USA) 

213 Expression of basic fibroblast growth factor and its effect on S 1936 
neuroblastoma cells 
O. Heymann， P. 6ohlen， P. Gautschi， C. Grothe， G. Ludecke， and 
K. Unsicker (Marburg， FRG and Zurich， Switzerland) 

214 Immunologicallocalization and characterization of basic S193C 
fibroblast growth factor (bFGF) in the adrenal medulla 
R. Westermann， C. Grothe， and K. Unsicker (Marburg， FRG) 

215 Basic fibroblast growth factor displays neuronotrophic activity S 1930 
for cultured mesencephalic neurons 
G. Ferrari， M.C. Minozzi， and S.O. Skaper (Abano Terme， Italy) 
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216 Effect of myelin lipids on the bovine brain calcium-activated 
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~...:L. Banik， A.K. Chakrabarti， S. Oasgupta， and E.L. Hogan 
(Charleston， USA) 
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217 Myelin proteinmRNA expression in nqd uaking H mouse brain S194B 
G. Konat， M. Trojanowska， G. Gantt， and E.L. Hogan (Charleston， USA) 

218 cReelgls ulation of proteolipid protein mRNA by T3in cultures of S194C 
dissociated from mouse cerebra 

R.A. Pieringer， E. Cabacungan， R. Mittal， and O. Soprano 
(Philadelphia， USA) 

219 
aINnc.tyrTalhgmearyleaet clitJ no ic conversion of cerebrosides into 

S194D 
Iceramides 

，J.sMv .8ourre，J.C.Fruchart，and C.0elbart(LMle，France) 

220 FattLy e acids bound toPLP:An evolutionaMrcy Gsaturrdyy ( S195A 
M. Lees， O. Bizzozero， T. Odykirk， and J. McGarry (Waltham， USA) 

221 The characterization and lipid-binding prope同iesof a S195B 
citrulline contaiMni.nA g basic protein from normal human myelin 
0.0. Wood and M.A. Moscarello (Toronto， Canada) 

222 Characterisation of a novel metalloprotease isolated from S195C 
brain myelin membranes 
P. Glynn and A. Chantry (London， UK) 

223 Developmental study of myelin basic protein isoforms in various S195D 

regCi.oAn.s of 「npairgd nervouhs aensnd ygsM，teNLim d.koe t C.C.A. Bernard， H.Z. Sheng， N. Kerlero de Rosbo， P.R. Carnegie， and 
S.X. Tsang (Bundoora and Murdoch， Australia) 

224 Bindin10g 1umblee chanisms of Zn2+and the nonionic retention of S196A 
salt-s e (Hmeyideeliln b proteins by the myelin sheath 
H.H. Berlet (Heidelberg， FRG) 

225 
Primary characted r.iSzgateltyciock on (pLoraf ouotselaiign nonase nad cScp凶h3naureidrle a chains of human 

S196B 
myelin-associate 
O. Burger and A.J. Steck (Lausanne， Switzerland) 

226 DeveLloepvmin ental expressionof PLP and DM20 1TERNAs S196C 
S.M. LeVine， O. Wong， and W.B. Macklin (Los Angeles， USA) 

227 
Autoantibody tobraie.n ss.t gLoauf lcathchate okcooevlira geo(bLdreeonnsindidgreorsagdl(iG，a UAaSLnSed R)m) ays ealin n 

S1960 
immunodiagnostic tesf of the oligodendroglia a.!'~_myelin damage 
N.P. Taranova and 0 

228 Purification of a mYytJe1 lin-associated neuramMidase in rat brain S197A 
M. Saito and R.K. Yu (Richmond， USA) 
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229 Phosphatidylserine (PS) formation by axoplasm extru~ed 
from the squid giantaxon: Evidence that the base-exchange 
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P.G: Holbrook and R.M. Gould (Woods Hole， USA) 
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230 

231 

232 

Calpain-mediated proteolysis of fast transported proteins in 
nerve terminals of rabbit retinal ganglion cells 
C.M. Hall， E. Nilsson， and J.-O. Karlsson (Goteborg， Sweden) 

p-Xylene inhalation produces persistentdeficits in axonal 
transport of proteins and glycoproteins in the rat 
retinal gang!ion cells 
S. Padilla， D. Lyerly， and C.N. Pope (Research Triangle Park， USA) 

Calpain I and 11 are subjected to slow anterograde 
axonal transport 
E. Nilsson and J. O. Karlsson (Goteborg， Sweden) 

S197C 

S1970 

S198A 
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233 

234 

235 

236 

237 

238 

239 

240 

NEUROTOXICOLOGY 11 

Cholinergic markers in rat primary somatosensory cortex 
i1ft~r sciatic nerve injury 
O. Biesold， U.-K. Hanisch， T. Rothe， and W. Hartig (Leipzig， GOR) 

Phosphorylation of neurofilament proteins and localization of 
axonal swellings in motor neuron disease 
1. Toyoshima， A. Yamamoto， O. Masamune， and M. Satake 
(Akita and Niigata， Japan) 

The role of protein phosphorylation In organophosphorus 
compound induced delayed neurotoxicity (OP旧N)
E. Suwita， O.M. Lapadula， and M.B. Abou-Oonia (Ourham， USA) 

Chara~te~izati.on of the.p~.ospholipid-dependent modulation of 
neurotoxic esterase activity 
C.N. Pope and S. Padilla (Research Triangle Park， USA) 

Neurofibrillary pathology induced by chronic intoxication 
with p-p'-imin()dipropionitrile (IDPN) in rats 
B. Figliomeni， B. Bacci， C. Panozzo， P. Marini， C. Bortolami， and 
M.G Fiori (Abano Terme， Italy) 

Quantitative alterations of neuronal and glial intermediate 
filament proteins following exposure to 2，5・hexanedione
J.-E. Karlsson， l.E. Rosengren， and K.G. Haglid (Goteborg， Sweden) 

Biochemical basis of tellurium-induced neuropathy 
M. Wagner-Recio， J. Harry， A.O. Toews， and P. Morell 
(Chapel Hill， USA) 

The neurotoxic effect of cisplatin in intact rats and cultured 
Schwann cells 
P. Sodaar， P. ter Heggen， J.E.C. Sykes， R.Gerritsen van der Hoop， 
and P.R. Bar (Utrecht， Netherlands) 
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241 8ehavioural responsiveness to GA8A agonists is not altered by 5200B 
chronic antidepressant treatment 
O.J. McManus， A.J. Greenshaw， G.B. 8aker， and W.G. Oewhurst 
(Edmonton， Canada) 

242 Differential effects of MAO inhibition on the behavioural 5200C 
actions of tryptamine and the potential prodrug N"-
cyanoethyltryptamine 
0.0. Mousseau， A.J. Greenshaw， G.B. 8aker， R.T. Cou社s，
and T.5. Rao (Edmonton， Canada) 

243 Differences between (+ )-amphetamine and fluorinated 52000 
(+ )-amphetamine in effects on monoamines and behaviour 
M.T. Martin-Iverson， R.T. Coutts， and G.B. Baker (Edmonton， Canada) 

244 Platelet 5・HTfunctions and neuropsychobiological 5201 A 
characteristics in healthy volunteers 
しOreland，J. Hallman， and B. af Klinteberg (Uppsala and 
Stockholm， Sweden) 

245 Noradrenergic activation of CRF secretion mediates 5201 B 
stress-induced changes in exploratory behavior 
C.w. Berridge and A.J. Ounn (Gainesville， USA) 

246 5ignificance of glycoprotein fucosylation for long-term S201 C 
men、oryfor町、ation
R. Jork， G. Grecksch， N. Popov， and H. Matthies (Magdeburg， GDR) 
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247 

248 

ALZHEiMER'5/AGiNG 

Effect of aging on platelet serotonin uptake 
O. Marazziti， M.F. Falcone， P. Castrogiovanni， and G.M. Pacifici 
(Pisa， Itaケ)

Reduced somatostatin receptor binding in post-mortem 
Alzheimer's brain tissue 
O.L. Knight， G.A. Faux， C.O. Kilts， G.P. Reynolds， 
and C.B. Nemero行(Durham，USA) 
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249 Activities of mono-and diacylglycerol lipases and S202B 
lyn sAolpz hospholipdaisseea S in different regions of brain 
In Alzheimer's disease 
A.A. Farooqui.しLiss.and L.A. Horrocks (Columbus， USA) 

250 Detection and characterization of membrane-related changes S202C 
in Alzheimer's disease with monoclonal antibodies 
G.J.C.G.M. Bosman. I.G.P. Bartholomeus. and W.J. de Grip 
(Nijmegen， Nethertands) 

251 Expression of "Alzheimer antigens" in cultured human 
neuroblastoma cells 

S202D 

L. Ko. K.F.R. Sheu. O. Young， and J.P. Blass (White Plains， USA) 

252 Investigations on autoantibodies in Alzheimer's and Parkinson's S203A 
diseases using characterized neuronal cell cultures 
A.Mc-Rae DegAu.eurce，K.LLJndmark-A SWwiegdaennd) er，K-glennow， 
A. Wallin. and A. Dahlstrom (Goteborg， 

253 Cortical neurotransmitters in elderly Down syndrome， Pick's S203B 
disease and Alzheimer's disease 
G.P. Reynolds (Nottingham， U的

254 Age-dependent changes of zinc-iodide-osmium (ZIO) positive S203C 
T synaptic vesicles 
Casoli. P. Fa悦ore抗i.C. Bertoni-Freddari， W. Meier-Ruge， 
and J. Ulrich (Ancona， Italy) 

255 Acetyl-L-carnitine-induced alterations of brain metabolism in S203D 
the aRgiicneg h brain in relation to chronic treatment 
G.L. Ricchieri， M. Dam. G. Pizzolato. E. De Micheli， L. Piron， 
and しBattistin(Padova， Italy) 

256 Ranezginioc nal changes with aging in the level of neurotransmitter S204A 
o &cids in rat CNS structural elements 

M.d BBanuadya-pSecshL wHarutn z.M.Pali〈OVits，andA Laitha(Wardl's Island USA 
and Budapest， Hungary) 

257 Influence of membrane lipid peroxidation on 
neurotransmitter release 

S204B 

T.M. Goncalves.し.Fernandes. and C.R. Oliveira (Coimbra， portugal) 
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258 

DISEASES 11 

Biogenic amines In anorexia nervosa: Circadian rhythm in 
urinary excretion and influence of posture and physical task 
load on plasma catecholamines 
J. 9dink. C.J.M. Van Binsbergen. E.J. Van Der Beek. 
H.G.M. Westenberg. and H.J.T. Coelingh Bennink 
(Zeist and Utrecht， Netherlands) 
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259 A stuRdey d of neurotransmitter enzymes in affective disorders S2040 
P.L. Reddy， S. Khanna， S.M. Vhsnnsbsdsbsnna， and 8.S.S. Rao 
(Bangalore， India) 

260 Brain phseMtne.crS，yUcImI的Mp ine and siR gma receptors in scheizaokpln hrenia S205A 
P. Slater， M. Simpson， M.C. Royston， and J.FW. 0 
(Manche 

261 ls there a limbic GABA Czsuydsetk em deficit in schizophrenia? S2058 
G.P. Reyholds and C. Czudek (Nottingham， U的

262 AI， Zn， and Mg levels in serum and CSF related to CSF S205C 
alterations in neurologM ical disorders 
R (EsMseanle，pFaR ，S.Srugles， .Brockmarln，and G.Schwendema「1「1
(Essen， FRG) 

263 Protein IpRr1ofile of cerebrospVI inal fluid in patients with S2050 
human munodeficien，A cy rus infection 
A. Sena， V. Ferret-Sena， A. de Sousa， F. Maltez， A. Morgado， and 
R. Proenca (Lisboa， Portugal) 

264 On the peirket senceof acetylcholine in human CSF S206A 
AW. Teelken， H.F. Schuring， and G. Oamsma (Groningen， 
Ne的erlands)

265 Aberrant xpiesroomxiasi odmeefes c in human skin fibroblasts from patients S2068 

witBh aplf erots  
A. 8alfe， G. Hoefler， P. Aubourg， P.A. Watkins， and WW. Chen 
(Baltimore， USA) 

266 Complementation analysis in heterogeneous disorders S206C 

of pHeoreofxlt isome biogenesis 
G. Hoefler， S. Hoefler， A. Roscher， and HW. Moser 
(Baltimore， USA and Munich， FRG) 

267 Analy・・kseist of human pDeN roxisomal bifunctional enzyme and S2060 
beta-ketothiolase cDNA clones 
WW. Chen， GしChen，G. Hoefler， A. 8alfe， S. Hoefler， 
and E. Barbosa (Baltimore， USA) 

268 VerKl olioken，g Sc.hain fany O acid metabolism in adrenoleukodany) strophy S207A 
R. Koike， S. Tsuji， T. Ohno， and T. Miyatake (Niigata， Jap 

269 Superoxide dismutases in the cerebrospinal fluid in neurological S2078 
d宅enerativediseases 
F. Bracco， M. Scarpa， A. Rigo， P. Gallo， and しBattistin(Padova， Italy) 

270 Increased thwyitmh idine kinase levels in the cerebrospinal fluid S207C 
of pSacth ients mulWtip. le sclerosis 
G. Schwendemann， W. Menzner， and M.R. Nowrousian (Essen， FRG) 

271 Distribution of p80 glycoprotein in normal and multiple S2070 
sclerosis brain 
TF  Cruz，N.Gldrga Fah，M.Letarte，and MA.MOscare|lo 
(Toronto， Canada) 

272 Trace amines and Tourette's S3.yD ndrome S208A 
R.A. Bornstein， G.B. Baker， W.G. Oewhurst， J. van Muyden， 
T.4.M.Banz，yC|eawnalcdha ，and S.Themen (Columbus，USA and 
εdmonton， Canada) 

273 Familiar juvenile neuronal disease...a new disease? S2088 
K. Hasegawa and H. Kowa (Kanagawa， Japan) 
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274 

275 

276 

277 

278 

279 

280 

281 

282 

283 

The neuerochemical pathology of chorea in Huntington's disease 
sιPearson and G.P. Reynolds (Nottingham， UK) 

Kynurenic acid is incerased in the motor cortex of patients 
dying with Huntington's disease 
J.H. Connick， V. Carla， F. Moroni， and T.w. Stone (London， UK and 
Florence， ttaly) 

Evidence for increased dopamine synthesis and release in 
Huntington's disease 
M.C. Garre仕(Porto，Portuga/) 

Oecrease in blood histamine in treated Parkinsonic patients 
H. Coelho， 1. Silva， A. Martins， M. Azevedo， and C. Manso 
(Lisboa，Portuga乃

~~~t:^~~~~~~_~'P.:~~~~e .. ~~~s~~_~!ra~sif~t:~~tf~o~;~~~~~. acid()sis in metabolising brain slices. A 3~P_álld lH NMR study 
K.J. Brooks， R.A. Kauppinen， S.R. Williams， T.E. Bates， and 
H.S. Bachelard (London， UK) 

The effect of topicallidocaine on ulcerative proctitis; 
~vi~ence for a pathogenetic role of mucosal nerv~s 
S. Bjorck， H. Ahlman， imd A. Oahlstrom (Goteborg， Sweden) 

GABAJbenzodiazepine receptors and neurotransmitter amino 
ilc!d uptake in Wernicke's encephalopathy 
P.R. OOdd， G.A.R. Johnston， W.E.J. Watson， A.l.Gundlach， J.J. Kril， 
and C.G. Harper (Sydney， Australia) 

Synaptic neurochemistry of the putamen in sudden infant 
~eath syndrome (SIOS) 
R.N. Kalaria， C. Fiedler， D.しSparks，and J.C. Hunsaker， 111 
(Cleveland and Lexington， UsA.) 

Monoclonal antibodies aaainst human Na + .K+ ATPase 
M.A. Bureau-Heeren， A.v. Delgado-Escueta， T・M.Grisar， O. Guillaume， 
and M. Bureau (Los Ange防 ，USAand L治侭 Belgium)

I~ vitro approach to study aging of brain and Alzheimer's 
~i~eilse pathogenesis 
P.S. Timiras， G.Mesco， H. Sternberg， and M. Chan (Berkeley， USA) 

S208C 

S2080 

S209A 

S209B 

S209C 

S2090 

S210A 

S210B 

S210C 

S2100 
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284 ~o.-~ultures of mou~e cerebral cortex neurons and rat hepatocytes S211 A 
N. Westergaard， A. Schousboe， J. Oich， and N. Grunnet 
(Copenhagen， Denmark) 

285 ~n Jngestion method for prenatal morphine treatment in rat S211 B 
P. Eriksson andしRonnback(Goteborg， Sweden) 
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286 Rapid superfusion: Application to the investigation of presynaptic S211 C 
receotors in brain 
しB.Pearce. C. Bonnema. and T.A. Buck (Boston， USA) 

287 Radioimmunoassays for histamine and for its major catabolite， S2110 
tele・methylhistamine
M. Garbarg. H. Pollard. M.D. Trung Tuong. J.C. Schwartz. 
and C. Gros (Paris， France) 

288 A fast and direct HPLC・fluorimetricassay of UDP-glucuronosyl S212A 
transferase in brain homoaenates 
T.M.C. Tan and K.P. Wong (Kent Ridge Crescent， Singapore) 

289 Simple RPLC -EC method for determination of serotonin (5・HηS212B
In human plasma 
F. Martin. R. Ouran. and M. Aldegunde (Santiago， Spain) 

290 An enzymatic microdetermination method for 2-deoxyglucose (DG) S212C 
and 2・deoxyglucose-6・phosphate(DG6P) 
A. Akabayashi and T. Kato (T6kyo， Japan) 

291 Phaseolus vulgaris leucoagglutinin binding prope同iesof S2120 
brain tissue 
U.-K. Hanisch. T. Rothe. and W. Haパig(Leipzig， GDR) 

292 Phenylalanine measurements in brain tissue: A sensitive S213A 
two-step derivatization assay by gas chromatography 
P.R. Paetsch. J.T.F. Wong. G.B. Baker. and A.J. Greenshaw 
(Edmonωn， Canada) 
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Poster Session 44 

Exhibition Hall 

HISTORY OF NEUROCHEMISTRY 

294 

An origin of neurochemistry in the comparative animal 
chemistryof the 1850s 
H. Mcllwain (Birmingham， UK) 

Chlorpromazine (CPZ)・thedrug that smoothened the entry 
of neurochemists in psychiatry 
J.J. Ghosh (Calcu付a，lndia)

Abst# 

S2138 

Poster# 
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日本学術会議だより .No.15 

「ヒト・ゲノム・プロジェクトの
推進について(勧告)Jを採択

平成元年11月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議は，去る10月18日から20日まで第 108回総会(第14期4回目の総会)を開催しました。今回の日本学術会

議だよりでは，その総会で採択きれた勧告を中心に，同総会の議事内容等について，お知らせいたします。

日本学術会議第108回総会報告

第108回総会の主な議事概要は次のとおりであった。

第 1日 (10月18日)の午前。まず，会長から，前回総会

以後の経過報告が行われ，続いて，各部・委員会の報告が

行われた。きらに，今回総会に提案きれている 3案件につ

いてそれぞれ提案説明がなされた後，質疑応答が行われた。

第1日の午後。各部会が開催きれ，午前中に提案説明さ

れた総会提案案件等の審議が行われた。

第2日 (10月19日)の午前。前日提案された案件の審議

.採決が順次行われた。

まず，第 7部の専門別の会員定数の変更並びに同部世話

担当の研究連絡委員会の再編成(統合3件，分割2件，新

設11牛，名称変更6件)を内容とする，会則の一部改正が
採択きれた。

続いて，第4部及び第 7部の「会員の推薦に係る研究連

絡委員会」の指定の変更を内容とする，関係規則の一部改

正が採択された。

これらの改正は，具体的には第15期からの組織・活動に

係るものである。

さらに，生命科学と生命工学特別委員会の提案による「ヒ

ト・ゲノム・プロジェクトの推進について(勧告)Jが採択

された。なお，この件の審議の際には，研究成果公開の原

則とプライパシ一保護等の問題プロジェクト・チェック

機構(仮称)Jの果たす具体的役割等について，討議が行わ

れた。この勧告は，同日午後直ちに内閣総理大臣に提出き

れ，関係省庁に送付きれた(この勧告の詳細は，理Ij掲参照)。

また，本総会においては，会長から， 日本学術会議の移

転問題に関し，前回総会以降の主な動きとして，①去る 8

月「国の行政機関等移転推進連絡会議」において，本会議

の移転先が横浜市「みなとみらい21地区」となったこと，

②これに対し三役及び運営審議会のとった対応，などにつ

いて報告があった。種々質疑応答が行われた後，これまで

の三役及び運営審議会の対応については，基本的な了承が

なきれた。また，今後の移転に関する諸問題については，

当面，三役及び運営審議会にその処理を一任することで了

承された。

第2日の午後。 rj也球環境問題」について，活発な自由討

議が行われた(この自由討議の詳細は、別掲参照)。

第3日 (10月20日)午前には各常置委員会が，午後には

各特別委員会が，それぞれ開催きれき。

ヒト・ゲノム・プロジェクト
の推進について(動告)

(勧告本文)

ヒト・ゲノムの全DNA塩基配列決定を主たる目標とする

ヒト・ゲノム・プロジェクトは，関連諸分野の学術研究に

極めて大きなインパクトを与えると期待きれ，我が固とし

て早急かつ重点的に推進すべきである。

そのためには，ヒト・ゲノム・プロジェクト推進組織(仮

称)を設け，基本計画の立案，実施計画の策定，省庁聞な

どの協議，国際協力，データ・ベースとレポジトリーの整

備などを総合的に行うべきである。

また，この推進組織との緊密、な連携のもとに，研究計画

の実施に伴う社会的，法律的及び倫理的諸問題を客観的か

っ公正に判断するとともに，これらの諸問題に適正に対処

することを目的とするプロジェクト・チェック機構(仮称)

を設立し全体として調和のとれた施策を進める必要がある。

よって， 日本学術会議は我が国における本フ。ロジェクト

の推進を図りそのために必要な措置を講ずるよう勧告する。

(説明)[要旨]

1 ヒト・ゲノム・プロジェクトは，人類の遺伝情報の解

説と遺伝子機能の解明を目指した研究計画であり，早急

かつ重点的に推進すべきである。このプロジェクトによ

って生命科学等の領域の技術開発が進めば，人類福祉に

貢献することは疑いない。

2 ヒト・ゲノム・プロジェクトを推進するために，ヒト

・ゲノム・プロジェクト推進組織(仮称)を設置する。

その主たる目的は勧告本文のとおりである。

この組織は，研究の進展に弾力的に対処できるものと

い具体的問題の処理のため委員会等を設ける。運営に

当たっては個々の研究者とその集団の自主性を最大限に

尊重すべきである。

3 このプロジェクトの実施に伴って生じる社会的，法律

的及び倫理的諸問題に適切に対処するために，プロジェ

クト・チェソク機構(仮称)を設立する。その主たる目

的は，検体提供者の保護のための基準を作成すること，

情報の管理，研究計画と成果の一般への公開の基準を作

成すること，知的所有権問題についての方針を作成する

こと，研究成果の応用段階における倫理的問題について

の指針を作成することであり.目的達成のための必要な

権限が与えられるべきである o
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総会中の自由討議一地球環境問題一

本会議総会中の重要な行事である，自由討議が，総会2

日目の10月19日の午後 1時から 3時間にわたって開催され

た。この総会中の自由討議は，会員のための一種の勉強会

てvその時々の学術上の重要課題を取り上げて行われてい
る。今回は「地球環境問題」という課題のもとに行われた。

自由討議は，渡辺格副会長の司会のもとに. 5人の会員

による意見発表があり，きらにこれらの意見発表をもとに

会員間で活発な討議が行われた。

今回の自由討議の概要は次のとおりである O

[ 5人の会員による意見発表]

まず，近藤次郎第5部会員から. 9月の「地球環境保全

に関する東京会議」の出席報告として.①環境保全と発展

途上国の資源開発.産業振興等との関わりについての討議

状況，②ソ速における環境問題，③大気中の炭間金ァケスの培

加に1半う温暖化による地球環境への影響に関する注目すべ
き研究結果の発表等について紹介があった。

次に，吉野正敏第 4部会員から環境」というもののと

らえ方，考え方について，人文・社会科学的な、工場からの

例をもヲ|いて意見が述べられ，また.IGBPについて，同計

画は，様々な環境問題を暴健科学分野としてとらえるもの

であり，その実施の結果，直ちに，環境問題が全て明らか

になるものではない等の発言があった。

次いてい，大谷茂盛第 5部会員から，同会員が委員長を務

めている化学工学研究連絡委員会が新たに提唱した「地球

生態工学」に関し，提唱に至った経緯及びその学問内容等

について説明がなされるとともに，この件に関連する，関

係学会及び関係省庁における動きについて説明が行われた。

続いて，大島康行第4部会員から，生物界と地球環境と

の関わりについて，①生物を媒介にした人間への影響の問

題をどう捉えるかが，地球環境問題を考えていく上で非常

に重要な観点である。②環境汚染が生物資源に与える影響

は非常に大きし様々な問題を生じ，結局，これが人間に

はねかえってくる等の発言があった。

最後に稲田献ー第 3部会員から，経済活動特に生産活動

あるいは技術革新と環境問題との関わりについて意見が述

べられ，環境問題を考える際には，人聞社会が様々な技術

をどのように使用するかという，人聞社会の仕組みの問題

が最も重要な問題である等の発言があった。

[討議]

5人の会員による意見発表の後行われた討議では，第 1

部から第7部まですべての部にわたる20人を超える会員よ

り，それぞれ専門の立場から活発な発言がなされた。

この討議の中で述べられた意見は多岐多様にわたったが，

その主なものを項目にして列挙するとコジェネレーショ

ンによるエネルギーの有効利用J. 'IGBPへの人文・社会科

学の関わり方J. 海洋と環境問題J. 斎産廃棄物の処理問

題J. '微生物利用による都市河川，下水の浄化システムJ.

「環境問題と人間性との関わり J. 環境問題に対する学術

会議の体制及び取り組み方J. '地球環境に関する同際協力

事業についての学術会議が果たすべき役割」等であった。

なお，この総会の自由討議の内容については，後日， 日

学双書として出版される予定である。

「委員会報告J3件を発表

本会議では，その意思の表出の形態のーっとして，各部

・各委員会がその審議結果をとりまとめたものを，総会又

は運営審議会の承認を得て，外部に発表する「報告J (通称

「対外報告」と言っている。)というものがある。 ノ戸

この日本学術会議だよりでも，今までに，この対外報告

を紹介してきたが，今回，最近発表されたもののうち，ま

だ紹介していない 3件を，次に紹介する。

電子工学の体系化に向けて一電子・通信工
学研究連絡委員会報告(要旨)

電子工学はそれを基礎にした通信工学や情報工学，制御

工学などの急激な進展に伴って，これらの技術分野・工学

分野の相互関係が極めて複雑になって来ているので，電子

工学の学問・技術体系の根幹，電子工学の基盤となってい

る方法論，通信仁学，情報工学等の応用工学とのかかわり

を明らかにするために方法論的体系化を試みた。

J!Dち電子工学を共通基礎理論，基礎電子工学，電子デバ
イス・回路工学，電了装置・システム工学，応用分野とl階
層化し，さらに「集積回路」と「光エレクトロニクス」が

電子工学の中心分野を形成しつつある重要な校術領域でいあ

るとの認識に立ち電子工学の技術要素と通信工学，情報工

学との相互関連を検討した。

また電子工学体系の範囲を大学学部での教育対象分野お

よび、大学院での教育を含む研究対象分野に分照した。

「国際防災の十年」一災害科学研究者からの
提言一災害工学研究連絡委員会報告(要旨)

1987年，第42回国連総会で決議された「国際防災の十年」

(IDNDR)のスタートがいよいよ迫ってきた。行政レベル
では，内閣総理大臣を本部長とする推進本部が設けられて

いるが，この実施には科学者，研究者の各専門領域からの

積極的な関与が不可欠である。国連決議に先立ち，災害工

学研究連絡委員会ではこの活動の支持を表明し，またその

後も米国アカデミーや国連諸機関の活動に協力してきたが，

スタートに当たり，わが国の関係科学者，研究者のなすべ

き，あるいは行う得る事柄を提言という形で表明したもの

である。その内容は，①「国際防災の十年」で何をするのか，

②国際共同研究の展開，③基礎研究の推進、④「国際防災の

十年」の実現に向けて，より成っている。今後はその実現

に向けて積極的な運動を進めていきたい。

電圧，抵抗および温度の維持方式の
1990年1月1日からの変更について一
標準研究連絡委員会報告(要旨)

第77回国際度量衡委員会 (1988年10月開催)は，電圧，

抵抗の各標準の維持方式の変更と，温度目盛の変更の3つ

の勧告を採択し. 1990年初頭からの実施を求めた。この変

更を園内に事前に周知するため，関心の高い 9学会に，勧

告の要旨を掲載した。以下に勧告の骨子を記す。

電圧標準はジョセフソン効果で実現し.電「土周波数係数

をKJと記号し，その値を483597.9 GHz/Vと定義した。抵抗
標準は量子ホール効果てψ実現し，量子化ホール抵抗をRKと
記号し，その値を25812.807Qと定義した o I品!玄スケ ル

は.IPTS-68に変わり.ITS-90(l990年国際温度目盛)を定

義した。変更は多岐に亘るので，詳細は関連学会誌を参照

されたL、。

以上の変更により.電磁気計i~11 の精度と同際的整合性が

著しく改善され，温度計測の熱力学弘度との一致と(氏弘域

への拡張が達成される。

御意見・お問い合わせ等がありましたら."f記ま
でお寄せくだきい。

干106東京都港区六本木7-22-34 

日本学術会議広報委員会 電話03(403)6291
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神経伝達物質受容体国際シンポジウム

脳における神経伝達物質受容体機構

Third International Symposium of Neurotransmitter Receptors 

"Neuroreceptor Mechanisms in Brain" 

開催期間 1990年2月5日-2月8日

会 場:広島ガーデンパレス

〈〒732広島市東区光町1-15TEL(082)262-1122) 

主 催:広島大学

後 援:文部省

顧 問:江橋節郎・吉田博

学術委員:鬼頭昭三・瀬川富朗・栗山欣禰・遠山正繭・ RichardW.Olsen 

主題:

receptor binding 

molecular mechanism of transmembrane signalling 

receptor regulation， interactions， coupl ing to effectors 

purification and reconstitution of receptor 

receptor structure 

receptor distribution 

receptor activation and ion channels 

receptor subtypes 

receptor ontogeny 

gene cloning of receptor molecules 

講演者:

H.Betz (W. Germany) G.Hess 
(I tal y) R.Huganir 

W.Klee 

(U.S.A.) 

(U.S.A.) 

(U.S.A.) 

G.Biggio 

R.Dingledine 

F.Ehlert 

(U.S.A.) 

(U.S.A.) 

(U.S.A.) 

(France) 

J.Lindstrom (U.S.A.) 

S.Enna 

G.Fillion 

T. Narahash i (U. S. A. ) 

M.Nielsen (Denmark) 

c. Strader 
A. Tobin 

J. Wamsley 

D. Woodward 

H. Yamamura 

et c. 

(U.S.A. ) 

(U. S. A. ) 

(U.S.A.) 

(U.S.A.) 

(U.S.A.) 

内田修次，加藤隆一，神谷大雄.工藤佳久，佐藤公道，田中千賀子，二宮治明，

額田敏秀，野村靖幸，米田幸雄 他

連絡先:〒734広島市南区霞ト2-3 広島大学医学部第三内科 ISNR事務局

下山政憲・三好理絵 TEL (082) 25ト1111内線2264
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機関名

味の素脚医薬開発室

エーザイ脚企画部

三共側学術部

サンド薬品制情報管理課

塩野義製薬側研究所総務部

田辺製薬欄医薬事業部

第一製薬糊

大日本製薬側薬事部

藤沢薬品工業側図書室

側三菱化成生命科学研究所

山之内製薬側学術情報部

助
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A、
:z:;; 貝

所在地

干104 中央区京橋 1-5

干112 文京区小石川14

干104 中央区銀座 3-10-17 三共第一別
館

干106 港区西麻布 4-17-30 西麻布三井
ヒ、Jレディング

干553 大阪市福島区鷺州 5-12-4

〒540 大阪市東区道修町 3-21

〒103 中央区日本橋 3-14-10

干541 大阪市中央区道修町 2-6-8

干532 大阪市淀川区加島 2-1-6

〒194 町田市南大谷 11

干103 中央区日本橋本町 2-3-11



日ヰζ字申来歪イじ弓全妥主主言平言義主主毛ヨ諜寧

阿部輝雄(新潟大・脳研)
阿部敏明(帝京大・医・小児科)
天野武彦(三菱化成生命研)
安藤 進(都老人総合研・生化学)
荒木淑郎(熊本大・医・内科〉
麻川武雄(佐賀医大・薬理学)
朝倉 幹雄(聖マリ医大・神経精神科学)
浅野富子(愛知県コロニー)
阿相暗晃(慶臆大・医・生理学)
出口武夫(都神経研)
衛藤義勝(慈恵医大・小児科)
藤沢 仁(旭川医大・生化学)
古川 昭栄(国立精神神経センター)
芳賀達也(東京大・医・脳研)
飯田 静夫(東医歯大・医・生化学)
長谷川和夫(聖マリ医大・神経精神科学)
畠中 寛(大阪大・蛋白研)
鳩谷 龍(水口病院〉
早石 修(大阪バイオすイ工ンヌ研究所)
林 浩平(茨城大・教・生理学)
挟間 秀文(鳥取大・医・神経精神医学)
日高弘義(三重大・医・薬理学)
東田 陽博(金沢大・医・神経情報研)
平野修助(東邦大・医・生理学)
市山 新(浜松医大・生化学)
井上順雄(杏林大・医・生化学)
石川紘一(日本大・医・薬理学)
磯辺俊明(都立大・理・生物化学)
門田 健(都精神研・神経化学)
柿本 泰男(愛媛大・医・神経精神医学)
神谷大雄(福岡大・薬・薬理学)
鴨下重彦(東京大・医・小児科)
金子元久(福島医大・神経精神科学)
金戸 洋(長崎大・薬・薬物)
般崖 哲彦(山梨医大・精神神経医学)
笠井久隆(都立大・理・化学)
柏俣重夫(愛知県コロニー)
片岡喜由(愛媛大・医・生理学)
加藤兼房(愛知県コロニー)
加藤伸勝(都松沢病院)
加藤隆一(慶臆大・医・薬理学)
加藤泰治(名市大・医・分子研)
加藤 尚彦(東京大・医・脳研)

加藤 武(横浜市大・総合理学研)
川北 幸男(阪市大・医・神経精神医学)
城戸 亮(和歌山医大・生化学)
杵鞭宏育(昭和大・医・薬理学)
北村邦男(埼玉医大・生理学)
鬼頭昭三(広島大・医・内科)
小林 清史(白壁スポーツクリニック)
小暮久也(東北大・医・神経内科)
高坂睦年(岡山大・医・脳研)
高坂新一(国立精神神経センタ-)
小池 達郎(佐賀医大・教養・化学)
小宮義埠(群馬大・医・分子病態学)
熊倉鴻之助(上智大・生命科学研)
熊代 永(福島医大・神経精神科学)
公文 明(佐賀医大・生化学)
栗原 正(新潟大・脳研)
栗岡 晋(慈恵医大・医科学研・生化学)
栗山欣弥(京府医大・薬理)
黒田洋一郎(都神経研)
黒川正則(明治薬大・薬理)
町山 幸輝(群馬大・医・神経精神医学)
松田 誠(慈恵医大・医化学)
松田 友宏(名市大・医・薬理学)
松谷天星丸 ο11村学園女子大)
三木直正(大阪大・医・薬理学)
御子柴克彦(大阪大・蛋白研)
三浦貞則(北里大・医・精神科学)
三宅 正治(神戸学院大・薬・生理化学)
宮本英七(熊本大・医・薬理学)
宮本侃治(国立精神神経センター)
宮田 健(熊本大・薬・薬物活性学)
宮武 正(新潟大・脳研・神経内科)
溝部文夫(雪印乳業側生物科学研)
森 昭胤(岡山大・医・脳研)
森 啓(都老人総合研)
森 浩一(大阪医療刑務所)
永井克孝(東京大・医・生化学〉
長池一博(三菱化成総研)
永田 豊(藤田学園保衛大医・生理学)
永津 郁子(藤田学園保衛大医・解剖学)
永津俊治(名古屋大・医・生化学)
中嶋 照夫(京府医大・精神医学)
中村陸郎(都立松沢病院)
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日本神経化学会細則
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日本神経化学会会則

第1:章総 則

第 l条 本会は日本神経化学会 (The

Japanese Neurochemical Society) という。

第 2条 本会の事務所を東京都文京区弥生2

-4 -16 財団法人日本学会事務センター内

におく。

第 3条 本会は理事会の議決を経て必要の地

に支音Eをおくことができる。

第2章 目的および事業

第 4 条 本会は会員の研究発表，知識の交換

ならびに会員相互間および国内外の関連機関

との連絡提携の場として神経化学ならびに関

連領域の発展を促しもって学術文化の進歩に

寄与することを目的とする。

第 5条 前条の目的を達成するために次の事

業を行なう。

1 .研究発表会(大会)および講演会の開催

2.会誌.研究報告および資料の刊行

3.国内外の関連機関との連絡およぴ協力

4 その他目的を達するための必要な事業

第3章会 員

第 6 条 本会の会員は次のとおりとする。

1 .正会員:神経化学に関する学識または

経験を有するもので本会の目的に賛同し，

会費年額 7，000円を納める者。

2.名誉会員:本会に特に功労のあった正会

員(外国人は正会員であることを要しな

い)のうちから総会の議決をもって推薦

する者。ただし名誉会員は会費を納める

ことを必要としない。

(昭和41年10月8日改正)
(昭和45年10月17日改正)
(昭和50年11月15日改正)
(昭和51年10月16日改正)
(昭和55年11月14日改正)
(昭和56年11月27日改正)
(昭和57年11月14日改正)
(昭和59年11月17日改正)
(昭和62年10月初日改正)
(昭和63年10月27日改正)

3.団体会員:本会の目的に賛同し会費年額

7，000円を納める団体(図書館を含む)

4.賛助会員:本会の事業を後援し，会費年

客員20，000円以上を納める者または団体

5.学生会員:大学またはこれに準ずる学校

(大学院を含まず)に在籍し，神経化学

に関係ある学科を修める学生であって，

本会の目的に賛同し会費年額5，000円を

納める者。

第 7条 会員になろうとする者は正会員の推

薦により細則に示す様式に従い会費を添えて

入会申込書を事務局に提出し理事長の承認を

'ZEけなけれは、ならない。

第 8条 会員は毎年間かれる研究発表会に演

題の申込みをすることができる。

第 9条 会員は本会が刊行する機関誌「神経

化学J (大会論文集を含む)の配付を受ける。

第 I0条 会員は第 6条に規定する会費を納入

しなければならなL、。

第 II条 会員は次の事由によって資格を喪失

する。

1 退 L，、
ヱ"

2.死亡

3.除名

第 I2条 会員で退会しようとするものは，退

会届を提出しなければならない。

第 1，3条 会民が次の各号のーに該当するとき

は. .f型事会の議決を経て除名される。

1 .会費を滞納したとき

2.本会の名誉を傷つけ，また会員としての

義務に反したとき
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第 I4条 既納の会費は，いかなる理ー由があっ

てもこれを返還しない。

第4章役員，評議員および職員

第 I5条 本会に次の役員をおく

理事 1 5名

監事 2名

第 I6条 瑚事および監事は細則の定める方法

に従って正会員から選出する。理事は互選で

理事長 l名，副理事長 l名を定める。

第 I7条 理事長は本会の業務を総理し，本会

を代表する。

2.副理事長は理事長を補佐し，理事会及び

総会の決議した事項を処理する。

3.副理事長は理事長事故のあるときはその

職務を代行する。

第 I8条理事は，理事会を組織し，会則に定

めるもののほか，本会の総会の権限に属せし

められた事項以外の事項を議決し執行する。

第 I9条 監事は民法第 59条に準じてその職

務を行なう。

第 20条 本会の理事で会員の選挙により選出

きれたものの任期は4年とし.任期終了後2

年間は再任きれない。理事会により選出され

た理事の任期は 2年とし，重任きれない。

監事の任期は 4年とし，任期終了後4年間

は再任きれなL、。在任中の監事は，理事とな

ることは出来ない。

2.補欠による役員の任期は，前任者または

現任者の残任期間とする。

3.役員は，その任期満了後でも後任者が萌

任するまでは，なおその職務を行なう。

4.役員は本会の役員としてふきわしくない

行為のあった場合，または特別の事情のあ

る場合には，その任期中であっても総会お

よび、理事会の議決により，理事長がこれを

解任することができる。

第 2I条本会に評議員をおく。

2.評議員の定数は 50名及歪 200名とする。

3.評議員は正会員中から総会において選任

する。
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4.理事はその任期中は評議員となる。

第 22条 評議員の任期は4年とし，再ff:を妨

げない。評議員には第 20条， 2.3.4.Jrtの

規定を準用する。

第23条 評議員は評議員会を組織し，本会の

運営上7)重要事項について理事会の諸問に応

ずるものとする。

第 24条 本会の事務を処理するため職員をお

くことが出来る。

2.職員は理事長が任免し理事会の承認をう

ける。

3.職員は有給とすることが出来る。

第5章会 議

第 25条 理事会は毎年二回理事長が招集する。

ただし理事長が必要と認めた場合.或いは理

事現在数の三分の一以上から会議の目的たる

事項を示して請求のあったときは，理事長は

臨時理事会を招集しなければならない。

第 26条 理事会は理事現在数の五分の三以上

出席しなければ議事を開き議決することは出

来なL、。ただし委任状を提出したものは出席

者とみなす。

2.理事会の議事は理事会の過半数をもって

決し，可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。

第27条 通常総会および大会(研究発表会)

の担当機関(施設)および大会世話人代表は

理事会において指定する。

2 .大会世話人代表は大会の開催にあたり，

当該地区会員の中から世話人を指名し，世

話人会を組織する。

3.大会世話人代表はその年度中理事会に出

席する o

第28条 通常総会は毎年1回研究発表会の際，

理事長が招集する。

2.臨時総会は理事会または監事が必要と認

めたとき，いつでも招集することができる。

第29条 通常総会の議長は大会世話人代表と

し，臨時総会の議長は会議のつど会員の互選

で定める。



第 30条 総会の招集は少なくとも 10日以前

にその審議すべき事項， 日時および場所を記

載した書両または会誌の広告をもって通知す

る。

第 3I条 次の事項は，通常総会に提出しその

jj記認を受けなければならない。

1 .事業計画および収支予算についての事項

2.事業報行および収支決算についての事項

3. その他理事会において必要と認めた事項

第 32条 総会j土，会員現在数の卜分の一以上

出席しなければその議事を開き議決すること

が出来ない。ただし当該議事につき委任状を

提出したものは出席者とみなす。

第 33条 総会の議事は出席者の過半数をもっ

て決L.可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。

第 34条 総会の議事の要項および議決した事

項は会員に通知する。

第 35条 評議員会は随時理事長が招集する。

評議員会の議長は理事長がこれに当る。

第 36条 評議員会は評議員現在数の五分のー

以上出席しなければ会議を開くことが出来な

い。ただし委任状を提出したものは出席者と

みなす。

第 37条 総会，理事会および評議員会の議事

録は議長が作成し理事長が保管する。

第6章会 計

第 38条 本会の事業遂行に要する費用は，会

費，事業に伴う収入をもって支弁する。

第 39条 本会の収支決算は毎年会計年度の終

了後理事長が作成し，監事の意見をつけ理事

会および総会の承認を受けなけれは、ならない。

第 40条 本会の会計年度は毎年 1月1日に始

まり 12月31日迄とする。

第7章会則の変更

第 4I条 この会則は理事会および総会におい

ておのおの三分の二以上の賛成決議を経て変

更することが出来る。
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第8章補 則

第 42条 この会則施行についての細則は，理

事会および総会の議決を経て別に定める。

第9章付 貝。

第 43条 新総会発足以前の役員，評議員は現

神経化学懇話会常任委員及び委員により代行

される。

第 44条 現会員はそのまま本会の会員となる。

第 45条 会計年度の改訂は昭和56年 1月1

日より実施す。

第46条 昭和 55年度会費として納入したも

の(昭和 54年9月1日~昭和 55年8月

3 1日迄)は昭和 55年 12月31日迄有効

期限を延長する。

第 47条 昭和 56年度までの正会員及び団休

会員の会費は年額 2，500円とする。



日本神経化学
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第 1章会 員

第 i条 本会に会員として入会を希望する者

は入会申込書に次のことがらを記入して事務

局に提出しなければならない。

1 .姓名(ローマ字付)生年月日

2.推薦者氏名印

3.最終出身校，学科名および卒業年次。た

だし学生会員になろうとするものは入学年

月日を記入し，在学証明書の写しを添付す

る。

4.勤務先とその所在地および勤務先での地

位

5 .会員の現住所ならびに連絡先住所

6.専攻分野

第2章役員，評議員

第 2条理事定数 15名のうち 12名は細則

第3条及び第4条に定める方法に従い，会員

の直接選挙により選出する。残り 3名は専門

別，地域別を考慮して理事会で選定し，評議

員会の議を経て委嘱する。この 3名は 2年毎

に理事会て、選定するの理事選挙は 2年ごとに

6名の改選を行う。理事は就任する時期に満

6 5才までのものとする。

第 3条 理事の選挙に当って選挙管理委員会

を設け委員は正会員の中から理事長が委嘱す

る。選挙管理委員会は理事選挙要項に従い事

務局の所在地で選挙事務を行う。

第 4条 理事選挙要項は下記の如くする。

1 .選挙管理委員会は事前に会員名簿を作成

して「神経化学」に掲載する。理事の選挙

権及ぴ被選挙権は投票締切日の 6ヵ月以前

に正会員となったものに限る。

2.正会員で選挙事務に異議あるものは投票

締切日の 108前までに選挙管理委員会に

帝国則

(昭和41年 10月 8日制定)

(昭和 51年10月16日改正)

(昭和 59年11月17日改正)

申し出なければならなし、

3.選挙管理委員会は正会員2名以上の推薦

のあった正会員およぴ評議員(但し理事被

選挙権者のみ)をもって理事候補者名簿を

作成し、会員に配布し、投票の資料とする。

4. 投票は選挙管理委 1~ 会の定める校票用紙

をもって行い無記名 3名以内の連記とする。

5.投票は郵送をもって行う。

6.当選者は得票数の多いr-.位から 6:(，を決

定する。同票の場合は年令111員とする。

7.当選者が辞退し，又は選挙終了後 l年未

満の期間内に理事に欠員を生じた場合は得

票数及び専門別を考慮して理事会において

補充を決定する。

8.選挙後 1年以上経過した後理事に欠只を

生じた場合は補充を行なわない。但し 3:(， 

以上の欠員を生じた場合は 6ヶ月以内に補

充選挙を行うものとする。

9.開票は選挙管理委員会が会員の中から委

嘱した立会人のもとに行う。ただし会員は

誰でも開票に立会うことが出来る。

第 5 条 理事長，扇IJ理事長は理事会の1i.i主に

より決める。任期は 2年とし承ff:を妨げない。

第 6条 評議員は次の方法により選出する。

理事会は正会員から推篤された評議員候補者

について審査を行い適格者は総会において選

任される。評議員の推薦にあたっては，研究

歴満5年以上のもので地域7]1]，専攻分野別及

び会員歴について考慮される。

第 7条 監事の選出については理事会が理事

以外の正会員の中から候補者を選び総会の承

認を経て理事長が委嘱する。

第3章事 業

第 8条 機関誌「神経化学」の編集委員は理

F
h
d
 

唱
E
A



事会の承認を得て用事長より委嘱する。

第 9 条機関誌の英文tは 'BulJetinof 

The Japanese Neurochemical Society J と

する。

第 I0条 本会の目的を達成するため理事会が

必要と認めたH寺会員の中から専門委員を委嘱

することがある。

第4章付 則

第 II条 昭和 59年 11月の会則及び細則変

更後に行われる最初の理事選挙に限り，会則第

2 0条及び細則第 2条，第4条の規定にかかわ

らず，次の特例を設ける。

1 .投票期日の〆切を昭和60年 2月16日

とする。

2 .今回の選挙にあたっては被選挙権者に現

理事を含むものとし，得票順に 12名の当

選者を決定する。投票は無記名 6名以内の

連記とし郵送をもって行う。

3. 当選者のうち得票数上位6名のものの任

期は 4年とし，下位6名のものは 2年とす

る。

4 今回の当選理事の任期は上位6名のもの

については昭和 64年 2月迄， また下位6

名のものについては昭和 62年 2月迄とし，

重任きれない。理事会で選ばれる 3名の理

事の任期は昭和 62年 2月迄とし，重任す

ることは出来ない。
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